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◦留学に行きたいが、いろいろ疑問に思うところがある塾生

◦留学に行ってみたいが、具体的な取り組み方がわからない塾生

◦留学についてあまり知らないが、海外で学ぶことに興味関心がある塾生 など

このてびきをきっかけに留学について知り、自分にあった留学プログラムを見つけましょう。
そして、どうすれば実現できるか、今何をするべきか、どんな準備が必要か考えてみましょう。

こ の 留 学 の て び き は 、 海外で学ぶって、どんなことか知りたい！ 留学体験記 013ページ

交換留学をするにはどうすればいい？ 第Ⅱ部 061ページ

留学すると就職活動はどうなるの？  033ページ

夏休みなど、短期で留学してみたい！  039ページ

留学すると単位はどうなるの？進級・卒業は？  049ページ留学に興味のある塾生に向けて情報を提供するものです。
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本学が海外の⼤学との間で締結した全学学⽣交換協定に基づき
実施する、慶應義塾⼤学派遣交換留学制度の案内を掲載しています。

留学全般に関する事項や留学準備、ならびに慶應義塾⼤学
各部⾨が主催するさまざまなプログラム等を紹介しています。

本冊⼦は、第Ⅰ部は留学のてびき、第Ⅱ部は慶應義塾⼤学派遣交換
留学⽣募集要項の二部構成になっています。
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留 学 の て び き
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第Ⅰ部 2026 慶應義塾大学年度

留学全般に関する事項や留学準備、ならびに
さまざまなプログラム等を紹介しています。

0 0 3



留学のてびき
第Ⅰ部 留学について知ろう！留学経験が、あなたの視野と可能性　　　を広げてくれます！

留学出発約１年前～６ヵ月前

留学生活を
満喫しよう！

プログラムに
応募し、
選考を受ける

動機・目的を
明確にする

留学を意識した
大学生活のプラン
を作成する

START!

入学 留学し
たい！

 

と思っ
たら

留学出発
約１年前～６ヵ月前

留学出
発

約６ヵ
月前～

留学出
発直前

なぜ留学？どんな勉強をしたい？
何を身につけたい？

交換留学?ダブルディグリー？
私費留学？語学研修？

学部１年時のうちにまずは短期？
学部２年時以降に長期？

学費以外の生活費は？
奨学金はいつ応募する？

どの国・地域・大学に
留学したい？

[ W h y ? ]

[ H o w ? ]

[ W h e n ? ]

[How much?]

[ W h e r e ? ]

まずは大学生活の計画を立て
ましょう。授業履修、課外活動、
資格取得、卒業後の進路設計を
する中で、留学をいつ、どう組み
込むか、優先順位を考えながら
プランを組んでみましょう。

留学に向けて
勉強する

参加したい留学の募集要項を確認し、
十分に準備をしましょう。半年以上の
長期留学では、大学の学業成績
（GPA等）や語学能力の基準が課さ
れることがほとんどです。年に数回
しか実施しない語学能力試験もあり
ます。早めに受験計画を立て、日々
の学習も継続していきましょう。

必要書類一式をしっかり整えて期日までに出願しましょう。
選考方法は、プログラムによりさまざまです。派遣交換留学
等、留学開始約1年前に学内選考が実施されるものもあり
ます。奨学金に応募予定の方は、その締切期限にも注意して
手続きを進めましょう。

APPLICATION

PLAN

STEP 

1

STEP 

2
STEP 

3 STEP 

4

STEP 

5

STEP 

6

具体的な渡航準備をする

- 学内手続き - 住居手配（寮、アパート、ホームステイ等）
- ビザ申請    - 航空券手配    - 海外旅行保険加入

選考に通過すると、出発に向けて具体的な準備
が始まります。代表的なものとして、以下が
あります。先着順のものや時間がかかるもの
もあります。早め早めの行動が大切です。

「留学期間はあっという間
だった！」とほとんどの留学
経験者が語ります。健康に留意
して、日々の学習や活動に取り
組みましょう。留学中、自分が
留学した目的を意識しながら
過ごすことが大切です。自分
なりのストレス対策も考え
ましょう！

GOAL!

卒業STEP 

8

留学生活を振り返ってみよう！
留学の目的や目標は達成できたか、留学経験を就職
や今後のキャリアにどうつなげたいのかまとめて
みましょう。振り返ることで留学経験が今後の人生
の中で一層活きてくることでしょう。報告書の作成
や留学の経験を後輩に伝えるのもおすすめです。

STEP 

7
GO!
留学へ

進路選択・就職に

向けた取り組み

帰国

留学に関する情報を収集する

国際センターWebサイト
　   https://www.ic.keio.ac.jp/

海外留学のための奨学金
　   https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/scholarship/

何から始めたらいいかわからない、という塾生は、まずは
各キャンパスの国際担当窓口に立ち寄ってみましょう。
随時、留学相談に乗っています。授業期間中には随時
留学説明会が開催される他、留学フェアも開催されます。
さらに、国際センターのWebサイトでは各種留学体験談・
報告書の他、海外留学のための奨学金についても掲載
しています。

留学を経験した多くの先輩が、留学によって⼈⽣観が変わったと感じています。
語学⼒の研鑽だけでなく、多様な価値観を持つ⼈々との出会いを通じて、
コミュニケーション⼒を養い、⼈的ネットワークを築くチャンスです。
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留学のてびき
第Ⅰ部 留学について知ろう！留学制度とは

「留学」には、もっぱら語学習得を⽬指すものや海外の⼤学で専⾨的な内容
の授業を履修するもの、数週間の短いものから半年以上の⻑期にわたる
もの等、さまざまな種類があります。
⾃分にあった留学を選ぶには、それぞれの留学形態の特徴を知ることが重要です。

⼀般的な留学すべてが、慶應義塾⼤学で「留学」として認められるわけではありません。
学部学則第153条(＊1)・⼤学院学則第124条(＊2)に基づき、あらかじめ「国外留学申請書」を提出
し、教授会あるいは研究科委員会において教育上有益と認められた場合、「留学」の認定を受けて
留学することができます。

　

 留学時期・期間
留学は、夏休みなどの休校期間を中⼼した短期留学と、半年以上の⻑期留学があります。

 留学の⽬的
留学の⽬的は、⼤きく2つに分けることができます。

 「留学」と認定された場合
申請により、留学期間を慶應義塾⼤学における在学期間に算⼊（1年間を限度とする）すること
が可能となり、海外の⼤学で履修した単位は、慶應義塾⼤学での卒業に必要な単位として認定
されることがあります。
すなわち、慶應義塾⼤学において「留学」と認められるためには、前述のとおり、所属の学部・
研究科へ申請し、認定を受ける必要があります。

 語学⼒の向上を⽬的とした場合
通常、「留学」と認められませんので、学期期間中に実施されるものに参加する場合には、慶應
義塾⼤学を「休学」して留学することになります。大学付属機関で語学力向上を目的とした
授業を受けながら、正規の学部授業を一部履修する場合の扱いについては、所属の学部・
研究科に確認してください。

 「休学」して留学した場合
海外の大学に正規生として学ぶ場合であっても、慶應義塾大学での在学年数には算入されません。
また、「休学」して留学した間に履修した単位は、慶應義塾大学の単位として認定されません。

語学⼒の向上
を⽬的としたもの

語学学校や⼤学の付属機関で実施されることの多い、外国語
能⼒の向上に主眼が置かれた留学です。
⼤学の付属機関で実施されるプログラムでは、正規の授業履修
が可能な場合もあります。

専⾨知識の習得
を⽬的としたもの

主に海外の⼤学で学ぶ留学です。半年以上の⻑期留学では、
多くの場合、現地の学⽣と共に正規の授業を履修します。
夏休みや春休みの休校期間に実施されるプログラムでは、特定
のテーマを設け開講されることもあります。

短期留学：夏休みや春休みの休校期間を中⼼とした留学

期間 休校期間を中⼼とした数週間から数ヵ⽉程度

主催 慶應義塾⼤学国際センター／海外の協定校／外部団体 等

注意事項 参加する際には、慶應義塾⼤学における授業履修や研究指導等に⽀障
がないことを各⾃の責任において確認してください。

長期留学：学期期間を中⼼とした留学

期間 学期期間を中⼼とした半年（1学期間）以上

形態 派遣交換留学／ダブルディグリープログラム／私費留学 等

主催 慶應義塾⼤学国際センター／慶應義塾⼤学各学部・研究科／外部団体 等

目 的 内 容

慶 應 義 塾 ⼤ 学 で の 取 り 扱 い

(＊1)	① 本⼤学が教育上有益と認めたときは、休学することなく外国の⼤学に留学することを許可することがある。
	 ② 留学の期間は、1年間に限り在学年数に算⼊する。
	 ③ �留学中に修得した授業科⽬の単位は、30単位を超えない範囲で卒業に必要な単位として認定することがある。ただし、

経済学部、総合政策学部、環境情報学部および看護医療学部では、本⼤学以外の⼤学およびこれに準ずる研究教育機関等
での履修で得た単位を含め60単位を超えない範囲で、卒業に必要な単位として認定することがある。

	 ④ �本条第１項の留学とは別に、ダブルディグリー等、本⼤学と外国の⼤学との合同の学位課程により留学する場合は、本⼤学
に在学したまま外国の当該⼤学設置科⽬を履修することを許可する場合がある。

	 ⑤ �留学に関する細則は、別に定める。

(＊2)	① �研究科委員会が教育上有益と認めたときは、休学することなく外国の⼤学の⼤学院に留学することを許可することがある。
	 ② �留学の期間は1年間に限り在学年数に算⼊する。ただし、医学研究科および薬学研究科薬学専攻の博⼠課程については

2年間を上限として在学年数に算⼊することがある。
	 ③ �留学中に修得した授業科⽬の単位は、10単位を超えない範囲で課程の修了に必要な単位として認定することがある。
	 ④ 留学に関する細則は、別に定める。
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留学のてびき
第Ⅰ部 留学について知ろう！

　

自分にあった「留学」を見つけよう!

この他にも、各学部・研究科が実施するプログラムもあります。

どのくらいの期間
留学したい？

留学先では「英語」で
勉強したい？

START!

YES YES

YES

YES

YES

YES

NO NO

NO

NO

NO NO

慶應義塾大学と
海外の大学、両方の
学位を取得したい？

興味のある地域や
大学が、派遣交換留学
の協定校（P.095）に
含まれている？

交換留学の
出願資格（P.068）は
満たせそう？

英語の勉強に加えて、
英語を使って専門的な
勉強もしてみたい？

海外の名門大学でさまざまな体験！

国際センター 
短期プログラム

海外の名門大学からも学位を取得！

ダブルディグリー
プログラム

自分の計画にあわせて自由に選ぶ！

私費による長期留学

現地のプログラムにひとりで飛び込む！

協定校等による
短期プログラム

世界トップレベルの大学で
1学年間学ぶ！

派遣交換留学

夏休みや春休みを中心とした
数週間から数ヵ月程度

半年以上の長期間

プログラムの詳細は、次のページへ

YES

NO

充実した留学実現のためには、自分にあったプログラムに参加することが大切。
どの留学が向いているか、まずは探してみましょう！

留学したい
時期まで、
1年近くある？ 12

1

！
！
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国際センター短期プログラム

留学のてびき
第Ⅰ部 留学について知ろう！国際センターが実施・紹介する留学　　　  プログラム

派遣交換留学

私費による⻑期留学

短期海外研修プログラム

期間 夏休み・春休み期間中の休校期間を中⼼とした2週間から1ヵ⽉程度の留学

内容
プログラム毎のテーマに沿って、英語による講義やディスカッションなど
質の⾼い授業が盛り込まれ、現地の⼤学で学ぶ雰囲気を体験できるのが
魅⼒です。申し込みや準備などは国際センターを通して行います。

こんな⼈に
◦海外に⾏ったことがない⼈
◦英語によるコミュニケーション能⼒を⾼めたい⼈
◦将来、⻑期の留学を考えている⼈

期間 1学年間（10ヵ月程度）

内容
慶應義塾⼤学が海外の⼤学と締結した全学学⽣交換協定に基づき実施
する留学プログラムです。世界トップレベルの協定校での⼤学⽣活を
経験できます。

こんな⼈に ◦語学⼒を伸ばしつつ、現地の⼤学で授業を履修したい⼈
◦世界トップレベルの大学で学生生活を送ってみたい人

備考

◦原則として、慶應義塾大学で「留学」として認定されます。
◦�留学中に修得した単位が卒業・課程の修了に必要な単位として認定

されることもあります。
◦�各学部・研究科が独自に実施する派遣交換留学については、P.041を

参照してください。

期間 自由に選択可能

内容

本学が主催する留学プログラム以外の、参加学⽣が直接申し込み（契約）を⾏い、学費
またはプログラム参加費等を留学先⼤学や実施団体等へ⽀払う必要のある留学を

「私費留学」と呼んでいます。国際センターが紹介するもの以外にも、企業や団体が
主催するもの等、私費留学には数多くの種類があります。

こんな⼈に ◦語学に特化して勉強したい人
◦自由に留学先や留学期間を選びたい人

備考

◦�参加にあたってはプログラムの内容や費⽤を⼗分に理解し、各⾃の責任において契約
や⼿続きをしてください。

◦�慶應義塾大学で「留学」として認定されるか、「休学」となるかは留学先での学習内容に
より異なります。

詳細は、P.041「 2 各学部・研究科主催プログラム」

詳細は、P.039
「 1 国際センター主催短期プログラム」

詳細は、P.045
「 Ⅵ 私費による長期留学」

詳細は、P.059
「第Ⅱ部 2026年度 慶應義塾大学 派遣交換留学生募集要項」

慶應義塾⼤学国際センターが実施あるいは、紹介するプログラムとして
以下のものがあります。

この他にも各学部・研究科が実施するプログラムもあります。

　

PLAN

ダブルディグリープログラムの詳細は、P.041および
各学部・研究科のWebサイトを参照してください。

0 1 1 012



留学のてびき
第Ⅰ部 留学について知ろう！留学体験記

タイでこそできた留学

坂本 琢真 法学部 政治学科
（2026年3月卒業予定）

留学を志したきっかけ・その国、大学を選んだ理由・留学までの準備
【留学を志したきっかけ】海外でも活躍できる人になりたい気持ちがあり、そのために学生時代に「一人で海外で暮らし、学び、遊ぶ」経験
をしておきたいと考えたからです。【タイの理由】幼少期シンガポールに住んでいた経験があり、東南アジアらしい環境が好きだった
からです。また、留学先大学が英語の授業を多く提供しており、かつ生活しやすいバンコクに所在していたからです。【留学までの準備】
英語が苦手だったので、留学に必要な英語試験の勉強をしました。特に会話できる英語力の向上に注力しました。また、言語文化研究所
のタイ語の授業も履修し、タイ語で自己紹介をできるようにしました。ビザや住居の必要な手続きなどはインターネットで検索しながら
一人で行いました。

留学をしたいと漠然と考えているが、行動に移せていない方も多いと思います。私もそうでした。ただ、一歩踏み出して外の世界に
行ってみると新しい出会いに刺激され、大きく成長できると思います。タイ留学を検討されている方はぜひご連絡ください。

派遣時学年 3年交換留学

留学期間 2023年8月～2024年5月

実際の留学生活について
【留学先（地域・大学）の魅力】タイは、人・料理・気候に恵まれておりとても快適な生活
を送ることができました。自炊するより外食をした方が安い環境なのでほぼ外食を
していましたが、タイ語があまり話せないなかでも店員さんたちはみな私の拙いタイ
語を聞き取ろうとしてくれましたし、気合いで注文を乗り切れました。チュラロンコン
大学はタイの超中心地に位置しているため、何をするにも非常に便利で、大学近くに
はレストラン・屋台が揃っています。また、広大なキャンパスで緑も多く、のびのびと
した学生生活を送れました。【楽しかったこと】勉強と遊びのメリハリをつけてよく学び
よく遊んだことです。テスト期間が近づくと24時間図書館が開くので、深夜までしっかり
と勉強してそのままアパートメントのプールでリフレッシュしたり、ヨーロッパからの
留学生たちとともに週末を利用してリゾート島で夜通し遊んだりしたことも良い思い
出です。【苦労したこと】バンコクでの初めての一人暮らしには、とても苦労しました。
寮には入らなかったので身の回りの整備はすべて一人で行いました。生活資材をすべて
購入したり、水回りの故障に対処したりと大変でした。【留学で得たもの】自分自身の
スキルが外国でも同じように発揮でき、自信を得ることができました。授業のグループ
ワークやプレゼンは簡単ではなかったですが、しっかりとやり切り良い評価をいただけ
ましたし、趣味として続けている茶道をタイの方たちに紹介するイベントを開催し、
参加者に満足してもらえました。留学を志したきっかけの、「海外でも活躍できる人に
なる」に一歩近づけたと考えています。【進路】未定です。バンコク在住時には海外
駐在員の方にお会いする機会も多くあり、キャリアの選択肢としてどこか海外の国で
働いてみたいという気持ちはあります。

▲留学生友達とプーケット
旅行へ

▲留学生友達とのハロウィンパーティー

▲自室で抹茶を留学
生友達に振る舞う

日本人留学生たちと　
ルーフトップバーで▶

遡及進級の有無
およびその理由

遡及進級を　　した　　しなかった

就職活動にとらわれず交換留学を最大限充実させたかったため

遡及進級の有無
およびその理由

遡及進級を　　した　　しなかった

留学中は就職活動を意識せずに、留学生活を送りたかったため

実際の留学生活について
アムステルダムは治安も良く、ほぼどこでも英語が通じる便利な都市です。移民が多いからこその多様な文化の影響や、環境・ジェン
ダー問題への取り組みが街中でみられ、学生間の会話でも社会課題や政治の話題の多さに驚きました。日本人としての意見や日本の
実例を聞かれることも多く、自分自身や日本について見つめ直す機会が増えました。
日常生活では、同じ寮に住む留学生たちが、慣れない環境で頼れる存在になりました。運河沿いの
散歩や長距離自転車、カフェや図書館での勉強や、休日に国内の違う都市に電車で遠出など、思い
出がたくさんありますが、一番楽しかったのは、友人と参加したドイツ・ミュンヘンのOktoberfest
です。留学生団体主催の片道13時間程バス移動するハードなツアーでしたが、プレッツェルやビール
を堪能し、ミュンヘン観光もできて大満足でした。他にもバスや電車・飛行機などさまざまな手段で
ヨーロッパ各国を旅行し、それぞれの違う文化や食を楽しめることもヨーロッパ留学の醍醐味だと
思います。個人的にはミュージアムが多く、年間カードで、ふらっと訪れられることも大きな魅力でした。
大学で苦労したこととしては、膨大なリーディングが必要だったこと
です。要約や質問作成など初めは予習にかなり時間をかけていました。
寮では停電や、水が止まるなどのトラブルもありましたが、フロアメン
バーと慌ててスーパーに水を買いに行ったり、暗い中一晩中話したり
と、絆が深まり今となってはいい思い出です。
さまざまなバックグラウンドを持つ友人と朝から晩まで1年間過ごした
ことで、異文化や個性からくるたくさんの細かな違いに気づき、“思い込み
を持たない”ことの大事さを実感しました。それでも共感できることや、
違うからこそ話せる悩みもあり、柔軟性と行動力を培う経験になりました。
今後の進路については、現在就職活動中で未定ですが、多様な価値観
や経験を持つ人との関わりのある仕事をしたいと考えています。

「違い」と「共感」がうむ楽しさ

佐竹 真菜子 総合政策学部 総合政策学科
（2026年3月卒業予定）

ロッテルダムにてカヤック体験▶

留学期間 2023年8月～2024年6月

留学を志したきっかけ・その国、大学を選んだ理由・留学までの準備
【留学を志したきっかけ】海外在住経験や課外活動での、さまざまなバックグラウンドや価値観を持つ友人との交流により、刺激を受け
視野が広がったことから、大学生のうちにそのような環境に再度身を置きたく、留学を決意しました。

【国・大学を選んだ理由】留学生が多く、また社会課題についてフィールドワークやディスカッションを用いた授業が多いアムステルダム
自由大学では、これまで学んできた社会課題やSDGsについて多角的に学び、取り組みを体感することができると考え決めました。

【留学までの準備】オランダ語の簡単な挨拶等の勉強の他、オランダ大使館主催のパーティーに参加し、在日オランダ人やオランダ
留学経験者などから話を聞きました。大学から紹介されたアプリで、留学先の学部や寮のグループチャットにも参加していました。

新しい環境や学び、仲間との出会いなど、たくさんの“一生モノ”の経験ができると思います。不安もあると思いますが、意欲と
笑顔があれば、支え助けてくれる人がたくさんいます。少しでもワクワクを感じたら、ぜひ挑戦してみてください！

派遣時学年 3年交換留学

チュラロンコン大学  （タイ王国） アムステルダム自由大学  （オランダ）
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自由時間

食堂で友人と
軽食を取る

授業（交通経済学）

大学の立派な
ジムで友人と運動

近くのレストランで夕食

図書館で勉強

食堂で友人と昼食

起床・登校準備

授業（公共経済学）
起床・朝食

自由時間
（勉強や運動）

友人たちと
市内観光

近くの
レストランで夕食

自由時間

友人たちと遊ぶ
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平日 休日

ある一日のスケジュール

後輩へのアドバイス 後輩へのアドバイス

寮のフロアメンバーと
交流

自習

授業(開発とグローバリ
ゼーション レクチャー)

友人とカフェで
課題・予習

寮で夕食

食品や日用品の
買い物・帰宅

大学にて友人と
昼食

起床・寮で朝食

授業（環境・
開発論 セミナー）

起床

友人と
パンケーキ
カフェで朝食

美術館へ
運河沿いを散歩、
古着屋巡りや食べ歩き

寮の他の友人とも
合流しボートで
アムステルダム
運河巡り

友人たちと寮で
タコスナイト

買い出しをして帰宅

共用リビングで
ボードゲームや
映画鑑賞
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▲大学で友人たちとボードゲーム ▲�オランダらしい運河にて

▲�ボートでアムステルダムの運河巡り
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実際の留学生活について
シドニーでの留学生活は、さまざまなバックグラウンドを持った学生との交流が絶えない
10ヵ月でした。最初のセメスターはアメリカ人のルームメイトと毎日生活を共にすると
いう貴重な体験をすることができました。滞在していた寮では多くのイベントが開催され
ていたため、友達作りに困ることはありませんでした。大学においても、オーストラリアの
文化や自然について学べる交換留学生向けの授業がとても充実しており、世界遺産にも
登録されているブルーマウンテンに２泊３日のフィールドトリップに出かけたことはとても
印象に残っています。
留学生との交流だけでなく、日本人との交流も盛んでした。シドニーでは三田会の集まり
が毎月開催されていて、現地に駐在されている社会人の方からお話を伺う中で、将来
歩みたいキャリアの解像度を上げることができました。シドニー大学の正規生とも友達に
なることができ、一緒にシドニー大学での日本人コミュニティを設立できたことは非常に
光栄でした。
一方学業では、少し苦労した面もあります。一般的に、海外の大学では学生の積極的な
発言が前提として授業が展開されているので、慣れるまでには少し時間がかかりました。
また、課題の量や頻度も日本の大学と比較してかなり多いです。一度レポートの引用が
適切にされていないことを理由に大幅に減点されてしまい、アカデミックライティングに
対する意識を高める契機となりました。しかし、学生と教授の距離が近く、課題が返却
される際には丁寧なフィードバックをいただけるので、それだけ得られるものが多くある
ことは間違いないと思います。
私は現在就職活動中ですが、シドニーでは日本の製品が現地のライフスタイルに浸透
していることを肌で感じたり、多くの学生が日本に対して良い印象を持ってくれている
ことを実感したことから、日本のプレゼンスを向上させることができるような仕事に携わり
たいと思うようになりました。そういった意味で、留学は今後の進路にも大きな影響を
与えた経験だったといえます。

実際のプログラムについて
このプログラムの魅力は２つあります。
１つ目は、さまざまなジャンルの専門的な知識を持つ方々から内容の濃いレクチャーを受けること
ができる点です。現代音楽、宗教、ジェンダー、ウィリアムズバーグの歴史など幅広い分野の文化
を学ぶことができます。また、ディスカッションの時間に、それぞれの講師の方々と直接お話が
できる機会があるため、より興味を持ったり、知識を深めたりすることができます。私は、直接ユダヤ
教やイスラム教の方々と初めてお話をし、今まであまり意識してこなかった自分の宗教心について
考えさせられるきっかけになりました。
２つ目は、授業以外の時間も充実していることです。授業の後は、現地の学生が通う街の飲食店に
行ってご飯を食べます。自由時間には、それぞれ好きなように街の土産屋やカフェに行ったり、

アシスタントの方が周辺のミニゴルフやスーパーマーケットに連れて
行ってくれたりしました。ウィリアムズバーグは、歩いているだけで
一昔前にタイムスリップしたかのように感じることができて、非常に
魅力的です。休日には、ワシントンD.C.のホワイトハウスやリンカーン
記念堂など有名な観光名所を回ったり、メジャーリーグを観戦したり
して、仲間たちと楽しい思い出を作ることができました。
このプログラムを通して、さまざまなものに対する価値観が変わりま
した。もっと異国の文化を知りたいし、人との関わりを大切にしていき
たいと感じているため、今後も留学の機会があったら、ぜひさまざま
な国を訪れてみたいと思います。

▲メジャーリーグ観戦

▲ホワイトハウス▲ワシントン記念塔

あらゆる人種が夢を実現できる街

原田 拓真 商学部 商学科
（2026年3月卒業予定）

新たな気づきと感動の連続の、充実した留学

倉成 磨美 商学部

キャンパス内の風景▶

留学を志したきっかけ・その国、大学を選んだ理由・留学までの準備
留学を志したきっかけは、講義形式の受動的な学びに留まらず、海外の大学でよりインタラクティブな授業を履修することで自らの専攻
であるビジネスの実践的な知識を獲得したいと考えたからです。主に英語圏の国を検討していたのですが、多民族国家であるオースト
ラリア、その最大都市であるシドニーで生活することで、コンフォートゾーンを拡大して自らの価値観を相対化することができるのでは
ないかと考え、シドニー大学を選びました。渡航前は、商学部設置のGlobal Passport Programや国際教養プログラムといった、英語
で実施される授業を多く履修しました。語学力の向上に寄与しただけでなく、世界中からの交換留学生と親しくなることができ、留学の
準備として最適でした。

短期海外研修プログラムに参加した理由・そのプログラムを選んだ理由
大学１年生の頃から留学経験をする機会をうかがっていたのですが、いろいろと大学生活が落ち着いてきた大学2年生の夏に留学に行く
ことを決意しました。あまり海外に慣れておらず不安だったため、サポートの手厚い国際センター主催の短期プログラムを選びました。
ウィリアム・アンド・メアリー大学夏季講座では、現地の学生との交流を通じて、アメリカの歴史を幅広く学ぶことができることから、最適な
学習の環境が整っていると感じました。将来、国際的に働くための、英語スキルと自由大国アメリカの文化についての教養を身に付けたい
と考え、このプログラムを選択しました。ウィリアムズバーグの散策や、リッチモンド、ワシントンD.C.の観光ができる点も魅力的でした。

勇気を出して日本の外に一歩足を踏み出してみれば、かけがえのない友人や素晴らしい経験があなたを待っています。物怖じす
ることなく毎日主体的に行動し続けていれば、新しい自分と出会うことができるに違いありません。応援しています！

留学先では、現地の方々と積極的に会話しましょう。日頃からあらゆる分野に興味を持ち、自分の考えをアウトプットする練習を
しておくと、ディスカッションの際に役に立つと思います。休日には、有名な観光地を回る機会があります。ガイドブックを持って
いくと効率的に回ることができます。英語力に自信のない方でも、インストラクターが優しくサポートしてくださいます。安心して
臨んでください。

派遣時学年 3年交換留学

留学期間 2024年2月～2024年12月

遡及進級の有無
およびその理由

遡及進級を　　した　　しなかった

十分に準備が整った状態で渡航し、留学先では現地での生活に
集中したかったから

▲休暇を利用してグレートバリアリーフへ

▲�シドニー大学は美しい
建物で有名です

▲�ル ー ムメイトと 
クラブでの1枚

初めてのサーフィンに　
挑戦しました▶

留学期間 2024年8月2日～2024年8月16日

参加学年 2年短期海外研修

シドニー大学 ウィリアム・アンド・メアリー大学
国際センター主催短期海外研修プログラム ウィリアム・アンド・メアリー大学夏季講座

 （オーストラリア）  （米国）
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ルームメイトと談笑

授業（Turtorial／
Academic Writing）

図書館で勉強

近所のスーパーに
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ジムで筋トレ
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友人と昼食
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Global Business） 起床・寮で
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寮のフラットメイトと
Manly Beachで
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友達と街で昼食

友達と街で夕食
図書館で
ディスカッション
（プレゼン）

起床・
ホテルで朝食

授業（レクチャー・
ディスカッション）
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観光
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後輩へのアドバイス

後輩へのアドバイス
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留学してみよう！と思ったら第1章

留学準備
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留学してみよう！と思ったら

留学出発約1年前～6ヵ月前の準備

留学出発約6ヵ月前～直前の準備

留学を実現するためには、留学形態にかかわらず事前の計画、十分な準備が大切です。
留学に関する情報収集や語学試験等の受験準備等、できるだけ早い時期からとりかかりましょう。

留学までのRoadmap

STEP

1
留学を意識した大学生活のプランを作成する
まずは大学生活の計画を立てましょう。
授業履修、課外活動、資格取得、卒業後の進路設計をする中で、留学をいつ、どう組み込むか、優先順位
を考えながらプランを組んでみましょう。

語学学習、試験等の受験をする、学業成績を上げる
参加したい留学の募集要項を確認し、十分に準備をしましょう。
半年以上の長期留学では、大学の学業成績（GPA等）や語学能力の基準が課されることがほとんどです。

具体的な渡航準備をする
選考に通過すると、出発に向けて具体的な準備が始まります。先着順のものや時間がかかるものもある
ため、早め早めの行動が大切です。

プログラムに応募し、選考を受ける
必要書類一式を用意し、期日までに出願しましょう。
選考方法は、プログラムによりさまざまです。

詳細は、P.018

詳細は、P.020

詳細は、P.020

詳細は、P.020

ロードマップ

留学の動機・目的を明確化しながら、留学計画を作成する
なぜ留学したいのか、留学の動機・目的を考え、大学生活のプランや留学の目的に一番あう留学を選び
ましょう。
固定観念にとらわれず、幅広い視点から考えることが大切です。自分が学びたい分野の研究が行われて
いるか、授業スタイル、学校規模といった観点からも考えてみましょう。

留学に関する情報収集をする
何から始めたらいいかわからない、という塾生は、まずは各キャンパスの国際担当窓口に立ち寄ってみま
しょう。随時、留学相談に乗っています。また、国際センターのWebサイトでは各種留学体験談・報告書の
他、海外留学のための奨学金も掲載しています。

詳細は、P.019

詳細は、P.018

大学生活はあっという間です。いつか留学しようと思っていても、日々の授業や
サークル活動、アルバイト等に取り組むうちに、留学する時期を逃してしまう
方がたくさんいます。留学をいつ、どのように大学生活に組み込むか、優先
順位を考えながら具体的に計画しましょう。

留学を意識した大学生活のプランを作成するSTEP

1

留学を実現するために、留学に関する情報収集を行い基本的なことを習得すること
が必要です。何から始めたらいいかわからない、という塾生は、まずは各キャンパス
の国際担当窓口に立ち寄ってみましょう。随時、塾生の留学相談に乗っています。
また、毎年、留学フェアも開催されます。
さらに、国際センターのWebサイトでは各種留学体験談・報告書の他、海外留学
のための奨学金、留学説明会に関する情報も掲載しています。

▶▶語学力の向上を目的とした留学の場合
留学する国や地域、プログラムの目的、授業時間や費用などに関する情報を集めて比較
検討し、自分の目的や条件にあったプログラムを選択することが重要です。

▶▶専門知識の習得を目的とした留学の場合
同様に、Webサイト等でしっかり情報を収集し、複数の選択肢を比較検討したうえで、
留学先を選択してください。日本でよく知られた大学が、自分の留学先として最も適して
いるとは限りません。
留学生が履修可能な科目、授業のスタイル等を調べ、自分の動機や目的にかなった留
学先を選ぶことが重要です。派遣交換留学生の留学報告書が国際センターのWebサ
イトに掲載されています。こちらを参考にするのも良いでしょう。また、大多数の大学
が学業成績および語学能力等の最低基準を設けています。

留学に関する情報収集をする

事前準備からが留学の始まりと思って、
学業や語学に日頃からしっかりと取り組んでください。

詳細は、P.021

PLAN

STEP

2
STEP

2

STEP

4

STEP

6

STEP

5

STEP

3
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STEP

3 一口に留学といっても、さまざまな留学形態があります。
なぜ留学したいのか、留学経験を将来にどう活かしたいのか等、自分自身に問い
かけて、動機・目的を明確化し、自分が実現したいことを深く掘り下げ、留学計画を
作成しましょう。

▶▶留学の動機・目的の明確化チェック
まずは、次の5点をチェックしてみてください。留学したい国・地域や留学の形態が、
ここから少しずつ見えてくるはずです。またご家族とも必ず相談しましょう。

留学の動機・目的を明確化しながら、留学計画を作成する

Why? なぜ留学？ どんな勉強をしたい？ 何を身につけたい？

　 How? 交換留学？ ダブルディグリー？ 私費留学？ 語学研修？

When?
学部1年時のうちにまずは短期で行く？
学部2年時以降に半年以上の長期留学をねらう？

　 How much? 学費以外の生活費は？ 奨学金はいつ応募する？

　 Where? どの国・地域、大学に留学したい？

▶▶留学計画の作成
自分の留学の目的に照らし合わせて、どの形態で留学するのか決め、応募方法や必要
な資格等を調べたり、スケジュールを立てたりしていきます。留学計画を立てる際に
は、いつまでに、どのような準備が必要か、可能な限り具体的に書き出しましょう。
TOEFL iBTやIELTSといった英語の試験は、ほとんどの方が複数回受験します。
通常、留学を決意してから出発までに最低１年〜1年半かかります（短期の語学研修の
場合は3～6ヵ月程度）。

 留学したい気持ちが本物かどうか確かめる
とにかく留学したい、海外に行きたい、友だちも行くから等、軽く決めたりせずに、落ち着いて前向きに考え
ましょう。また、心身の健康状態やその他個人的事情なども良く考えてから決断をしましょう。

 何のために留学をするのか考える
何のために留学するのかを明確にしておくことで、自分にあった留学を選択することができます。

 留学経験を将来にどう活かすかを考える
留学の貴重な経験を将来どのように活かしたいのか、自分は留学でこれを手に入れた等、胸を張っていえる
よう、留学後の人生プランも加味して十分計画を練りましょう。

留学を最大限実りあるものとするためにポイント

留学に向けてしっかりとした準備を行いましょう。

STEP

4

STEP

5

STEP

6

参加したい留学の募集要項を確認し、十分に準備をしましょう。
半年以上の長期留学では、大学の学業成績（GPA等）や語学能力の基準が課される
ことがほとんどです。
英語を使用して長期留学する場合、原則としてTOEFL iBTあるいはIELTSのスコ
アが必須です。英語以外の言語の試験では、年に数回しか実施しないものもあり
ます。早めに受験計画を立て、日々の学習も継続していきましょう。

必要書類一式をしっかり整えて期日までに出願しましょう。
選考方法は、プログラムによりさまざまです。派遣交換留学等、学内選考が実施
されるものもあります。
奨学金に応募予定の方は、その締切期限にも注意して手続きを進めましょう。

選考に通過すると、出発に向けて具体的な準備が始まります。代表的なものと
して、以下があります。
先着順のものや時間がかかるものもあるため、早め早めの行動が大切です。特に
ビザ申請手続きには注意しましょう。

語学学習、試験等の受験をする

プログラムに応募し、選考を受ける

具体的な渡航準備をする

◦学内手続き	 ◦住居手配（寮、アパート、ホームステイ等）

◦ビザ申請	 ◦航空券手配	 ◦海外旅行保険加入

APPLICATION
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留学フェア
毎年、日吉キャンパスにて、留学フェアを開催しています。
留学フェアは、より多くの塾生に留学についての情報を提供することで、留学を身近に感じ、留学の準備
をできるだけ早い時期から始めてもらうことを目的としています。詳細は、国際センターのWebサイト
でお知らせします。

「留学」に興味のある方は、ぜひ参加してみましょう。留学を実現するためには、留学形態にかかわらず
事前の情報収集、十分な準備が大切です。

国際センターWebサイト
各種留学説明会や留学プログラムの募集等の案内や、派遣交換留学の最新情報など、塾生を対象とした
留学に関するさまざまな情報を掲載しています。留学を考えるにあたり、役に立つ情報が多数掲載され
ていますので、まずは一度Webサイトを見てみましょう。

留学に関する情報収集Ⅰ

◦国際センターWebサイト
	 https://www.ic.keio.ac.jp/

https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/report/report_f.html

世界各地の協定校へ留学した派遣交換留学生による留学生活の報告です。
留学生活がどのようなものかイメージをつかんだり、志望大学を選択する際等に役立ててください。
なお、派遣交換留学生が個人の体験をもとに作成した報告書のため、実際には制度やカリキュラム
などが変更されている可能性があります。最新情報については、各自が確認してください。

◦「留学報告書Ⅰ」 ： 留学開始前の準備や留学生活について留学先到着後2ヵ月以内に作成したもの
◦「留学報告書Ⅱ」 ： 留学を総括して帰国後に作成したもの

留学報告書

▶ 2025年度留学フェア（予定）
2025年6月17日（火）〜20日（金）

▶ Webサイト
以下のWebサイトもチェックし、留学準備の参考としてください。

◦独立行政法人 日本学生支援機構（JASSO）海外留学情報ページ　　 https://ryugaku.jasso.go.jp/

国・地域別の留学情報や大学・大学院留学、語学留学、奨学金等留学に役立つ各種情報が掲載されています。

◦留学を希望する大学・機関のWebサイト

https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/interview.html

オンライン説明会、派遣交換留学生のインタビューなど、さまざまな動画をご覧いただけます。

留学に関する動画
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TOEFLは、英語を母国語としない人々の英語コミュニケーション能力を測るテストです。

英語圏の大学をはじめとする多くの教育機関が、TOEFLテストスコアを英語能力証明の基準と
して利用しており、本学の派遣交換留学出願の際にも要求されているテストの1つです。
日本で実施されているTOEFLの種類はiBT（Internet Based Test）であり、Reading／
Listening／Speaking／Writingから構成され、結果は各セクションのスコアとトータルスコア

（0～120点）で示されます。
テスト会場に設置されたパソコンを利用し、受験します。

IELTS（アイエルツ）は、英国やオーストラリア、カナダ、ニュージーランドのほぼすべての高等
教育機関で、海外留学や研修のための英語能力証明基準として利用されている英語力判定試
験です。

米国でもほとんどの教育機関が英語能力証明基準として利用しています。本学の派遣交換
留学出願の際にも要求されているテストの1つです。Reading／Listening／Speaking／
Writingから構成されており、結果は各セクション1（Non User）～9（Expert User）の得点域で
表示される他、総合評価としてOverall Band Scoreが示されます。Reading／Listening／
Writ ingはペーパーもしくはコンピュータベース、Speakingは面接官とのインタビュー
形式です。
留学のために受験する場合は、アカデミック・モジュールを受験してください。

◦�結果が必要な時期の2～3ヵ月前には受験するように心がけてください。初めての受験では、思うようなス
コアがとれないことも少なくありません。

◦�スコアの有効期限は、受験日から2年です。留学を希望する際に有効期限が切れていないことを確認しま
しょう。

◦�応募する大学（留学プログラム）によっては、英語のスコア要件としてTOEFL・IELTSのどちらかのみを
受け付けている場合もあります。準備する段階で、どのスコアが必要か調べておきましょう。

※�IELTSでは、Investigation（IELTS本部が受験者にランダムで行っている調査）の対象になると、試験結果が届くまで
に通常より大幅に時間を要します。TOEFLにおいても、再採点を依頼しているうちは、テストスコアは無効となるため、
こうした事態が発生した場合でも期日までにスコアを提出できるよう、必ず余裕をもって受験するようにしてください。 
いかなる場合においても、期日後の提出は認めていません。

英国の学生ビザ（Student Visa）を申請する際に必要とされる英語能力証明として、TOEFL 
iBTの結果は原則として受け付けられません。英国への留学を検討している場合には、所定の英語
能力試験を受験し、必要なスコアを取得してください。

◦UK Home Office “Student Visa-Knowledge of English” 
　 https://www.gov.uk/student-visa/knowledge-of-english

参加する留学プログラムにおいて英国の学生ビザの取得が必要になるか、ビザの取得が必要な
場合にはどのような書類が必要になるか等については必ず各自で確認してください。
ビザの取得要件は、予告なく変更されることがあります。英国政府のWebページ等で最新情報を
随時確認してください。

◦英国政府 “Student Visa” 
　 https://www.gov.uk/student-visa

語学能力試験

1

2

TOEFL （Test of English as a Foreign Language）

IELTS （International English Language Testing System）

▶ TOEFL試験公式情報
◦ETS（Educational Testing Service）	 https://www.ets.org/toefl/
◦ETS Japan	 https://www.etsjapan.jp/

▶ IELTS試験公式情報
複数の団体が実施していますが、いずれもテスト内容は共通です。

◦IELTS 公式Webサイト	 https://www.ielts.org/

◦公益財団法人 日本英語検定協会	 https://www.eiken.or.jp/ielts/

◦一般財団法人 日本スタディ・アブロード・ファンデーション
　 https://www.jsaf-ieltsjapan.com/

◦ブリティッシュ・カウンシル
　 https://www.britishcouncil.jp/ielts-tests-uk-visas-and-immigration

◦UK PLUS／バークレーハウス語学センター
　 https://berkeleyhouse.co.jp/ieltstestcentre/

外国語学習Ⅱ

TOEFL・IELTSの留意点

英国に留学する場合の語学能力試験について
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CEFRは主にヨーロッパにおいて広く導入されている、外国語学習者のコミュニケーション能力
を評価する枠組みのことで、外国語を学ぶにあたっての到達目標の参考となります。

留学先機関が求める語学能力要件としてTOEFLやIELTSのスコアではなく、「B2」等と定めら
れている場合には、下記の表を参考にするとよいでしょう。

4 Common European Framework of Reference for 
Languages （CEFR） について

UNDERSTANDING SPEAKING WRITING

Listening Reading Spoken Interaction Spoken Production Writing

A1

I can understand familiar 
words and very basic 
phrases concerning myself, 
my family and immediate 
concrete surroundings when 
people speak slowly and 
clearly.

I can understand 
familiar names, 
words and very 
simple sentences, for 
example on notices 
and posters or in 
catalogues.

I can interact in a simple way 
provided the other person is 
prepared to repeat or rephrase 
things at a slower rate of 
speech and help me formulate 
what I'm trying to say. I can ask 
and answer simple questions 
in areas of immediate need or 
on very familiar topics.

I can use simple phrases 
and sentences to 
describe where I live 
and people I know.

I can write a short, simple 
postcard, for example 
sending holiday greetings. I 
can fill in forms with personal 
details, for example entering 
my name, nationality 
and address on a hotel 
registration form.

A2

I can understand phrases 
and the highest frequency 
vocabulary related to 
areas of most immediate 
personal relevance(e.g. very 
basic personal and family 
information, shopping, local 
area, employment). I can 
catch the main point in short, 
clear, simple messages and 
announcements.

I can read very short, 
simple texts. I can find 
specific, predictable 
information in simple 
everyday material such 
as advertisements, 
prospectuses, menus 
and timetables and 
I can understand 
short simple personal 
letters. 

I can communicate in simple 
and routine tasks requiring a 
simple and direct exchange of 
information on familiar topics 
and activities. I can handle 
very short social exchanges, 
even though I can't usually 
understand enough to keep 
the conversation going myself.

I can use a series of 
phrases and sentences 
to describe in simple 
terms my family 
and other people, 
living conditions, my 
educational background 
and my present or most 
recent job.

I can write short, simple 
notes and messages. I can 
write a very simple personal 
letter, for example thanking 
someone for something.

B1

I can understand the main 
points of clear standard 
speech on familiar matters 
regularly encountered in 
work, school, leisure, etc. 
I can understand the main 
point of many radio or TV 
programmes on current 
affairs or topics of personal 
or professional interest when 
the delivery is relatively slow 
and clear.

I can understand texts 
that consist mainly 
of high frequency 
everyday or job-
related language. I 
can understand the 
description of events, 
feelings and wishes in 
personal letters.

I can deal with most situations 
likely to arise whilst travelling 
in an area where the language 
is spoken. I can enter 
unprepared into conversation 
on topics that are familiar, of 
personal interest or pertinent 
to everyday life (e.g. family, 
hobbies, work, travel and 
current events).

I can connect phrases 
in a simple way in order 
to describe experiences 
and events, my dreams, 
hopes and ambitions. I 
can briefly give reasons 
and explanations for 
opinions and plans. I 
can narrate a story or 
relate the plot of a book 
or film and describe my 
reactions.

I can write simple connected 
text on topics which are 
familiar or of personal 
interest. I can write 
personal letters describing 
experiences and impressions. 

B2

I can understand extended 
speech and lectures and 
follow even complex lines 
of argument provided 
the topic is reasonably 
familiar. I can understand 
most TV news and current 
affairs programmes. I can 
understand the majority of 
films in standard dialect.

I can read articles and 
reports concerned 
with contemporary 
problems in which 
the writers adopt 
particular attitudes 
orviewpoints. I 
can understand 
contemporary literary 
prose.

I can interact with a degree of 
fluency and spontaneity that 
makes regular interaction with 
native speakers quite possible. 
I can take an active part in 
discussion in familiar contexts, 
accounting for and sustaining 
my views.

I can present clear, 
detailed descriptions 
on a wide range of 
subjects related to my 
field of interest. I can 
explain a viewpoint on 
a topical issue giving 
the advantages and 
disadvantages of various 
options.

I can write clear, detailed 
text on a wide range of 
subjects related to my 
interests. I can write an 
essay or report, passing on 
information or giving reasons 
in support of or against a 
particular point of view. I 
can write letters highlighting 
the personal significance of 
events and experiences.

C1

I can understand extended 
speech even when it is not 
clearly structured and when 
relationships are only implied 
and not signalled explicitly. 
I can understand television 
programmes and films 
without too much effort.

I can understand 
long and complex 
factual and literary 
texts, appreciating 
distinctions of style. 
I can understand 
specialised articles 
and longer technical 
instructions, even 
when they do not 
relate to my field.

I can express myself fluently 
and spontaneously without 
much obvious searching for 
expressions. I can use language 
flexibly and effectively for social 
and professional purposes. 
I can formulate ideas and 
opinions with precision and 
relate my contribution skilfully 
to those of other speakers.

I can present clear, 
detailed descriptions 
of complex subjects 
integrating sub-themes, 
developing particular 
points and rounding 
off with an appropriate 
conclusion.

I can express myself in 
clear, well-structured text, 
expressing points of view 
at some length. I can write 
about complex subjects in a 
letter, an essay or a report, 
underlining what I consider 
to be the salient issues. I can 
select a style appropriate to 
the reader in mind.

C2

I have no difficulty in 
understanding any kind of 
spoken language, whether 
live or broadcast, even when 
delivered at fast native 
speed, provided. I have some 
time to get familiar with the 
accent.

I can read with ease 
virtually all forms of  
the written language, 
including abstract, 
structurally or 
linguistically complex 
texts such as manuals, 
specialised articles 
and literary works.

I can take part effortlessly in 
any conversation or discussion 
and have a good familiarity 
with idiomatic expressions and 
colloquialisms. I can express 
myself fluently and convey finer 
shades of meaning precisely. 
If I do have a problem I can 
backtrack and restructure 
around the difficulty so 
smoothly that other people are 
hardly aware of it.

I can present a clear, 
smoothly-flowing 
description or argument 
in a style appropriate 
to the context and 
with an effective 
logical structure which 
helps the recipient to 
notice and remember 
significant points.

I can write clear, smoothly-
flowing text in an appropriate 
style. I can write complex 
letters, reports or articles 
which present a case with 
an effective logical structure 
which helps the recipient 
to notice and remember 
significant points. I can write 
summaries and reviews 
of professional or literary 
works.

3 その他語学能力テスト

インドネシア語 インドネシア語技能検定試験
日本インドネシア語検定協会

03-3438-4790  https://www.i-kentei.com/

韓国語

韓国語能力試験（TOPIK）
公益財団法人 韓国教育財団

03-5419-9171  https://www.kref.or.jp

「ハングル」能力検定試験
ハングル能力検定協会

03-5858-9101  https://www.hangul.or.jp

韓国語能力評価試験（KLAT） http://www.kets.or.kr/jpn/

中国語

HSK中国語検定
HSK日本実施委員会

03-3268-6601  https://www.hskj.jp/

中国語検定試験
一般財団法人 日本中国語検定協会

03-5846-9751  https://www.chuken.gr.jp/

華語文能力測検 国家華語測検推動工作委員会
https://tocfl.edu.tw/

フランス語

DELF／DALF
日本フランス語試験管理センター

06-6358-7391  https://www.delfdalf.jp

実用フランス語技能検定試験
公益財団法人 フランス語教育振興協会 仏検事務局

03-3230-1603  https://apefdapf.org/

TCF

アンスティチュ・フランセ東京
03-5206-2500  https://www.institutfrancais.jp/tokyo/

※TCFは湘南藤沢キャンパスでも受験が可能です（全塾生対象）。
https://french.sfc.keio.ac.jp/home/

ドイツ語

ゲーテ・インスティトゥート検定試験 ゲーテ・インスティトゥート東京ドイツ文化センター
03-3584-3201
https://www.goethe.de/ins/jp/ja/sta/tok/prf.htmlTestDaf

ドイツ語技能検定試験
公益財団法人 ドイツ語学文学振興会 独検事務局

03-3813-0596  https://www.dokken.or.jp

ギリシャ語 ギリシャ語能力検定試験
ギリシャ語能力検定試験・日本試験センター事務局（ギリシャプラザ内）

03-3449-5489

イタリア語
CILS

イタリア文化会館
03-3264-6011

 https://iictokyo.jp/italian-proficiency-test/cils/

実用イタリア語検定試験
イタリア語検定協会

03-5428-5630  https://www.iken.gr.jp

ロシア語

ロシア語検定試験
日本対外文化協会

03-3353-6980  https://taibunkyo.jp/

ロシア語能力検定試験
ロシア語能力検定委員会

03-3425-4011
https://www.tokyorus.ac.jp/kentei/index.html

スペイン語
DELE

インスティトゥト・セルバンテス東京
03-5210-1800
�https://tokio.cervantes.es/es/diplomas_espanol/informacion_diplomas.htm

スペイン語技能検定
公益財団法人 日本スペイン協会 西検事務局

03-3353-0428  https://www.casa-esp.com/
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留学してみよう！と思ったら

留学で必要な費用は留学する国・地域や留学期間、参加プログラムにより大きく異なりますが、
一般的に学費を除いた生活費として、1学年間で安いところで150万円、高いところで300万円
以上かかるといわれています。この金額は、地域、為替レート、現地での生活の仕方によっても
大きく変わってきます。
留学には主に以下の費用がかかります。次のページにて、海外留学奨学金の情報を掲載して
いますが、どの奨学金も採用枠数が設けられており、必ずもらえるとは限りません。このため、
事前に保証人の方と十分に相談し、準備を進めましょう。

学費・
参加費

交換

�派遣交換留学の場合は、慶應義塾大学に学費を納めます。慶應義塾大学に学費
を納入することで、留学先での授業料の支払いは免除されますが、それ以外
のプログラム参加にかかる諸費用（Semester Fee／Orientation Fee／
Technology Feeなど）は、各自で協定校に支払う必要があります。特に、北米
の大学においては、諸費用の合計が数十万円に上ることもあります。

私費
◦私費留学の場合は、留学先大学の学費を含むプログラム参加費用がかかります。
◦慶應義塾大学の学費は減免されることがあります。
　 詳細は、P.048

教材費 教科書購入代、コピー代 等

滞在費・食費
◦学生寮、アパート、ホームステイ等。派遣交換留学では学生寮が主流ですが、

一部大学では、学生寮に入れない場合もあります。
◦寮費に食費が含まれることもあります。

通信費・交通費等 ◦携帯電話契約等の通信費
◦現地での交通費、休暇中の旅行代金 等

渡航費（フライト代） 直行便・経由便、時期、距離により異なります。

海外旅行保険料

◦海外での緊急事故や重病や重症等の不測の事態に遭遇した場合、日本とは比
較にならない高額の医療費や救援費用等がかかることがあります。万が一の
事故や病気に備え、留学中のすべての活動を適用範囲とする海外旅行保険に
必ず加入してください。

◦派遣交換留学生は、本学指定の海外旅行保険および海外危機管理サポートへ
の加入が必須です。

　 詳細は、P.071、P.076 「海外旅行保険ならびに海外危機管理サポートについて」

諸手続き費用 語学能力試験受験費、パスポート申請費、ビザ申請費、予防接種代、海外送金手
数料 等

1 留学にかかる費用

留学のための費用Ⅲ

米国の大学学部入学希望者対象
「Reasoning Test」と「Subject Tests」があります。
「Reasoning Test」の英語問題は、TOEFLより数段難しくなっています。

米国やカナダの大学院入学希望対象
「General Test」と「Subject Test」があります。
「General Test」は必須であり、Verbal・Quantitative（Math）・AnalyticalWritingの
３つのセクションに分かれています。

「Subject Test」は、学校から指定された科目の試験になります。
「Reasoning Test」と「Subject Tests」があります。

米国やカナダのビジネススクール入学希望対象
ビジネススクール入学後に、授業についていけるだけの能力があるかを測るテストです。

「Verbal（英語）」「Quantitative（数学）」「AWA（ライティング）」「Integrated Reasoning」
の4セクションから構成されており、コンピューター上での受験となります。
論理的思考能力を試される試験ともいわれ、特にVerbalセクションでの高得点確保は困難と
いわれています。

米国やカナダのLaw School（J.D.プログラム）入学希望対象
法学部以外の学部を卒業した人が、Law School（法学専攻の大学院）出願の際に課せられる
適性テストです。

学力テスト
米国やカナダの大学・大学院の学位課程に入学を希望する場合、以下の学力テストスコアの提出が求め
られることがあります。

1

2

3

4

SAT （Scholastic Assessment Test）

GRE （General Record Examination）

GMAT （Graduate Management Admission Test）

LSAT （Law School Admission Test） 
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留学してみよう！と思ったら

留学のための奨学金は、募集が年に1回しかないものや留学の出発時期の1年前に募集をかける
ものなど、期間や対象者が限定されているものが多いので、早くから情報を集めることが大切です。

「給付型」の奨学金は、返済義務のない奨学金、「貸与型」の奨学金は返済義務のある奨学金
です。ここで紹介しているものやそれ以外の留学を支援する奨学金はほとんどが「給付型」で、
ルール通りに留学を全うすれば返す必要のない奨学金です。
奨学金を支給された場合は、支給元のルールや締切を厳守し、失礼のないよう心がけてください。

1  慶應義塾大学交換留学生（派遣）奨学金 給付型

対象 国際センターが募集・選考を行う派遣交換留学生

支給金額 留学支援金として50万円を出発前に給付

採用人数 年間30名程度

2  日本学生支援機構（JASSO）海外留学支援制度（協定派遣） 給付型

対象 国際センターが募集・選考を行う派遣交換留学生

支給金額 留学地域に応じて月額8万円～12万円を給付

採用人数 2025年度派遣生50名程度採用予定

備考 上記以外の留学プログラムのうち、本奨学金の支給対象となるプログラムについて
は主催学部・研究科等より詳細が案内される予定です。

3  日本学生支援機構（JASSO）留学時特別増額貸与奨学金（一時金） 貸与型

対象

下記すべての条件を満たす学部生・大学院生
◦第一種または第二種貸与奨学金の奨学生（休停止中は申請不可）
◦�大学が認めた派遣留学、交換留学、私費留学（単位認定を伴うもの）、研究留学
（大学院生のみ）で、3ヵ月以上の留学

◦「国の教育ローン」の審査の結果、融資を受けられなかった世帯の学生

支給金額 10万円〜50万円（の10万円単位）の希望金額から選択（貸与・有利子）

備考 http://www.jasso.go.jp/shogakukin/about/kaigai/ryuzo_gaiyo.html

4  TOMODACHI 住友商事奨学金プログラム 給付型

対象 国際センターが募集・選考を行う派遣交換留学生（学部生）で、米国の協定校に留学
する塾生

支給金額 180万円を給付

採用人数 若干名
※選考の結果、合格者なしとなる場合もあります。

5  佐藤陽国際奨学財団派遣留学奨学生 給付型

対象 国際センターが募集・選考を行う派遣交換留学生で、東南アジア地域の協定校に
留学する塾生

支給金額 留学支援金として最大55万円に加え、月額10万円（シンガポールに留学する場合は
12万円）を給付

6  百賢アジア研究院（BXAI）アジア次世代指導者奨学金プログラム 給付型

対象 国際センターが募集・選考を行う派遣交換留学生で、中国のBXAI加盟大学へ留学
する塾生

支給金額 US$12,500に加え、留学後に参加するBXAI Summer Programに関わる費用を給付

採用人数 2025年度派遣生5名採用予定

備考 留学後に実施されるBXAI Summer Programへの参加が必須

7  指定寄付奨学金（118年三田会記念大学奨学金「海外留学支援」） 給付型

対象 慶應義塾大学において「留学」の認定を受け、かつ留学先大学から入学許可を受けて
いる塾生（学部生のみ）。2026年3月までに出発する塾生が対象

支給金額 年額10万円を給付

採用人数 年間若干名

 8  慶應義塾創立150年記念奨学金（海外学習支援） 給付型

対象
勉学の意欲を持ちながらも、経済的理由によりグローバルな学習活動（例：短期留学、
語学研修等）に参加することが困難な塾生（学部生のみ）
※派遣交換留学生は対象外。

支給金額 参加プログラム・渡航先の国や地域に応じて10万円、20万円、30万円程度を給付（予定）

採用人数 2025年度採用人数は70名程度（国際センター主催の短期海外研修プログラムも
含む）

9  官民協働海外留学支援制度～トビタテ！留学JAPAN新・日本代表プログラム～ 給付型

対象 諸外国の大学等といった教育機関での留学だけでなく、企業でのインターンや学生
が立案した多様なプロジェクト等も対象。奨学金、留学準備金および授業料を支給

備考

学部生対象
https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/scholarship/tobitate_gakubu.html

大学院生対象
https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/scholarship/tobitate_scholarship_grad.html

10  イタリア文化会館／イタリア政府奨学金 給付型

対象 イタリア文化会館と慶應義塾大学の協定に基づき本学から候補者を推薦するもので、
イタリアの国立大学・美術学院、音楽院、研究所等に留学する大学院生

備考
https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/scholarship/italia.html

※イタリア政府の事情等により募集が行われない年があります。

2 留学のための奨学金

１年以内の留学を対象とする奨学金
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11  留学先大学・国等が募集する奨学金

◦�派遣交換留学生に留学先大学や国から奨学金が付与されたり、応募可能な奨学金がある場合は、
国際センターWebサイト掲載の協定校別募集要項

�https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/ex_partners.html 
の奨学金の欄に記載があります。

◦�その他、外国政府等が募集する奨学金については、下記Webページをご覧ください。
https://ryugaku.jasso.go.jp/scholarship/scholarship_foreign/
https://ryugaku.jasso.go.jp/scholarship/scholarship_foreign_ongoing/

12  その他の奨学金

「経団連グローバル人材育成スカラーシップ」「公益財団法人業務スーパージャパンドリーム財団海外
留学支援」「公益財団法人阪和育英会」「埼玉発世界行き奨学生」等

◦その他、民間団体等が募集の奨学金については、下記Webページをご覧ください。
https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/scholarship/

13  日本学生支援機構（JASSO）海外留学支援制度（大学院学位取得型） 給付型

対象 修士または博士の学位取得を目指し、海外の大学院に留学する塾生等

備考 https://www.jasso.go.jp/ryugaku/scholarship_a/daigakuin/index.html

14  日本学生支援機構（JASSO）第二種奨学金（海外） 貸与型

対象 学位の取得を目的として海外の大学・大学院へ進学を希望する塾生

備考
進学する前に申し込む「予約採用」と進学後（在学中）に申し込む「在学採用」の2種類

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/about/kaigai/2shu_kaigai/

15  日本学生支援機構（JASSO）留学時特別増額貸与奨学金（一時金） 貸与型

対象

下記すべての条件を満たす学部生・大学院生
◦第一種または第二種貸与奨学金の奨学生（休停止中は申請不可）
◦�大学が認めた派遣留学、交換留学、私費留学（単位認定を伴うもの）、研究留学
（大学院生のみ）で、3ヵ月以上の留学

◦「国の教育ローン」の審査の結果、融資を受けられなかった世帯の学生

支給金額 10万円〜50万円（の10万円単位）の希望金額から選択（貸与・有利子）

備考 http://www.jasso.go.jp/shogakukin/about/kaigai/ryuzo_gaiyo.html

16  その他の奨学金

1年を超える長期留学等を対象とする奨学金については、下記Webページをご覧ください。「経団連
国際教育交流財団日本人大学院生奨学金」「日本／世界銀行共同大学院奨学金プログラム」等、各種
奨学金がありますので、応募要件を各自確認してください。

１年を超える長期留学、学位取得のための留学等を対象とする奨学金

前記のWebサイトの他に、日本学生支援機構（JASSO）のWebサイトにも奨学金情報が網羅されている
「海外留学奨学金パンフレット」が掲載されています。資料をダウンロードすることも可能です。

奨学金についての情報ポイント

◦海外留学のための奨学金	 https://ryugaku.jasso.go.jp/scholarship/

◦海外留学奨学金パンフレット	 https://ryugaku.jasso.go.jp/publication/

学生部国際交流支援グループ
https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/scholarship/

学生部福利厚生支援グループ
https://www.students.keio.ac.jp/com/scholarships/intl/study-abroad.html

※�各奨学金の詳細については、学生総合センター発行の「慶應義塾大学 奨学金案内」
および塾生サイトの「奨学金公募情報一覧」を確認してください。

学生部福利厚生支援グループ
https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/scholarship/degree.html

学生部福利厚生支援グループ
https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/scholarship/nondegree.html

1 2 4 5 6 10

3 7 8 14 15

13

9

奨学金により、大学を介して応募するもの、塾生本人が支援団体に直接応募するもの等があり
ます。前記のWebページを確認し、適切な部署あるいは支援団体にお問い合わせください。
※�協定校が本学からの派遣交換留学生へ奨学金を付与する場合等は、当該大学への派遣

留学候補生となった塾生へ学生部国際交流支援グループから直接案内します。

11 12 16

申し込み・問い合わせ先

◦民間団体等募集奨学金
https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/scholarship/

◦外国政府等募集奨学金
https://ryugaku.jasso.go.jp/scholarship/scholarship_foreign/
https://ryugaku.jasso.go.jp/scholarship/scholarship_foreign_ongoing/
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グローバルで見ると異例なことですが、日本において日系企業・団体に対し就職活動を行う場合は、原則
的なスケジュールが定められています。まず基本知識として、それを把握しておきましょう。
就職活動すなわち企業・団体による採用活動の原則的スケジュールは、「関係省庁連絡会議」という会議
体において定められており、以下のとおりとなっています。
▶採用広報（採用説明会等）の開始：3年生（修士1年生）の3月1日以降
▶採用選考（面接等）の開始：4年生（修士2年生）の6月1日以降
しかし実際には、多くの企業・団体が上記スケジュールより前倒しで、実質的な採用活動を進めています。
例年、留学からの帰国時期は５・６月が多いため、3月以前から行われている実質的な採用活動の中心
時期と高確率で重なることになります。
したがって、３年生や修士1年生で留学をする多くの方にとって、留学をしない方とは異なる時期や方法
での就職活動が必要になります。帰国後に一から就職活動をスタートしようとすると、当然ながら留学を
しない方と比較し、情報量や進捗に差が出てきてしまうからです。３年生や修士1年生で留学をする方
全員にとって一番大切なことは、渡航前から余裕をもって、採用関連の情報収集・業界研究等をしておく
ことです。
以下は時期別のアドバイスです。

留学する場合の就職活動Ⅳ

採用情報の収集、選考・イベントへの応募はもちろんのこと、参加に至るまでオンラインで可能な
企業・団体も増えてきました。留学中にもし余裕があれば、これらに行ってみると良いでしょう。
また、1 で触れたように、「キャリアフォーラム」等のイベントに参加したり、三田会を通じて塾員
の方々と交流させていただいたりするのも、良い刺激となるでしょう。
ただし、言うまでもないことですが、留学の本旨は「留学先大学での学業（機会があれば課外
活動もぜひ）」です。世界の名立たる大学への留学機会をせっかく手にしたのに、就職活動の
ことばかり考えていては本末転倒です。「留学自体が良いガクチカになる」という考えは誤りで、

「留学において自身がどういう目標を掲げ努力をしたか、どう成長できたか、が個性輝くガクチカ
につながる」のです。留学を謳歌するためにも、やはり 1 が大切です。

自己分析、業界・企業研究の結果、どの業界／企業・団体を、どの程度強く志望されるかにもよります
が、帰国後の時期においても、採用継続中の企業・団体は相当数存在しています。特に、帰国時期とし
て多い５・６月以降、「第2クール」などと銘打って採用活動を再開する企業・団体は年々増えています。
就職先を選ぶうえで、ご自身の志望と納得感が最重要ですから、1 ・ 2 をしっかり実践された
うえで、帰国後の応募ひいては卒業（修了）時期の検討を行ってください。

2

3

留学中にできること

留学（帰国）後にできること

◦連合三田会Webサイト	 https://www.rengomitakai.com

※�三田会は卒業生（塾員）の方々の交流を目的とする組織であり、在学生の就職支援は本旨に含まれていません。
※�ES添削や面接指導を自分からお願いすることなどはもってのほかですが、「グローバルに活躍されている

塾員の皆さんから、お仕事の実情や塾生時代のご経験について直接伺ってみたい」などといった意志が
あれば、その旨を丁重にお伝えしてみましょう。

【参考】就職活動フロー
3年生／修士1年生 4年生／修士2年生

〜6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4〜

留
学
す
る
方

留
学
し
な
い
方

まず、ご自身の帰国予定時期に沿って、あり得る卒業（修了）・入社時期のパターンを洗い出して
おきましょう。卒業（修了）・入社がいつになるかによって、就職活動にいつから・どの程度コミット
すれば良いかが変わるからです。
ご自身の入社がいつになるかは、志望する業界／企業・団体の採用選考がいつ行われるかに
よります。すなわち、留学前にご自身の志望業界／企業・団体について検討しておくこと、視野に
入ってきた業界／企業・団体の過去（直近）の選考スケジュールを確認しておくことが大切です。
そのためには自己分析や業界・企業研究が必要となります。時期が合えば、インターンシップや
短期間の就業体験プログラム等に応募・参加してみても良いでしょう。これらの前提として、
就職情報サイトへの登録も行っておきましょう。
また、海外都市において、皆さんのようなアウトバウンド留学生や現地大学の正規生等を対象と
したイベントが開催されることがあります（代表例:（株）キャリタス主催「キャリアフォーラム」）。
自身の留学先から近い都市で行われるかどうか、行われるとしたら参加申込・開催時期はいつか、
などを渡航前にチェックしておきましょう。そこで実際に内定に至らずとも、さまざまな企業・
団体と出会えること、実際の選考に参加する経験が得られることは、有益でしょう。
なお、留学中に日本企業の海外支社勤務、現地企業勤務の塾員の方とお話しできる機会がある
かもしれません。あらかじめ留学先における三田会の存在やご連絡先などを確認しておくと
良いでしょう。ただし、コンタクトの際は、三田会の趣旨をよく理解のうえ、失礼のないよう
心がけてください。一口メモ へ。

1 留学（渡航）前にできること

一口メモ

 「留学前からの下調べ・動き出し」がキー
 �この章を読んだうえで相談したいことがあったら、所属キャンパスの就職・
進路（キャリア）支援担当に相談してみよう（留学前からOK）

ポイント

留学

◦留学（渡航）前 の活動：本文 1 へ

◦留学中 の活動：本文 2 へ ◦留学後 の活動：本文 3 へ

帰国→夏季休暇 卒
業
／
修
了

卒
業
／
修
了

入
社

入
社

秋学期（慶應）

夏以降も
採用継続する
企業・団体あり

自己分析、業界・企業分析

就職情報サイト・企業サイト（マイページ）登録

インターンシップ応募・参加

本選考エントリー

説明会等への参加

ES等の提出→面接(→内々定)→内定

（＊）遡及進級等によりストレートでの卒業・修了を選択するケースです。

（＊）

選考対策
大学でも

添削・模擬面接
できます

大学にも
求人が届きます
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2020～2023年度　派遣交換留学生　卒業後進路一覧

就職先 人数
日本航空株式会社 10

ＰｗＣコンサルティング合同会社 9

ＥＹストラテジー・アンド・コンサル
ティング株式会社 8

アクセンチュア株式会社 8

デロイトトーマツコンサルティング
合同会社 7

三井物産株式会社 6

三菱商事株式会社 6

ＰｗＣあらた有限責任監査法人 5

野村證券株式会社 5

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 4

ゴールドマン・サックス証券株式会社 4

シティグループ証券株式会社 4

東京海上日動火災保険株式会社 4

マッキンゼー・アンド・カンパニー・
インコーポレイテッド・ジャパン 4

株式会社三井住友銀行 4

有限責任監査法人トーマツ 4

楽天グループ株式会社 4

ＪＰモルガン証券株式会社 3

ＰｗＣアドバイザリー合同会社 3

アビームコンサルティング株式会社 3

株式会社国際協力銀行 3

サントリーホールディングス株式
会社 3

デロイトトーマツファイナンシャル
アドバイザリー合同会社 3

株式会社電通 3

東京瓦斯株式会社 3

ＥＹ新日本有限責任監査法人 2

伊藤忠商事株式会社 2

株式会社クボタ 2

グロービング株式会社 2

慶應義塾 2

株式会社サイバーエージェント 2

住友商事株式会社 2

就職先 人数
大和証券株式会社 2

株式会社日本政策投資銀行 2

株式会社日本経済新聞社 2

丸紅株式会社 2

みずほ証券株式会社 2

三井不動産株式会社 2

三菱地所株式会社 2

株式会社読売新聞東京本社 2

その他の就職先
Ｃｈａｔｗｏｒｋ株式会社
株式会社ＩＮＦＡＳパブリケーションズ
株式会社ＪＥＲＡ
ＪＦＥ商事株式会社
ＫＰＭＧコンサルティング株式会社
ＫＰＭＧ税理士法人
株式会社ＱＵＩＣＫ
株式会社ＳＭＢＣ信託銀行
Ｚホールディングス株式会社
アウトルックコンサルティング株式会社
旭化成株式会社
株式会社アシックス
味の素株式会社
アストラゼネカ株式会社
アセットマネジメントＯｎｅ株式会社
ヴェオリア・ジェネッツ株式会社
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ
エム・アール・アイリサーチアソシエイツ
株式会社
エリクソン・ジャパン株式会社
オイシックス・ラ・大地株式会社
小田急電鉄株式会社
株式会社刀
川崎汽船株式会社
川崎重工業株式会社
株式会社ケン・コーポレーション
神戸家庭裁判所
株式会社コーエーテクモホールディングス
独立行政法人国際協力機構
株式会社コナミデジタルエンタテインメント
株式会社時事通信社
自然電力株式会社
株式会社集英社
株式会社小学館
ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
住友電気工業株式会社
セイコーウオッチ株式会社
株式会社セールスフォース・ジャパン

進路形態 人数
就職（正規雇用） 245
大学院進学 49
専門学校・外国の学校等への進学 26
その他 30
進路届未提出 3

総計 353

就職先 人数

双日株式会社
株式会社ソニー・ミュージックエンタテイン
メント
ソニーグループ株式会社
ソフトバンク株式会社
損害保険ジャパン株式会社
ダイソン株式会社
デロイトトーマツベンチャーサポート株式
会社
東海旅客鉄道株式会社
東急不動産株式会社
東京建物株式会社
内閣府
株式会社日経リサーチ
日本郵船株式会社
日本アイ・ビー・エム株式会社
一般社団法人日本船主協会
日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ
株式会社
日本電気株式会社
株式会社日本取引所グループ
日本ロレアル株式会社
任天堂株式会社
農林中央金庫
株式会社野村総合研究所
株式会社博報堂
パナソニックホールディングス株式会社
株式会社バンダイナムコエンターテイン
メント
株式会社日立製作所
株式会社ファーストリテイリング
株式会社ファミリーマート
フィリップ・モリス・ジャパン合同会社
富士通株式会社
ブラックロック・ジャパン株式会社
本田技研工業株式会社
株式会社みずほ銀行
三井住友信託銀行株式会社
三井不動産リアルティ株式会社
株式会社三菱ＵＦＪ銀行
三菱自動車工業株式会社
明治安田生命保険相互会社
森トラスト株式会社
森ビル株式会社
有限責任あずさ監査法人
株式会社横浜銀行
株式会社リクルートホールディングス
株式会社ローランド・ベルガー

国外就職 7

フリーランス 1

※�2020～2023年度派遣交換留学生のうち、2021～2023年度
に卒業・修了した者を対象としている。

※�各年度5月1日現在の本人からの届け出による。
※�就職は進学就職（進学と就職のどちらにも当てはまる場合）を

含む。

派遣交換留学生　就職活動記

良き仲間との出会い

中村 蒼 環境情報学部 環境情報学科
（派遣時2年 2025年3月卒業）

留学の同期と▶

留学期間 2022年9月～2023年4月

派遣先大学 ブリティッシュ・コロンビア大学（カナダ）
遡及進級の有無
およびその理由

遡及進級を　　した　　しなかった

４年で大学を卒業したかったため

株式会社ソニー・
インタラクティブエンターテインメント就職先

いつ就職活動を始めましたか
留学中に就職活動をしましたか 2022年12月頃、留学中に就職活動を開始しました。

内定はいつ頃もらいましたか 2024年3月頃

留学がもたらした
就職活動への良い影響を
教えてください

留学で出会った慶應の仲間や留学先の学生たちが就職活動に対してとても前のめりであり、それ
に感化され自分も頑張ろうと感じました。

留学が就職に不利に働いた
と思った 点 は ありますか 。
またそれをどのように克服
しましたか

特になし。
最近ではオンラインで面接もしてくれるため、むしろ留学によってガクチカやキャリアアップに
つながるため、特に不利に働くことはないと個人的に感じています。
ただ、インターンに関しては対面でなければ参加できないものもあるため、2年のうちから留学
することをおすすめします。（インターンから早期選考に参加できる企業がかなり多いため）

留学の同期のおかげで志を高く持って就職活動や自身の学生生活を謳歌できたと振り返ると強く感じています。今でも留学で出会った
仲間とは交流があり、留学先での９ヵ月は生涯忘れることのできない経験でした。辛いこともありますが、人生が変わると思います。
ぜひ挑戦してみてください、応援しています。

後輩へのアドバイス

実際の留学生活を通して、海外の学生の意識の高さにとても驚きました。もちろん遊ぶ時は遊ぶのですが、１年次からインターンシップに
燃えていたり、日々勉学に励んでいる姿がとても印象的でした。特に、CS（コンピュータサイエンス）は日本以上にとても競争率の高い学部
だということもあり、常に自身のキャリアアップや知識を身につけようとしている姿を見てとても刺激を受けました。また、留学先の学生だけ
でなく、留学の同期も意識の高い学生ばかりで、彼らのおかげで自分も意識高く自分の将来を見据えて努力をしようと感じる機会が多く
ありました。自分は元々英語が話せたり海外のバックグラウンドを持っていることから留学の経験を就活で強く推すことはなかったのです
が、留学で出会った仲間がいたから仲間同士で情報交換をしたり、また面接練習や業界研究など将来に向けて一丸となって励んでいたのは
今でもとてもいい思い出です。

留学中の就職活動は、２年次の12月だったこともあり、主に金融・
コンサル志望学生向けの選抜コミュニティの選考を受けたり、企業
説明会などを通して基本的な対策を行っていました。また、エンジ
ニアの就活では、留学先のゲーム開発サークルで現地の学生と
ゲームを開発したり、授業でのコーディングや個人制作を通して
ポートフォリオを充実させていきました。日本帰国後はその知識や
ポートフォリオをもとに金融・コンサル・IT企業を中心に夏季や冬季
のインターンシップに参加しました。

また、もっとも苦労したことは金銭面でした。留学先がカナダだった
ためアメリカと比べて円安の影響は少なかったものの、物価が高騰
していたこともあり寮費や食費、また休暇中の旅費は苦しくなる
くらい高かったです。給費の奨学金は交換留学の結果より前に締め
切っている団体もあるため、早いうちから調べておくことを本当に
強くおすすめします。

▲�大学にあるモニュメント ▲�大学で学期ごとにあるアー
ティストを呼んだイベント
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派遣交換留学生　大学院受験体験記

留学で知る自分と未来

山田 澪奈 経済学部
（派遣時3年 2025年3月卒業）

同じ寮に住む留学生と　
チーズフォンデュ▶

留学期間 2022年9月～2023年5月

派遣先大学 ザンクトガレン大学（スイス）

伊藤忠商事株式会社就職先

いつ就職活動を始めましたか
留学中に就職活動をしましたか

4月に開催される24卒向けのロンドンキャリアフォーラムに参加し、就職活動の雰囲気・情報集めを
行いましたが、本格的に就職活動を始めたのは帰国前の5月頃からです。

内定はいつ頃もらいましたか 最初の内定は、帰国後翌年（2024年）の1月で、最終的に就職先に選んだ企業は2024年6月にいた
だきました。

留学がもたらした
就職活動への良い影響を
教えてください

①自己分析の機会
留学先では、自分の性格をより知ることができたと思います。例えば、私の場合は「挑戦＞不安」が
挙げられます。留学先では何から何まで自分で環境を作り上げていく必要があるため、自身の行動力
が充実度に大きく影響すると思います。不安も大きくありましたが、「この機会を無駄にはしない」と
いう強い意志のもと、常に挑戦し続けていました。勉強面では積極的に手を上げることや、スクリプト
なしでプレゼンテーションに挑むこと、遊び面では一人旅に挑戦することなど、不安がありながらも
常に行動に移し続けていました。留学前は自分にここまでの挑戦力があるとは思っていなかったため、
自身の性格を再認識する良い機会となりました。留学の中での性格面での気づきは、エピソードも
伴うため、面接時に有利に働いたと思います。

②明確な目標
留学の1年を通して、一日本人・社会人として達成したい目標が定まりました。多様なバックグラウンド
を持つ方々と交流するなかで、「世界から見た日本」のイメージを知る機会が多くありました。良い
面を知ることも多くありましたが、日本が過去に強みとして掲げていたものは今の世界ではあまり
通用していないという現実や、時代の遅れを指摘される機会もありました。日本人として感じたこの
悔しさから、世界と日本をつなぐ役割を持つ業界のうち、日本の可能性を世界に広げる後押しを
行う商社業界への就職を強く意識するようになりました。留学前は自分の単純な興味に基づいた
漠然とした将来像を描いていましたが、留学中に「世界から見た日本の実態」を実際に耳にする機会
を得たことで、明確な目標を持って就職活動ができました。

留学が就職に不利に働いた
と思った点はありますか。
またそれをどのように克服
しましたか

私は、留学が就職に不利に働いたと思ったことはありませんでした。しかし、留学経験のある人は多く
います。留学を就活における自己PRや強み・弱みなどに使う場合には、オリジナリティある回答で周り
と差別化する必要があります。面接では、留学から何を得たのかについて具体的なエピソードが求め
られるので、「差別化」の観点では難しさがありますが、留学期間中に不安を恐れずたくさん挑戦し、
経験することで克服できます。

韓国語を全く話せなかった私が、
韓国の大学院に進学するまで

今田 恭太 総合政策学部 総合政策学科
（派遣時3年 2025年3月卒業）

留学期間 2024年9月～2025年6月

派遣先大学 延世大学（大韓民国）

Seoul National University,
Graduate School of International Studies

いつ大学院受験に向けて準備を
始めましたか。留学中にはどの
ような準備をしましたか

留学先に渡航してすぐ、現地大学院に通う友人の姿から、韓国で大学院に通うという選択肢を知り
準備を始めました。留学中に、第一志望校に訪問したり、在学生の話を聞いたりして受験申請を
しました。

大学院への進学を決意するに
あたって、留学がもたらした
良い影響を教えてください

私は渡航前、大学院進学にそこまで関心を抱いておらず、３年後期からの留学ということもあり、
就職活動をしながらの渡航となりました。しかし現地で会った塾員との出会いから、韓国で大学院
に進むことの魅力を知り、受験を決断しました。
私が今回進学するGrad School of International Studiesは英語ですべての課程を修了でき
る大学院です。多くの学生が、正規の留学では現地語の高いレベルが求められると考えているの
ではないでしょうか。しかし、英語を主言語としない国においても、多くの国で英語で講義が開講
されており、言語習得のハードルを上げることなく挑戦できます。また現地に実際に滞在している
ことで、キャンパスを訪れたり、実際に志望校に通われている先輩にも会うことができ、今後の
留学生活を具体的に想像しやすいと思います。
また、留学で出会った友人・塾員の皆様などから大学院進学に対するご助言をいただくことなども
あり、日本にいるときより自身のキャリア・将来像について考える機会があり改めて、自分のやり
たいことは何なのか、そのためには何が必要なのかといったことを具体的に考えることができた
と思います。
留学期間の経験すべてが大学院の受験に良い影響をもたらしたと考えています。

留 学 が 大 学 院 受 験に不 利に 
働いたと思った点はありますか。
またそれをどのように克服しま
したか。
どのように両立をしましたか

私の場合、ほとんどありませんでした。しかし、受験申請の際に、最新のスコアレポート（成績証明
書）などを求められる場合が多く所属する学部・研究科によっては単位の申請などに時間を要した
り、間に合わない場合があるかもしれません。所属学部と進学希望先と綿密に連絡を取り合い
調整することが必要だと思います。

伝統衣装体験▶

1年間海外で過ごし、母国語ではない言語で生活をする。その経験すべてが血肉になると思います。
キャリア・学費などもちろん考えることは少なくないですが、多くの人の応援と支援を実感できる充実した経験になると思います。
皆さんの一歩を私も応援しています。

留学生活は、初めての連続で不安が大きいかと思いますが、新しい自分を発見することができます。全く違う環境下で暮らしたから
こそ得ることができるものが多くありました。一生忘れることのない、濃い1年を過ごすことができるので、留学してみたいという気持ち
が少しでもある方は、挑戦することを強くおすすめします。

後輩へのアドバイス後輩へのアドバイス

「留学をする」という決断をして本当に良かったと思っています。
もちろん、留学には大変で辛い出来事はつきもので、私もロストバゲージ
をしたり、「当たり前」の認識の違いで友人と喧嘩したり、日本では経験
することのない体験を多くしましたが、これも今となっては思い出です。
多くの困難を乗り越えたからこそ、留学を通して私は強くなれたと思います。
留学は自己分析の機会でもありますが、それと同時に自分の弱い部分を
変える良い機会です。どんなに辛く、大変な出来事も自己成長の機会だと
思えば乗り越えられます。しかし振り返ってみると、私の留学生活は辛い
思い出以上に楽しかった思い出の方が多くあったように感じます。現地生
主催のイベントや、フラットメイトとの旅行・日常生活、一生忘れることの
ない思い出をたくさん作りました。帰国後も連絡を取り続け、お互いの国で再会するなど、留学が終わってから
も世界中につながりを持ち続けられます。世界中にネットワークを広げられたことは、留学によって得たものの一つです。
また、留学は私の将来にも影響を与えました。多様な視点・意見を得る機会を通して、将来の目標を明確にできたため、帰国後の私の就職
活動は曖昧なものではなく、目標達成の実現可能性がある業界・企業に絞ったものでした。目標・自身の性格にぴったりな環境を見つける
ことは、仕事のやりがいにつながると思います。たった1年ではありますが、留学は私の将来に多くの点で影響をもたらしました。

派遣交換留学生　就職活動記

遡及進級の有無
およびその理由

遡及進級を　　した　　しなかった
就職活動と留学の両立の難しさ／
ゼミに2年間所属したかった

私は「韓国語を全く話せない」状態で韓国で1年間の交換留学に挑戦しました。しかし、現地でできた素晴らしい現地の友人との交流を経て、
1年間の滞在で韓国語を生活に問題がない程度に武器にできるようになりました。私にとって外国語である英語・韓国語の2ヵ国語で生活する
ことは時に、コミュニケーションがうまくいかないもどかしさもありました。しかし自分ですべてどうにかしなければいけないのが留学生活。
今後に通ずる多くの術を身に付けることができたと考えています。留学は十人十色、同じ渡航先でも全員が違う経験をし、多様な形で成長を
しています。しかしそのすべてに共通することは、それらがとても有意義でそして一生に影響する思い出深い経験であることだと思います。

歴史的・地理的背景から「近くて遠い国」とされている韓国。しかしそこに生きるのもまた、私たちと同じ人間
であり、友人であることを今回、留学を通じて改めて認識できました。韓国、そして世界中の学生と学び交友
を深める経験は日本では絶対に経験できなかったものだと思います。留学先の環境そして、留学先での自分
自身の挑戦が大きな成長をもたらしたと確信しています。楽しい
ことばかりではもちろんなかったけれど、今振り返るとすべてが
良い経験だったと胸を張って言えるでしょう。今回の交換留学、そして
これから始まる大学院での生活、今後も私らしく成長できたらと
思います。

末尾に、今回の交換留学に対して多大なる支援を賜りました慶應
義塾・延世大学の両校に深い謝意を示しこの文章を結びます。

▲�現地で運営していた言語交換サー
クルの友人と

▲�ミュンヘンに行き、本 場 のオク
トーバーフェストを体験

▲�渡 航 後 すぐ、世 界 各 国 の
交換留学生と撮った1枚

▲�ツェルマットでスキー

遡及進級の有無
およびその理由

遡及進級を　　した　　しなかった
学部を４年間で卒業したかったため、大学
院が３月から開始するため

進学先
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留学してみよう！と思ったら

短期海外研修プログラム（夏季・春季）

1 国際センター主催短期プログラム

慶應義塾大学各部門が主催する各種プログラムⅤ

1年以上の長期留学を計画する前に、夏休みや春休みを利用して海外で学ぶ経験をしてみたい、または語学
力を向上させたいと考えている場合には、国際センター主催の短期海外研修プログラム（夏季・春季）に参加
してみるのも良いでしょう。最新情報は国際センターのWebサイトに掲載されますので、参照してください。

講座名 概要 場所 日程 募集人数 単位 研修費用
（渡航費別）

ウィリアム・
アンド・
メアリー大学
夏季講座

テーマ  米国の歴史・社会、日米比較 米国 8月上旬～
（2週間） 25～30名 4単位 約80万円

全米でハーバード大学に次ぐ歴史を誇り、トマス・ジェファーソンら3名の大統領を輩出した名門大学で、日米
比較を通じ米国文化について学ぶ。グループワークやワシントンD.C.へのフィールドトリップ、現地学生との
数多くの交流機会あり。

塾生
コメント

ケンブリッジ
大学
ダウニング・
コレッジ夏季
講座

テーマ  科学、国際関係論、国際ビジネス（いずれ
か１つ）　※テーマ変更の可能性あり 英国 8月上旬～

（4週間） 45～62名 4単位 約120万円

前半は英語の集中研修、後半は複数の中からテーマを1つ選択して受講。自分の専攻分野を超えて、知識の幅
を広げることも可能。ケンブリッジ大学の学生がTA（Teaching Assistant）として同じ寮に宿泊しながら講
座をサポートする。

塾生
コメント

短期海外研修プログラム（夏季）  募集時期:4月頃（予定）  

短期海外研修プログラム（春季）  募集時期:10月頃（予定）  

全学レベルの交換留学についての詳細は、第Ⅱ部 P.059

◦短期海外研修プログラム（春季）
　 https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/short_prog/spring_prog_index.html

◦現地の学生ととても仲良くなれて、いろいろなことを体験できる
◦事前研修が多い分、行く前から他の参加者と交流ができる

◦世界トップクラスの学生の生活、考え方、実態を身近に感じ取れる
◦学部学年キャンパス問わずさまざまな友だちができる

講座名 概要 場所 日程 募集人数 単位 研修費用
（渡航費別）

パリ政治学院
春季講座
(使用言語：英語)

テーマ  EUの政治・経済・社会・文化 フランス 2月下旬～
（4週間） 18～30名 4単位 約81万円

パリ中心部にある名門パリ政治学院で、ＥＵの政治・経済・社会・文化およびEUと諸外国との国際関係について
学ぶ。フランス語研修や、EU関連機関の見学などのフィールドワークも組み込まれている。

塾生
コメント 　

※開催プログラムや実施形態等は、今後変更が生じる可能性があります。最新の情報は国際センターのWebサイトでご確認ください。
※すべての講座について、為替により研修費用が変動します。
※研修費用の他に、渡航費、海外旅行保険および海外危機管理サポート費、自由行動時の個人的費用などが必要になります。
※研修費用は、2024年度開催時の費用を参考として掲載しています。◦短期海外研修プログラム（夏季）

　 https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/short_prog/summer_prog_index.html

※すべての講座について、為替により研修費用が変動します。
※研修費用の他に、渡航費、海外旅行保険および海外危機管理サポート費、自由行動時の個人的費用などが必要になります。
※�開催プログラムや実施形態等は、今後変更が生じる可能性があります。最新の情報は国際センターのWebサイトでご確認くだ

さい。
※�短期海外研修プログラム参加学生が応募できる奨学金があります。

◦参加者のレベルが高く、他大学の人とも交流できるので、自分が成長できるチャンスがある
◦EU全体の知識を習得できる
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学部・研究科 プログラム 詳細

経済学部・
経済学研究科

交換留学（経済学部・経済学研究科独自枠） https://www.econ.keio.ac.jp/undergraduate/abroad/exchange-outbound

ダブルディグリープログラム
（学部：パリ政治学院、ボッコーニ大学）
（大学院：ブランダイス大学）

学部    �https://www.econ.keio.ac.jp/undergraduate/abroad

大学院 https://www.econ.keio.ac.jp/graduate/brandeis

学部・修士5年プログラム
（パリ政治学院、ボッコーニ大学、HEC経営
大学院、ブランダイス大学、ケルン大学、
スティーヴンス工科大学）

https://www.econ.keio.ac.jp/undergraduate/abroad

CEMS MIMプログラム（修士課程） https://www.econ.keio.ac.jp/graduate/cems

法学部・
法学研究科

交換留学（法学部独自枠）
国際刑事裁判所（ICC／オランダ・ハーグ）
インターンシッププログラム

学生部法学部・法学研究科窓口に問い合わせること

社会学研究科 南オーストラリア大学との
ダブルディグリープログラム

（オーストラリア）
学生部社会学研究科担当窓口に問い合わせること

商学部・
商学研究科

北京大学光華管理学院との
ダブルディグリープログラム（学部）（中国） https://www.students.keio.ac.jp/mt/fbc/class/program/fbc-beijingdd.html

交換留学（商学研究科独自枠） 学生部商学研究科担当に問い合わせること

CEMS MIMプログラム（修士課程） https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/dd/cems/overview.html

医学部・
医学研究科

医学部短期海外留学プログラム【臨床】

https://www.students.keio.ac.jp/sn/intl/unique/
「医学部生、医学研究科学生のための短期留学プログラム」を
参照すること

医療系三学部
「ラオス・プライマリヘルスケア
保健医療チーム活動プロジェクト」

カ ロ リン ス カ 医 科 大 学 、北 京 大 学 、 
キングズ・カレッジ・ロンドンとの博士課程
合同サマースクール

理工学部・
理工学研究科

ダブルディグリープログラム https://www.st.keio.ac.jp/students/ic/dd/

Japan-EU 高度ロボティクスマスタ
プログラム（JEMARO）

https://jemaro.st.keio.ac.jp/
理工学部学生課国際担当窓口に問い合わせること

フランス ECNフランス語
フランス文化研修プログラム

https://www.st.keio.ac.jp/students/ic/program/

ドイツ Keio-Aachenサマースクール

ドイツ Keio-Aachenスプリングスクール

グローバルリーダーシップセミナー

グローバルリーダーシップセミナー実施研修

交換研修（研究研修・学習研修） https://www.st.keio.ac.jp/students/ic/exchange/

総合政策学部・
環境情報学部 言語コミュニケーション科目海外研修 https://language.sfc.keio.ac.jp/

学部・研究科 プログラム 詳細

政策・メディア
研究科

復旦−慶應ダブルディグリープログラム
（中国） https://www.students.keio.ac.jp/sfc/gsmg/intl/unique/ddfudan.html

延世−慶應ダブルディグリープログラム
（韓国） https://www.students.keio.ac.jp/sfc/gsmg/intl/unique/ddyonsei.html

ミラノ工科大学交換留学プログラム
（イタリア） https://www.students.keio.ac.jp/sfc/gsmg/intl/unique/polimi.html

パドヴァ大学交換留学プログラム
（イタリア） https://www.students.keio.ac.jp/sfc/gsmg/intl/unique/unipd.html

看護医療学部 海外研修（英国、米国、韓国）

湘南藤沢事務室看護医療学部担当に問い合わせること
Medical EFL for Nurses（カナダ）

医療系三学部
「ラオス・プライマリヘルスケア
保健医療チーム活動プロジェクト」

健康
マネジメント
研究科

イリノイ大学シカゴ校・
ワシントン大学短期研修・留学（博士課程） 湘南藤沢事務室健康マネジメント研究科担当に問い合わせること
海外研修（メイヨクリニック）

薬学部・
薬学研究科

海外アドバンスト実習（米国、タイ）

https://www.pha.keio.ac.jp/academics/
international/index.html

芝共立キャンパス学生課に問い合わせること

医療系三学部
「ラオス・プライマリヘルスケア
保健医療チーム活動プロジェクト」

アドバンストレギュラトリーサイエンス
海外演習

Thai Pharmacy Experience

経営管理
研究科

交換留学（経営管理研究科独自枠） https://www.kbs.keio.ac.jp/about/ip.html

エセック経済商科大学院大学との
ダブルディグリープログラム

（修士課程）（フランス）
https://www.kbs.keio.ac.jp/about/dd.html

HEC経営大学院との
ダブルディグリープログラム

（修士課程）（フランス）

システム
デザイン・
マネジメント
研究科

交換留学
（システムデザイン・マネジメント研究科
独自枠）

http://www.sdm.keio.ac.jp/international/exchange.html

メディア
デザイン
研究科

CEMS MIMプログラム（修士課程） https://www.kmd.keio.ac.jp/ja/academics/cems-program

KMD-スタンフォード大学
「ジョイントプロジェクト型グローバル
ラーニング」

https://www.kmd.keio.ac.jp/ja/academics/joint-
project-based-global-learning

法務研究科 交換留学（法務研究科独自枠）
学生部法務研究科担当窓口に問い合わせること

海外ロースクール短期プログラム（米国 等）

ダブルディグリープログラム https://www.ls.keio.ac.jp/en/dd/uw.html

エクスターンシップ（海外） https://www.ls.keio.ac.jp/curriculum/ext.html

2 各学部・研究科主催プログラム
各学部・研究科でも独自に国際交流プログラムを主催しています。
詳細については、各学部・研究科のWebサイトをご確認いただくか、担当者にお問い合わせください。
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実際の留学生活について
1学期目は南アフリカ・ケープタウンにあるUniversity of Cape Town Graduate School of Business(UCT)で、2学期目はスペイン・
バルセロナにあるESADEで勉強しました。授業スタイルは各校とも日本で一般的なレクチャーではなく、少人数（10数人から最大30人ほど）
での現実にあったケーススタディに関するディスカッションスタイルでした。将来リーダーとして会社を率いる中で経営課題に対してどの
ように取り組むべきか議論を通して知見を広められただけでなく、自分の意見を全体に共有して解決を目指す良い練習にもなりました。
UCTではマネジャーレベルの人材が通うMBA生と授業を共にすることができ、現実の経営に関する視点を取り入れた議論などをすること
ができたため、より学びを深めることができました。また、南アフリカに旅行ではなく、1学期間住むという経験は、インフラなどの発展具合
や南アフリカの経済状況を知ることのできた非常に刺激的で、気づきの多い、重要な経験になりました。
ESADEではカリキュラムのほぼ半分を企業とのビジネスプロジェクト
に充て、新しい製品を市場に出していくことの難しさやさまざまな国の
人と協働することの難しさと楽しさを感じることができ、とても有意義な
1学期を過ごすことができました。
CEMSでの1年間で、自分が想定していたよりもはるかに多くの経験や
楽しい思い出を得ることができ、CEMSに参加して良かったと思ってい
ます。

就職活動について
日本の就職活動は留学前に行っていたものに加えて留学生として海外
でも行っていました。時差があるため、それなりに大変なときもありまし
たが、留学生にしかない選考機会も多くいただけました。
海外での就職活動はビザや言語の関係でかなり厳しいという現実が
ありますが、CEMS生だからということで助けていただけることも多く、
CEMSコミュニティに感謝しています。

▲�スペインでファアウェルトリップ
でのレクリエーション

▲�南アフリカでのフィールド
トリップ

▲�スペインでのフェアウェル
パーティー

さらなる海外経験を求めて

金子 佳弘 商学研究科

CEMSを志したきっかけ
学部での1年間の交換留学を経て、私はもっと海外の文化について知りたい、できれば海外就職もしたいと思うようになりました。その中で
さまざまな国の中から2ヵ国に留学でき、ヨーロッパでの就職にも強いCEMSについて知り、CEMSを志しました。また、CEMS加盟校は
世界でも評価されているビジネススクールが揃っており世界中の優秀な学生と共に勉強できることや、カリキュラムに企業とのビジネス
プロジェクトや海外でのインターンシップが含まれており実践的であることもより一層私の決意を固いものにしました。

CEMSの魅力は2つあります。1つ目は2ヵ国に留学できることです。2ヵ国に住むということは自分の知見を大きく広げるきっかけに
なりますし、新たな環境へ素早く適応する能力を楽しみながら培うことができます。2つ目は外国での質の高い教育です。CEMS加盟
校は世界でも評価されているビジネススクールばかりであり授業スタイルも日本と異なる場合が多いため、単純な語学力だけでは
なく、より実践的なビジネスに関する学びや世界中の優秀な学生とやり取りをする練習の機会を得ることができると思います。

留学期間 2023年8月～2023年12月

留学期間 2024年1月～2024年5月 ▲�スペインでのビジネスプロジェクト
発表後

0 4 3 044

留学してみよう！と思ったら

CEMS MIM プログラムとは？
経済学研究科、商学研究科、メディアデザイン研究科にて実施されている、CEMS MIM プログラムを
ご紹介します。

リラックスタイム

帰宅・
授業の復習・予習

授業（CEMS必修の
Global Leadershipなど）

日本・海外での
就職活動準備

夕食
起床・朝食・通学

友人とカフェテリアで昼食

授業（CEMS必修の
Global Leadershipなど）

友人とガウディに
よる建築物を観光

起床・朝食

友人と市内の
レストランで昼食

友人とカフェで
おしゃべり

帰宅・自習・
リラックスタイム

クラブ

友人と夕食

12

3

6

915

18

21
0

12

3

6

915

18

21
0

平日 休日

ある一日のスケジュール

後輩に伝えたいCEMSの魅力

CEMS派遣交換留学生　留学体験記

Term1

Term2

CEMSは、世界トップレベルの大学およびビジネススクール、グローバル企業、ソーシャルパートナーから構成され
ているアライアンスです。国際的に活躍できる人材の育成を目指し、CEMS MIM Programme（CEMS Master’s 
in International Management）というダブルディグリープログラム（修士課程）を提供しています。CEMS MIM 
Programmeは、QS Business Master's Rankings 2025において10位にランクインしているように、世界トップ
レベルの国際経営学プログラムとして知られています。

CEMS生は、CEMS加盟校への留学やCEMS提携企業とのプロジェクトを通して、
国際的ビジネスパーソンに必要な知識と実践を学ぶことができます。修了要件を
満たした学生は在籍するCEMS加盟校からの修士号とCEMS修士号の両方を取得
できます。CEMSに加盟できるのは各国1校と限られており、日本からは慶應義塾
大学が加盟しています。慶應義塾大学では、経済学研究科・商学研究科・メディア
デザイン研究科の学生がCEMS MIMプログラムに参加することができます。
※学部生は参加できません。

グローバルキャリアに興味がある方、大学院進学を考えている方は、CEMS MIM 
Programmeを進路の一つの選択肢として考えてみてください。

※詳細は、以下のWebサイトを参照してください。

◦CEMS MIM プログラム
　 https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/dd/cems/overview.html

▪CEMS Corporate & Social Partners　※2024年時点

▪CEMS加盟校

※開催地は毎年異なります。

◦�卒業式がエジプトのカイロで行われ
たり、会議でチェコのプラハに行ったり、
とにかくスケールが大きい！

◦MBAの若いバージョンのような感覚

◦�世界中の大学から学生が集まるCEMSコミュニティが
とても強く、さまざまなコネクションが構築できる。

参加学生の声

University of Cape Town Graduate School of Business

ESADE Business School

 （南アフリカ）

 （スペイン）

トピック
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留学してみよう！と思ったら

慶應義塾大学では、本学が主催する留学プログラム以外の、主に参加学生が直接申し込み（契約）を行い、学費
またはプログラム参加費等を留学先大学や実施団体等へ支払う必要のある留学を「私費留学」と呼んでいます。
私費留学には、さまざまな手段、プログラムがあります。

私費による長期留学Ⅵ

プログラムの内容や費用を十分に理解し、納得したうえで、ご自身の責任で直接実施団体へ申し込み、
手続きを行いましょう。
2011年にJ-CROSS（一般社団法人 留学サービス審査機構）が発足し、留学を希望する消費者が適切な留学
サービス事業者を選択できるよう留学サービス事業の認証制度を運用していますので参照すると良いでしょう。

◦J-CROSS　　 http://www.jcross.or.jp/
国際センター講座は、日本や東アジア・東南アジアを中心的なテーマとして、英語で授業が行われる科目です。

こんな人に ◦�今後留学を考えている塾生や英語によるコミュニケーション能力を向上させたい方
◦�多様な価値観に触れて広い視野を養いたい方

特徴 留学生と一緒に学ぶことで、学問を通しての国際交流をはかることができる

履修対象 学部2年生以上で、主に三田キャンパスで開講

備考
◦�本講座を履修した際の単位の取扱は、学部・研究科によって異なりますので、所属する

学部・研究科の履修案内等で確認してください。
◦�医学部・医学研究科および法務研究科に所属する塾生は、本講座を履修することはできません。

3 国際センター講座

芸術 「日本映画入門」「日本美術史入門」「日本の伝統文化に見るユーモア」

文化・異文化理解 「日本のオタク文化と多国籍的関係」「日本文化への適応、世界への適応」
「文化と感情」

科学 「日本社会におけるコンピュータとその後」「サイバーセキュリティ入門」

宗教・思想 「日本仏教と現代社会」「仏教と現代アジアの社会変化」
「人間の理想像に関する哲学的探究」

歴史 「ヨーロッパ・アメリカでの日本の受容史」「日本史入門」

メディア・コミュニケーション 「メディア・コミュニケーション・スタディーズ」

社会問題 「教育社会学」「アジア太平洋地域社会の教育」
「東・東南アジアにおける女性の商品化」

政治・外交・国際交流 「日本の政治」「日本の対外政策」「比較の視点からみた日本の移民政策」

ビジネス・経済 「アジア太平洋地域における人的資源管理」「アジアと日本の経済関係」
「日本のアントレプレナーシップと中小企業開発」

法律 「日本法への入門」「日本の競争政策」

2025年度　開講科目例 （科目名は和文のみ掲載していますが、すべて英語による講座です）

※�詳細は、以下のWebサイトを参照してください。

◦国際センター講座　　 https://www.ic.keio.ac.jp/en/aboutic/aboutcourse/

学内の国際交流Ⅶ
※開催プログラム・イベントや実施形態等に変更がある可能性があります。最新の情報は国際センターのWebサイトでご確認ください。

慶應義塾大学では、海外の協定校から受け入れる交換留学生が、日本での暮らしや学びになじ
めるようサポートする「留学生サポータープログラム」を実施します。この「留学生サポータープロ
グラム」とは、交換留学生と塾生をマッチングし、ペア、もしくはグループを作り、塾生には、担当
留学生が困ったときの、初めの相談窓口として、留学前から連絡を取り、サポートしていただきます。
本プログラムは、国際センター主催のプログラムに参加された塾生、もしくは今後参加予定の塾生
のみ応募が可能です。募集要項とプログラムの詳細は、対象となる皆さんへ個別にご案内します。
なお、全塾派遣交換留学プログラムに参加する塾生は、渡航前もしくは帰国後に、本プログラム
への参加が原則必須となります。

2 留学生サポータープログラム

1 短期学内研修
1  慶應義塾大学短期日本学講座　KJSP

短期日本学講座（KJSP）は、留学生と塾生が英語で日本について共に学ぶ2週間の短期プログラムです。
海外の協定校等からの留学生と一緒に、日本の政治・経済・社会・文化に関する講義をすべて英語で
受講します。講義に関連するアクティビティー（博物館見学等）も予定しており、日本にいながら英語
漬けの2週間を送ることができます。

2  その他プログラム

国際センターでは、協定校等が慶應義塾大学のキャンパスで実施する短期プログラムのサポートも
しており、一部、塾生が参加できる講義やアクティビティーもあります。
最新情報は、国際センターのWebサイトに掲載されますので、参照してください。

� �https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/short_prog/spring/kjsp.html

参加した
塾生からの声

KJSPは日本にいながら短期留学を味わえる機会です。同時に、新たな視点から“日本”に
ついて考えさせてくれるプログラムであると私は思います。
一緒に学ぶ留学生たちは講義以外でも日本の文化や政治、そして日々の気になったことを
どんどん質問してくるのですが、それらの質問に答えられないことも多く、日本にいるとあ
る種“当たり前”のことについて再度考える良いきっかけになりました。
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留学先から入学許可がおりたら、渡航に向けた準備を始めましょう。

渡航準備Ⅰ

所属学部に対する届出の要・不要を、学事担当窓口に確認し、必要な手続きを行ってください。
帰国後の手続きについても確認しておくとよいでしょう。

1 学内手続き

渡航前に審査結果を受け取ることができるようにゆとりをもって申請してください。
なお、学部・研究科やキャンパスによって、上記の申請フローが異なる場合があります。
必ずご自身で各学部・研究科学事担当に確認してください。

申請時の留意点

申請
K-Supportトップ画面左側メニュー＞「申請」ボタン（スマートフォンでは、右上メニュー
ボタン「申請」）＞「国外留学」より申請が必要です。入学許可書や講義要綱等の必要書類
を添付のうえ、所属学部・研究科の学事担当に提出してください。

学習指導担当教員等との面談
後日、学習指導担当教員または専攻担任と面談します。
※大学院は、研究科により異なります。
　面談の日程は、所属学部・研究科の窓口で確認してください。

審査・審査結果の通知
最終的な留学可否の審査は、学部教授会または研究科委員会にて行われ、審査結果は
後日通知されます。

STEP

1

STEP

2

STEP

3

1  学部生

 「留学」扱いで留学する場合の学費の取扱い
① �入学年度は慶應義塾大学で学ぶという基本方針のため、入学から1年間の学費は全額

納入となります。
② �学費の相互免除が含まれる交換協定による留学（ダブルディグリープログラムを含む）

の場合は、学費は全額納入となります。
③ �学費の相互免除が含まれない交換協定による留学（ダブルディグリープログラムを含む）

については、研究会費・自治会費等の代理徴収費用を除き、留学扱いとなる学期の学
費を減免します。

④ �②③以外の場合は、入学年度の翌年度以降は、留学の1年目から、留学扱いとなる学
期の授業料、施設設備費および実験実習費が減免されます。

⑤ �授業料等が減免される期間は最長４学期までとします。学費の相互免除が含まれる交
換協定による留学（ダブルディグリープログラムを含む）期間については、減免の対象
にはなりませんが、実質的に本学の学費減免と同等に取り扱い、減免期間に含めます。

⑥ 減免手続きの詳細は、各学部学事担当に確認してください。

 「休学」扱いで留学する場合の学費の取扱い
入学から１年間を除く休学期間中は、授業料、施設設備費および実験実習費が減免されます。

2  大学院生

 「留学」扱いで留学する場合の学費の取扱い
① �学費の相互免除が含まれる交換協定による留学（ダブルディグリープログラムを含む）

の場合は、学費は全額納入となります。
② �学費の相互免除が含まれない交換協定による留学（ダブルディグリープログラムを含む）

については、研究会費・自治会費等・学生健康保険互助組合費等の代理徴収費用を除
き、留学扱いとなる学期の学費を減免します（最長２学期まで）。

③ �①②以外の場合は、留学扱いとなる学期の授業料、施設設備費および実験実習費が減
免されます。
減免される期間は最長６学期までとします。学費の相互免除が含まれる交換協定による
留学（ダブルディグリープログラムを含む）期間については、減免の対象にはなりませ
んが、実質的に本学の学費減免と同等に取り扱い、減免期間に含めます。

④ �減免手続きの詳細は、各研究科学事担当に確認してください。

 「休学」扱いで留学する場合の学費の取扱い
休学期間中は、授業料、施設設備費および実験実習費が減免されます。

国 外 留 学 申 請1

留 学 中 の 学 費2

留学申請フロー�



第
2
章
　
留
学
時

第　  部 留学のてびきⅠ

0 4 9 050

いざ、海外へ出発！！

単 位 認 定 申 請3
 単位認定
学部学則第153条・大学院学則第124条に定める「留学」と認められて留学した場合は、
留学中に修得した単位を以下のとおり、それぞれ超えない範囲で卒業・課程の修了に必要
な単位として認定されることがあります。

学部等 単位数

学部（経済学部、総合政策学部、環境情報学部、看護医療学部） 60単位

学部（上記以外） 30単位

大学院 10単位

学習指導担当教員・指導教員に相談
留学中に修得した単位の認定をする場合、最終的にどの科目がどの分野で何単位分認定さ
れるかは、帰国後に決まります。しかし、留学前に「国外留学申請書」および添付書類として
希望する科目の資料を所属学部・研究科の学事担当へ提出しておく必要があります。
留学先のコースをよく調べたうえで、学習指導担当教員または指導教員と相談しておき
ましょう。

履修に関する資料の保管
講義要綱や履修案内（SyllabusやCourse Description）、教科書や配布資料、授業ノー
ト等の単位認定に必要な書類は、すべて保管しておくようにしましょう。

所属学部・研究科の学事担当へ「単位認定願」を提出
留学先の成績証明書や講義要綱、履修案内（SyllabusやCourse Description）、教科
書や配布資料、授業ノート等の資料を提出します。
※学習指導担当教員との面談が必要となる場合もあります。

教授会・研究科委員会での承認

認定科目、分野、単位数決定
※遡及進級が認められる場合もあります。

STEP

1

STEP

2

STEP

3

STEP

4

STEP

5

留学決定後

留学中

留学（帰国）後

単位認定申請フロー�

所属する学部・研究科の学則、さらには各人の成績や履修状況によって、これらの取り扱いは異
なります。
留学する場合の取り扱いについて履修案内等の記載を確認したうえで、学事担当、学習指導担
当教員や専攻担任、指導教員に必ず事前に確認してください。
また、帰国の時期により進級・卒業が遅れることがありますので、詳細は必ず事前に学事担当に
確認してください。

留学先の学生寮への入寮は、必ずしも保証されているわけではありません。大学によっては、
慢性的に寮が不足している大学もあります。
留学先大学のWebサイト、全塾派遣交換留学の場合には、国際センターWebサイトの協定校別
募集要項のDormitory information欄や、過去の先輩方の留学報告書にある寮の報告など、
早い段階からよく情報収集しましょう。
また、申し込み手順を確認し、必ず余裕をもって申し込みましょう。先着順で決まってしまうこと
もあります。
デポジット（預かり金）の支払いが必要な場合には、支払い方法を確認し、期日までに支払いま
しょう。期日を過ぎてしまうと、申し込みが取り消されてしまいますので注意してください。

2 住宅手配（寮、アパート、ホームステイ等）

履 修 、進 級 、卒 業に関して4

下記の手続きを帰国後、直ちに行ってください。
なお、手続きについての詳細は、留学前に所属学部・研究科の学事担当に確認してください。

▶ 留学（帰国）後の学内手続き
❶「就学届」の提出（学生証の更新）
❷ 履修申告（履修申告が可能か否かは帰国の時期によって異なります。）
❸ 単位認定申請（学部・研究科によっては希望者のみ）

留学（帰国）後の手続き

 留学期間
申請により１年間に限り在学年数に算入されます。ただし、医学研究科および薬学研究科薬
学専攻の博士課程については２年間を上限として在学年数に算入されることがあります。
詳細については、所属学部・研究科の学事担当に事前に相談をしてください。

※�所属する学部・研究科の学則によって取り扱いは異なります。	  
単位認定の取り扱い・手続きについては履修案内等の記載を確認したうえで、学事担当に必ず事前に確認して
ください。
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留学先のスケジュールを確認のうえ、航空券を手配しましょう。
安全面の理由から、夜間到着便の利用は可能な限り避けてください。
やむを得ず到着が夜間になってしまう場合には、あらかじめ空港近くのホテルを予約しておき
ましょう。夜間便で到着後、大きな荷物を抱えてそのまま深夜列車や深夜バスで移動するのは
危険です。
到着日によっては、空港でのピックアップサービスを実施している大学もあります。

海外での緊急事故や重病、重症等の不測の事態に遭遇した場合、日本とは比較にならない高額
の医療費や救援費用等がかかることがあります。風邪や腹痛などの軽度の疾病ですら、数万円
かかる場合もあります。

万が一の事故や病気に備え、留学中のすべての活動を適用範囲とする海外旅行保険に必ず加入
してください。慶應義塾大学派遣交換留学で留学する塾生は、出発から帰国までの期間を補償
する本学指定の海外旅行保険への加入ならびに海外危機管理サポートへの登録が義務付け
られています。

◦一般に、海外旅行保険は、傷害死亡や疾病死亡、後遺障害、治療費、賠償責任、救援者費用、
携行品損害等をカバーしています。保険の対象にならない事項については、特約として別途
加入する事項もありますので、保険約款をよく読んで契約しましょう。

◦留学先の国・地域や大学によっては、学生保険への加入を求められたり、滞在先によっては国
民健康保険のような医療保険への加入が義務付けられている場合があります。
本国での保険加入証明書を提示することで留学先大学の保険への加入の免除を申請できる
場合もありますので、免除の可否について確認すると良いでしょう。
免除が認められない場合は二重に加入してください。

4

5

航空券手配

海外旅行保険・危機管理

◦�不幸にして事故に遭ったときなど、緊急時に慌てないように、留学先の国・地域における保険会社
の連絡先電話番号、さらには、日本語が通じるかどうかも確認しておきましょう。

◦�日本国内の留守宅に保険会社の連絡先リストを残し、留学期間中の緊急連絡先（電話番号や
E-mailアドレス）を家族や日本の知人、現地の知人、大学関係者（現地および日本）に必ず知らせ
ましょう。旅行で寮や宿舎を不在にするときや転居したときも、忘れず連絡してください。

◦�救急・警察への電話番号や保険会社の現地連絡先等は、リストにまとめて携行するようにしま
しょう。

緊急連絡先ポイント

詳細は、P.071、P.076「海外旅行保険ならびに海外危機管理サポートについて」

留学する国の大使館のホームページを参照し、どのビザが必要か確認してください。
ビザ申請に必要な書類は国により異なり、申請・受給の方法もさまざまです。
必要書類や申請方法は予告なく変更されることもあるため、先輩の話などだけでなく、必ず自
分自身で直接在日大使館や領事館へ問い合わせ、最新情報を確認してください。昨今の世界情
勢に連動し、年々審査が厳しくなったり、日数がかかったりする傾向にあります。
申請から受給までのプロセスや日数は国によって異なります。場合によっては1ヵ月以上かかる
場合もありますので、早めの手続きを心がけてください。

3 ビザ申請
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海外では、日本とは異なる危機管理および健康管理が必要です。
それぞれ関連情報等を渡航前に十分に調べておきましょう。
海外旅行保険等には必ず加入し、万が一の場合に備えるようにしてください。
また、海外に渡航・滞在する場合には、外務省が実施している渡航登録サービスにて渡航・滞在予定を登
録してください。

海外での危機管理・健康管理Ⅱ

スリや置き引きなどの被害に遭ったり、誘拐、脅迫、テロ等の不測の事態に巻き込まれることが
ないよう、外務省が発出する渡航情報および報道等により滞在国の最新の治安状況・テロ情
勢、社会情勢、犯罪の傾向・手口などについて常に最新情報を収集してください。

渡航先の気候や医療事情に関する最新情報や感染症情報、病気にかからないために注意すべ
きことについて渡航前に十分に調べておきましょう。

海外に渡航・滞在する場合には、必ず外務省が実施している以下の渡航登録サービスにて渡航・
滞在予定を登録してください。有事の際、在外公館などから緊急時情報提供を受けられます。

1

2

3

危機管理

健康管理

渡航登録サービス
◦海外では日本と同じ感覚で行動しないよう十分に注意する。
◦自分の身は自分で守るという意識を持つ。
◦現地の緊急連絡先（大使館、領事館、大学緊急連絡先等）を調べ、そのメモを常に携行する。
◦警察、救急車、火事の際の緊急連絡先を調べておく。
◦政情や治安が不安定な危険な場所には絶対に近づかない。

夜間の外出や一人歩きは控える。現地の人が行かない場所には絶対に近づかない。
◦多額の現金や貴重品は持ち歩かない。
◦日本人を含めた面識のない人を安易に信用しない。
◦政治的な話や特定の国や民族、宗教、習慣、文化などについて大声で話さない。
◦麻薬や覚せい剤などの薬物には絶対に手を出さない。他人の荷物を安易に預からない。
◦トラブルに巻き込まれた場合には、大使館、領事館、現地警察等に相談する。
◦パスポート、クレジットカード、航空券、海外旅行保険などについてコピーや番号を控えておく。

留意事項

◦滞在先付近の医療機関を調べておく。
◦渡航先に応じて予防接種を必ず受ける。
◦�持病がある場合には、主治医から英語や現地の言語でメディカル・レポートを作成してもらって

おく。渡航期間中に必要な薬をもらっておく。
◦適度な量の食事を心がけ、生水・生もの・生野菜には十分に注意する。
◦�医薬品を持参する場合は渡航先の法規制を確認し、トラブルを避けるため英語や現地の言語で

の薬剤証明書を発行してもらっておく。
◦�精神的なストレスを感じるようであれば、家族、友人、学生相談室、現地大学のカウンセラー等

に相談してみる。

体調不良等やむを得ない事情により、留学の継続が難しいと感じた際には、速やかに派遣先大学
の担当者にご相談いただくと同時に、慶應義塾大学へも連絡してください。

留意事項

◦外務省海外旅行登録 たびレジ（3ヵ月未満の渡航を予定している場合）
	 https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/

◦在留届電子届出システム ORRnet（3ヵ月以上の滞在を予定している場合）
	 https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/

「未然に危機（リスク）を回避するにはどうすれば良い？」
「危機（リスク）に直面した際どう行動すれば良い？」
事前にぜひ一度考えてみましょう。

危機管理への心構えポイント ▪外務省 海外安全ホームページ	 https://www.anzen.mofa.go.jp/

▪外務省 海外安全虎の巻	 https://www.anzen.mofa.go.jp/pamph/pdf/toranomaki.pdf

▪外務省 世界の医療事情	 https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/medi/index.html

▪厚生労働省検疫所 FORTH	 https://www.forth.go.jp/index.html

▪国立感染症研究所	 https://www.niid.go.jp/niid/ja/from-idsc.html

▪国立研究開発法人
　国立国際医療研究センター	 https://dcc.ncgm.go.jp/
　国際感染症センター
▪世界保健機関（WHO）	 https://www.who.int/en/

危機管理・健康管理関連Webサイト
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留学先到着後Ⅲ

旅券法第16条により、外国に住所または居所を定めて３ヵ月以上滞在する日本人は、住所または
居所を管轄する日本の大使館または総領事館（在外公館）に「在留届」を提出するよう義務付け
られています。
留学先に到着後、必ず最寄りの大使館または総領事館に「在留届」を速やかに提出し、テロや災
害などの緊急時に在留邦人としての法的保護（安否の確認など）を受けられるように手配してく
ださい。

大学ごとに役割は異なりますが、一般的に留学生アドバイザーは留学生として守らなくてはな
らないルールや義務を理解・遂行できるよう援助し、より良い留学生活を送れるよう手助けして
くれます。
留学中、何かとお世話になると思いますので、自己紹介を兼ねてまずはオフィスを訪ねてみま
しょう。

留学先の大学でオリエンテーション（留学生向け、新入生向け）が実施される場合は、自由参加
であっても必ず参加してください。
オリエンテーションでは、大学の概要や学生登録、履修登録方法等の学内情報のほか、生活を軌
道に乗せるために必要な多くの情報が提供されます。
特に留学生向けのオリエンテーションは、そこでしか得られない情報があるだけではなく、知り
合いを作る良い機会となります。

1

2

3

在留届

留学生アドバイザーとの面会

オリエンテーションへの参加

Plagiarismとは、他人が書いたものを無断で引用することであり、犯罪行為です。Plagiarismを
行った場合は、当該科目や当該学期履修科目すべてが不合格（Fail）となる他、さらに厳しい処分を
受ける可能性があります。
自らのレポートの中で、論文・雑誌・新聞等を引用する場合は、引用箇所を明確に示し、出典を明ら
かにする必要があります。また、不正確な引用（勝手な改ざん）はしてはいけません。Plagiarismの
例は以下のものがあります。

❶ 論文・本・新聞等を写す。
❷ インターネット上の情報をコピー＆ペーストする。
❸ 他人（友人や先輩）の書いたレポートを写す。
❹ ❶～❸の末尾などを変えて、自分が書いたように見せかける。

◦外務省海外旅行登録 たびレジ（3ヵ月未満の渡航を予定している場合）
	 https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/index.html

◦在留届電子届出システム ORRnet（3ヵ月以上の滞在を予定している場合）
	 https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/index.html

Plagiarism（プレイジャリズム・盗作・剽窃)

◦�留学先となる国や地域には、言うまでもなく日本とは異なる法律、ルールがあります。それらを犯してしまった
場合「留学生だから知らなかった」では済まされません。事前によく調べておきましょう。例えば、飲酒の年齢
制限が日本とは異なり、20歳以上でも禁止されている国もあります。
必ず滞在先でのルールを守ってください。飲酒可能な年齢であっても、節度ある振る舞いを心がけましょう。
過度な飲酒はトラブルにつながります。
麻薬・ドラッグは言うまでもなく重大な違法行為です。使用をすすめてくる人がいても毅然とした態度で断って
ください。

◦�留学先で最大限学んでくるためには、渡航前にしっかりと語学の勉強をしておくことが大切です。
ただ、どんなに努力していても、実際に海外の大学で学ぶとなると「思っていたよりも言葉が通じない」「授業が
理解できない」といったことが起こるかもしれません。そこでふさぎこんでしまうのではなく、わからないことは
何でも聞くなど、熱意を持って学業に取り組みましょう。
先輩や友人に話を聞くなど、同じような状況をどうやって乗り越えたか相談するのも良いでしょう。

◦�留学先では現地の人だけでなく、さまざまな国や地域からやってくる留学生と触れ合うことになるでしょう。
ステレオタイプに「○○人はこう」「△△国はこう」「アジア人だから差別された」といった思い込みはやめましょう。
国や人種ではなく、人と人との関わりであることを自覚し、言葉や文化の違いはあっても、お互いを尊重する姿勢
が大切です。

◦�自分の意見を言わず、不満は我慢する、耐えて待つという姿勢でいても、誰も何もしてくれません。
必要な主張はしっかりとすることを心がけましょう。文句や喧嘩にならないよう、感情的にならず、論理的に話す
ことが大切です。

渡航地域のルール

留学先での学びについて

コミュニケーション
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主な症状

克服法

対処方法

コ ラ ム カルチャーショック

海外では、文化や言語の違いから、今まで自分が培ってきたことが通用しないことがあり、カル
チャーショックを受けるケースがあります。症状はさまざまですが、漠然とした不安感や摂食障
害、うつ、不眠、著しい疲れなどが挙げられます。カルチャーショックかもしれないと少しでも感
じた時に、思い起こしていただきたい事項を以下に挙げますので、参考にしてください。また、
このような症状に陥るのは特別なことではなく、留学のような大きな環境変化を伴う経験をし
た人は多少なりとも感じることです。過度に思いつめすぎず、気分転換を心がけてください。

また、日本に帰国した際、逆のカルチャーショックを経験するかもしれないことも覚えておいて
ください。
孤独感や疲労感、留学先に戻りたい衝動、日本に対する怒りや絶望感といった精神的なものに
加えて、肉体的な症状まで伴うこともあり得ます。人によっては、留学時に経験するカルチャー
ショックよりも大きい場合があります。対処する方法として以下のようなことが挙げられます。

1 孤独感を感じたり、欲求不満や神経質になっ
たりする。

2 ひどいホームシックになる。
3 感情的になる。
4 大学で、同じ日本人仲間に頼りすぎる。

1 今現在のことだけにとらわれないこと。
2 自分のやりとげたい目的は何かを見直すこと。
3 日本人的価値観で物事を判断しないよう心

がけること。
4 自分の近況や気持ちなどを「書いて」みるこ

と（自分を客観的に見る助けになります）。

1 日本のどのような価値観や習慣、行動様式
に違和感を感じるのか、留学経験を通して
自分の中で何が変わったか、その変化が家
族や友人との関係にどのように影響してい
るのか等について「書き出して」みる。

2 留学経験者から克服法について話を聞く
等、経験者同士で共感できる場を作る。

5 留学していること自体に疑問を持つように
なる。

6 外国語を話すことがおっくうになったり、人
と会いたくなくなったりする。

5 一人で引きこもらず、身近な人に助けを求
めること。

6 規則正しい生活を心がけ、よく睡眠と栄養を
とること。

3 留学先の友人と連絡を取り合う等、留学先
の国の文化に触れる機会を多く持つ。

4 留学中に、逆カルチャーショックについて話
したり、考えたりして、心の準備をしておく。

留学（帰国）後の手続きⅠ

下記の手続きを帰国後、直ちに行ってください。
なお、手続きについての詳細は、留学前に所属学部・研究科の学事担当に確認してください。

留学の目的は達成できたか、留学で得たものを今後のキャリアにどのようにつなげたいのか
等、留学生活を振り返ってまとめてみましょう。留学から帰国した直後は、さまざまな手続きを
行ったり、就職活動を始めなければならなかったりと忙しいこともありますが、帰国後、早いうちにま
ず振り返ることで、留学経験を自分自身の中で整理し、今後の人生に一層活かすことができます。
振り返る際には、以下の視点から考え、文章に残しておくことがおすすめです。
派遣交換留学生は、留学報告書（提出必須）を書くことで、この振り返りをすることができますの
で、帰国後早めに取り組んでください。

1

2

学内手続き

留学生活の振り返り

▶ 留学生活の振り返り
◦留学の目標はどの程度達成できたか
◦留学をして得たこと、良かったこと、悪かったこと
◦留学を通じて成長したこと、変わったこと
◦留学経験を今後の進路にどのように活かしていきたいか

国際センターでは、学内で参加できる国際交流プログラムも実施しています。
詳細は、P.045「 Ⅶ 学内の国際交流」をご確認ください。

留学での経験を活かして、留学生を今度はホストとしてサポートしたり、留学生と一緒に英語で
授業を受けることで語学力を維持したり、新たな気づきも得られるでしょう。
特に、留学前に、「留学生サポータープログラム」への参加がかなわなかった全塾派遣交換留学
生は、帰国後に参加するようにしましょう。

3 学内の国際交流プログラムへの参加

▶ 留学（帰国）後の学内手続き
❶「就学届」の提出（学生証の更新）
❷ 履修申告（履修申告が可能か否かは帰国の時期によって異なります。）
❸ 単位認定申請（学部・研究科によっては希望者のみ）
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派遣交換留学生募集要項
対象 2026年度出発（2025年秋出願／2026年春出願）

第Ⅱ部 2026 慶應義塾大学年度

第Ⅱ部は、本学が外国の大学との間で締結した全学学生交換協定に基づき
実施する、慶應義塾大学派遣交換留学制度の案内を記載しています。

募集要項内の各協定校に関する個別の情報（履修可能な学部・分野、GPAや語学等
の要件）は随時更新されます。最新の情報を、必ず「国際センターWebサイト」掲載の

「協定校別募集要項」および各協定校Webサイトで確認してください。
出願希望者は、内容を熟読のうえ、必要書類を揃えて出願期間内に提出してください。

重 要

出願資格や選考に関する変更点等重要な情報が随時更新されます。必ずご確認ください。

 英語の語学要件厳格化
2024年度までは、自身の手持ちスコアが各協定校の定める語学能力要件の最低基準より
TOEFL iBT総合マイナス9点以内、もしくはIELTS総合マイナス0.5点以内であれば、当該
協定校を志望校としてあげることは可能としておりましたが、以後は協定校の定める英語
能力要件の最低基準を満たしている場合に限り、当該協定校を志望校としてあげることが
できることとなりました。各協定校の定める英語能力要件の最低基準未達の場合には、
応募資格なしとなるので十分注意してください。

 英語を第一言語とする塾生の英語能力証明書
英語が母語の塾生に対し、TOEFL iBTもしくはIELTSに代わり英語能力証明書として以下
の２つを認めます。

募集における留意事項

◦�英語を第一言語とし、かつ授業が英語で行われた国（アイルランド、英国、オースト
ラリア、カナダ（ケベック州以外）、ニュージーランド、もしくは米国等。英語が複数
の公用語のうちの一つである国や、公用語が英語でない国で授業が英語だった
場合は含まれない）で、中学校から高等学校にわたっての在籍年数が通算5年以上
であることを証明する書類（5年間以上の成績が把握できる在籍した教育機関
からの公式な英文成績証明書等） 

◦�国際バカロレア（IB） 第一科目群 英語（1言語と文学 言語A：文学、言語A：言語と
文学、文学と演劇）の最終試験の成績証明書

※��「SAT（Scholastic Assessment Test）score report for the Evidence-Based Reading and Writing 
sectionの証明書」と「ACT（American College Test）の証明書」は、英語能力証明書として認められません
ので十分注意してください。

◦国際センターWebサイト「交換留学 最新情報」
	 https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/
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慶應義塾大学派遣交換留学制度とは
慶應義塾大学派遣交換留学とは、本学が外国の大学との間で
交わした全学学生交換協定に基づき実施する留学プログラム
です。
1学年間、世界トップレベルの協定校での大学生活を経験する
機会を提供することにより、塾生の国際感覚の育成と視野の拡
大を目指すものです。

期間 ◦1学年間（10ヵ月程度 1学期間のみの留学は不可）。　※「休学」ではなく「留学」扱いでの留学となる。

選考 ◦学内選考

学費・奨学⾦ ◦留学中は慶應義塾⼤学に学費を納⼊し、留学先⼤学での学費は免除される。
◦慶應義塾⼤学派遣交換留学⽣のみを対象とした奨学⾦への申請が可能。

単位認定(＊) ◦留学中に修得した単位が卒業・課程の修了に必要な単位として認定されることがある。
◦留学の期間は申請により、1年間に限り在学年数に算⼊することが可能。

その他 ◦�本学が指定する海外旅⾏保険への加⼊および海外危機管理サポートへの登録が義務。

（＊）所属する学部・研究科により扱いが異なりますので、必ず所属学部・研究科の学事担当にて詳細を確認してください。

慶應義塾⼤学派遣交換留学の特徴

SSTTUU
DD
YY

2026年度 交換留学スケジュール
慶應義塾⼤学派遣交換留学には、秋募集と春募集があり、協定校によって、募集期間が異なります。

 出願準備  帰国後◦�語学能力強化および語学能力試験の受験
（出願時に証明書が提出できるように早めに
受験すること）

◦�留学を希望する協定校に関する情報収集

◦�所属学部・研究科の学事担当に留学に関する
手続きや制約などを確認（通年科目の取り扱
い、単位認定、進級条件、卒業等について）

◦�留学フェア、留学説明会などへの参加

◦�学生部国際交流支援グループ（三田）へ提出
帰国届、留学報告書Ⅱの提出、留学フェアなど
交換留学プログラム運営への協力 など

◦�所属学部・研究科の学事担当へ提出
就学届、履修申告、単位認定申請 など

候補生
オリエンテーション

  

候補生
オリエンテーション

  

留学先大学へ出願・語学能力強化
渡航準備（予防接種など）

  

留学先大学へ出願・語学能力強化
渡航準備（予防接種など）

  

受入許可、学内手続（国外留学申請
など）、渡航準備(宿舎の確保、ビザ
申請、保険加入等)

     

受入許可、学内手続（国外留学申請など）、
渡航準備（宿舎の確保、ビザ申請、保険加入等）

     

到着届、留学報告書Ⅰの提出

到着届、留学報告書Ⅰの提出

留学先大学へ出発

  
学
内
選
考
出
願

 
留
学
先
大
学
よ
り
帰
国 

 
学
内
選
考
結
果
発
表

 
学
内
選
考
結
果
発
表

慶應義塾大学留学フェア
（情報収集）

慶應義塾大学留学フェア
（情報収集）

直前出発準備

直前出発準備 留学先大学へ出発

留学先大学より帰国 

 
学
内
選
考
出
願



第
1
章
　
概
要

第　  部 慶應義塾大学派遣交換留学生募集要項Ⅱ

0 6 3 064

慶應義塾大学派遣交換留学生募集要項

�必ず複数の大学を比較検討しましょう。比べることでそれぞれの大学の特徴が見えてきます。

協定校の履修可能言語をきちんと確認しましょう。多くの協定校で、英語による授業を開講しています
が、英語で開講されている授業が少ない協定校もあります。ご自身が履修を希望する言語で十分授業が
提供されているか、よく確認しましょう。

�日本でよく知られた大学が、自分の留学先として最も適しているとは限りません。本学の協定校は、たと
え日本ではあまり知られていなかったとしても、世界的には評価の高い大学ばかり。大学の名前やイメー
ジだけで志望校を選ぶのはやめましょう。

志望大学選択時の留意点ポイント

協定校別募集要項	  
Webサイト　協定校別募集要項 �https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/ex_partners.html

協定校別の重要情報をまとめて掲載しています。必ずよく確認してください。国際センターWebサイトの協定
校別募集要項は、随時更新しますので、定期的に確認するようにしましょう。ページの見方は、P.097に記載し
ています。

協定校Webサイト
交換留学生向けのWebページを各協定校が作成しています。協定校別募集要項より詳しい内容が掲載され
ています。大学の規模や環境、授業の詳しい内容等を知りたいときは、調べてみましょう。協定校別募集要項
に各協定校のURLが記載されています。動画などで大学の魅力をコンパクトに紹介していることもあります。

派遣交換留学生報告書	  
�https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/report/report_f.html

国際センターのWebサイトに掲載されています（keio.jpの認証が必要）。本学から世界各地の協定校へ留
学した交換留学生による留学生活の報告書です。実際の留学生活をイメージするのに役立つでしょう。ただ
し、塾生個人の体験に基づき作成した報告書であり、また記載されている内容は留学時の情報に基づくため、
現在では制度やカリキュラムなどが変更されている可能性がありますのでご了承ください。

参考情報 協定校情報の調べ方

留学先で使用したい言語（留学先大学使用言語）を決める 
Webサイト　協定校別募集要項

主にどの言語を使用し学びたいか考えてみましょう。今後ますます英語はできて当たり前という世の中になって
いくことでしょう。英語以外の言語、あるいは英語＋もう一言語を使って留学することも、ぜひ考えてみてください。

自分自身の語学レベルを把握する 
P.023　語学能力試験　　 P.084　語学能力証明書

英語を使って留学したい方は、学内選考の出願締め切り3ヵ月前までには、TOEFL iBTまたはIELTSを受験す
ることを強く推奨します。派遣交換留学では、英検やTOEICを語学能力証明書として受け付けませんので注意
してください。言語によっては、年に数回しか試験を実施しないものもあるので、注意しましょう。

協定校別の出願資格を確認する 
Webサイト　協定校別募集要項

学内選考の出願資格だけでなく、協定校別にも出願資格（学年・語学レベル・GPA・前提履修要件等）が定め
られています。よく確認してください。

大学の規模・授業スタイル・環境を調べる 
Webサイト　協定校別募集要項　　 協定校Webサイト　　 派遣交換留学生報告書

本学のような大規模な総合大学で学びたいか、あるいは小規模の大学で学びたいか。授業のスタイルは、講義形
式か、ディスカッション形式か。都心のキャンパスがいいか、緑豊かな広大なキャンパスがいいかなど。どのような
特徴を持った大学で、どのような留学生活を送りたいか、具体的にイメージしたうえで、調べてみましょう。多くの
場合、大学の近くに住むことになります。留学先大学＝生活の場でもある、ということも忘れないでください。
行き先によって留学費用は大きく異なります。国や地域によってはかなり費用を抑えることも可能です。

交換留学生向けに開講されている分野や科目を確認する 
Webサイト　協定校別募集要項　　 協定校Webサイト

協定校で開講されているすべての科目を、交換留学生が履修できるとは限りません。また、前提として、交換
留学先では、本学で履修している分野・科目と同等の分野・科目を履修することとなります。協定校側で履修の
ための要件や人数制限が定められていない場合に限り、専門分野以外の科目を履修できる可能性があります。
志望大学を選ぶ際には、まず、現在ご自身が慶應で所属する学部や履修している分野・科目が、協定校で交換
留学生向けに開講されているか、十分ご確認ください。
なお、Business／Management, Economics, Law, Computer Science, Architecture, Design, 
Medicine, Nursing等、専門性の高い分野においては、一般的に、交換留学生に対し、何らかの履修制限を
設けているケースが多くあります。
ご自身の慶應での履修状況と、協定校にて交換留学生向けに開講されている分野・科目を照らし合わせ、履修
可能な科目が十分設置されている大学を必ず選び、渡航後も柔軟に対応できるようにしておきましょう。

志望大学の選び方 ヒント

志望大学の選び方
自分自身の留学の動機や目的を見つめ直しましょう。留学したい国や大学を限定し、選択肢を狭めるのでは
なく、留学の動機・目的に照らし合わせたうえで留学先を選ぶことが、充実した留学生活への第一歩です。
留学の動機・目的がはっきりしてきたら、以下の「志望大学の選び方 ヒント」を参考にしながら、志望する
大学を選びましょう。
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◦�春学期の成績を含めた成績証明書は、9月22日以降に発行可能となります。このため、秋募集の出願においては、
成績証明書を9月22日以降に入手のうえ、アップロードを完了してください。

◦�上記の日程は今後変更になる可能性があります。日程が変更になった場合は、国際センターのWebサイト等で
お知らせします。

◦�オリエンテーションは塾生本人のみを対象とし、参加必須です。正課以外の理由で欠席・遅刻・早退は認められま
せん。無断欠席の場合、派遣生としての資格を取り消すことがあります。

◦�選考に関して変更点がありましたら、随時国際センターWebサイトにて更新しますのでご確認ください。

秋募集 春募集

2025年 9月 5日（金） 2026年 5月 8日（金）

2025年 9月26日（金）16：45 2026年 5月29日（金）16：45

2025年11月26日（水） 2026年 7月21日（火）

2025年12月13日（土） 2026年 8月上旬

慶應義塾大学　学生部国際交流支援グループ（三田）
受付時間 	　月曜日～金曜日　8:45～16:45（土・日、祝日は閉室）

※11:30～12:30は、昼休みにつき担当者不在のため、避けるようにしてください。
※問い合わせは、原則として塾生本人がするようにお願いします。

出願開始

出願締切

学内選考結果発表

候補生オリエンテーション

問い合わせ先

2026年度 出願・選考スケジュールⅠ

募集期別 協定校一覧

国・地域 派遣先大学

China

◦Beijing Foreign Studies University	 ◦Beijing Normal University
◦City Univeristy of Hong Kong	 ◦Fudan University
◦Jilin University	 ◦Nanjing University
◦Nankai University	 ◦Peking University
◦Renmin University of China	 ◦Shanghai Jiao Tong University
◦The Chinese University of Hong Kong	 ◦The University of Hong Kong
◦Tsinghua University	 ◦University of Macau
◦Xi'an Jiaotong University	 ◦Zhejiang University

Indonesia ◦Universitas Indonesia

Korea
◦Ewha Womans University	 ◦Korea University
◦Pusan National University	 ◦Seoul National University
◦Yonsei University

Malaysia ◦Universiti Malaya

Philippines ◦University of the Philippines

Singapore
◦National University of Singapore	 ◦Singapore Management University
◦Singapore University of Technology and Design（新規）

Taiwan
◦National Chengchi University	 ◦National Cheng Kung University
◦National Taiwan University

Thailand ◦Chulalongkorn University

Viet Nam ◦Foreign Trade University

Canada

◦Concordia University	 ◦McGill University
◦Queen's University	 ◦The University of British Columbia
◦Université de Montréal	 ◦University of Calgary
◦University of Toronto	 ◦York University（Canada）

United States of
America

◦Allegheny College	 ◦American University
◦Boston University	 ◦Brown University
◦Bryn Mawr College	 ◦Carnegie Mellon University
◦Dartmouth College	 ◦Georgetown University
◦Illinois Wesleyan University	 ◦Manhattanville University
◦Rice University	 ◦The College of William & Mary
◦The University of North Carolina at Chapel Hill	 ◦University of California Education Abroad Program
◦University of Hawai’i at Mãnoa	 ◦University of Illinois at Urbana-Champaign
◦University of Maryland, College Park	 ◦University of Notre Dame
◦University of Pennsylvania	 ◦University of Washington
◦The University of Wisconsin-Madison	 ◦Western Michigan University

Mexico ◦Tecnológico de Monterrey

Austria ◦WU（Vienna University of Economics and Business）

Belgium ◦Universiteit Antwerpen

Denmark ◦Aarhus University

France

◦École normale supérieure（ENS）	 ◦EDHEC Business School
◦ESSEC Business School	 ◦HEC Paris
◦INALCO	 ◦Jean Moulin - Lyon 3 University
◦Sciences Po	 ◦Toulouse 1 Capitole University
◦Université Côte d'Azur	 ◦Université Paris Cité
◦Université de Strasbourg	 ◦Université Paris 1 Panthéon-Sorbonne
◦Université Sorbonne Nouvelle

▪秋募集（2026年7月～10月頃留学開始）

◦国際センター派遣交換留学Webサイト
	 https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/

◦国際センターWebサイト「出願・選考スケジュール」
	 https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/screening_schedule.html

質問はK-SupportのFAQ・問い合わせ「04 国際交流（派遣交換留学等）」よりお問い合わせ
ください。
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出願資格Ⅱ

学部生

◦�学部1年の場合は、出願時に2学期目に在籍し、かつ留学時に2年に進級予定の者を出願可と
します。

◦�学部4年の者は、所属学部において留学することが認められている場合は出願可とします。
留学の可否については、事前に必ず所属学部の学事担当に確認をしてください。
※�学部4年に在籍する者で、次年度に慶應義塾大学大学院に在籍予定の者は、 P.072「大学院生および大学

院に進学予定の学部4年生」を参照してください。

※�2025年5月以降に協定を締結し、2026年度に新たに派遣が可能となる大学がある場合は、国際センターのWebサイト上
で随時お知らせします。

※�募集状況に応じて、追加募集を行うことがあります。追加募集を実施する場合には、国際センターのWebサイト上でお知らせします。

1

3

出願時に慶應義塾大学学部1年、2年もしくは3年に在籍している者。

学業成績が優秀であること。	  
成績証明書における大学学部１年次からの成績の累積（GPA）が2.00
以上であることかつ、学内選考出願時点で、各協定校の定める成績要件
の最低基準を満たしていること。

国・地域 派遣先大学

Australia
◦The Australian National University	 ◦The University of Melbourne
◦The University of New South Wales	 ◦The University of Queensland
◦The University of Sydney

New Zealand ◦The University of Auckland	 ◦University of Otago

Argentina ◦Universidad Torcuato Di Tella

▪春募集（2027年2月頃留学開始）

◦国際センター派遣交換留学Webサイト　　
https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/

自身の成績が各協定校の定める成績要件の最低基準より低い場合は、当該協定校を志望校と
してあげることはできません。

2 留学期間終了時まで必ず本学に在籍していること。
※�学内出願時から留学開始前の学期までの休学を認めますが、休学期間は学期単位での認定となります。慶應義塾

大学での学期は、春学期が4月1日～9月21日、秋学期が9月22日～3月31日となりますが、協定校のなかには、
秋学期が9月21日以前に開始となる大学も多くあります。この場合、留学開始日が本学の春学期と重複している
ことから、原則春学期の休学は認められません。同様に、春出発の場合で、留学先の学期が3月31日以前に開始と
なる場合は、留学開始日が本学の秋学期と重複していることから、原則秋学期の休学は認められません。派遣交換
留学参加前の休学を検討されている場合、この点について十分ご注意ください（ただし、一部学部・研究科では、
認められる場合もありますので、詳細は、各学部・研究科の学事担当にお問い合わせください）。なお、派遣候補生に
なった場合、休学中であっても、各種オリエンテーションへの参加および協定校への出願を行っていただきます。
また、派遣交換留学の開始から終了までの期間の在籍状況は「留学」となり、学費は慶應義塾大学に全額納入いた
だきます。この期間中は休学することは認められません。 P.048「 2 留学中の学費」をご確認ください。

国・地域 派遣先大学

Germany

◦Freie Universität Berlin	 ◦Heinrich Heine University Düsseldorf
◦Martin Luther University Halle-Wittenberg	 ◦RWTH Aachen University
◦Saarland University	 ◦Technische Universität Darmstadt（TU Darmstadt） 
◦Technische Universität München（TUM）	◦TU Dresden
◦University of Bonn	 ◦University of Cologne
◦University of Siegen	 ◦WHU - Otto Beisheim School of Management

Greece ◦National and Kapodistrian University of Athens

Hungary ◦University of Pécs

Ireland ◦University College Dublin

Italy
◦Ca' Foscari University of Venice	 ◦"L'Orientale" University of Naples
◦Sapienza Università di Roma	 ◦Università Bocconi
◦University of Milan Bicocca（新規）	 ◦University of Pavia

Netherlands
◦Erasmus University Rotterdam	 ◦Leiden University
◦University of Amsterdam	 ◦VU University Amsterdam

Norway ◦University of Bergen	 ◦University of Oslo

Poland ◦University of Warsaw

Russia
◦Far Eastern Federal University	 ◦Lomonosov Moscow State University
◦Saint Petersburg State University

Spain
◦ESADE Business School	 ◦Pompeu Fabra University（UPF）
◦Universidad de Salamanca（USAL）	 ◦Universitat Autònoma de Barcelona（UAB）
◦University of Navarra

Sweden
◦KTH	 ◦Lund University
◦University of Gothenburg	 ◦Uppsala University

Switzerland
◦University of Bern	 ◦University of Geneva（UNIGE）
◦University of Lausanne	 ◦University of St.Gallen
◦University of Zurich

Turkey ◦Boǧaziçi University

United Kingdom

◦Cardiff University	 ◦Durham University
◦King's College London	 ◦Royal Holloway, University of London	
◦SOAS University of London	 ◦The University of Edinburgh
◦The University of Manchester	 ◦The University of Sheffield
◦The University of Warwick	 ◦University of Birmingham
◦University of Glasgow	 ◦University of Southampton 
◦University of St Andrews	 ◦University of York（UK）

各募集時期の書類提出期間内に、 
留学先大学での予定使用言語の証明書を提出できること。

P.080「 3 出願時に登録する内容・必要書類」、P.084「 Ⅳ 語学能力証明書」に示された各言語
の必要書類を参照すること。

4

出願資格の最新情報は国際センターWebサイトにて随時更新しますので、ご確認ください。

◦国際センターWebサイト「出願資格」
	 https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/qualifications.html
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① �留学するにあたり、各学部の制約や特記事項があります。出願前に履修案内を熟読し、必ず各
学部の学事担当者または学習指導担当教員などに確認・相談してください。
特に、以下の点について、必ず出願前に所属学部と確認をするようにしてください。
◦通年科目の取り扱いや、単位認定・進級・卒業などに関する事項について
◦4年間で卒業を希望する場合、卒業に必要な条件について
◦留学をした場合のゼミ選考のスケジュール、ゼミの取り扱い
◦（SFC所属の学生の場合）卒業プロジェクトと留学の両立について
◦帰国後に進級を希望する場合は、進級条件について

② �医学部・看護医療学部・薬学部在籍者は、交換留学による長期留学はカリキュラム上、難しい場合が
あります。必ず事前に学事担当者または学習指導担当教員などに確認・相談してください。また、
外国の医療系分野の教育制度上、応募しても派遣交換留学生となることが難しい場合があります。

① �派遣人数は募集年度ごとに異なる場合があります。

② �各協定校の応募資格、語学能力等の条件は、募集要項発行時点のものであるため、変更の可能性
があります。
最新の情報は、国際センターのWebサイトで随時お知らせします。

③ �過去に全塾の派遣交換留学生として派遣されたことがあり、かつ再度交換留学に応募を希望する
場合は、応募前に必ず学生部国際交流支援グループに相談してください。制度上、全塾交換留学
は通算で2回まで参加できますが、2度目の出願の際には交換留学未経験の学生が優先される
場合があります。

④ �学内選考通過者は、あくまでも「慶應義塾大学派遣交換留学候補生」であり、協定校からの受入
許可をもって正式に留学が決定します。留学先大学では、学位を取得することはできません。

⑤ �協定校の出願資格を満たさない場合、もしくは協定校による急な条件の変更等により、受入許可
が出ない場合があります。

⑥ �各協定校の履修条件を満たさない場合や登録人数制限がある場合は、希望する学部への所属
や科目の履修ができない場合があります。交換留学生の受入が不可または履修制限がある学部
は、協定校別募集要項および協定校Webサイトを確認ください。また、特に制限がない学部で
あっても、最終的な受入は協定校側の判断となり、ご自身の希望学部に必ずしも所属できるとは
限りません。この点を理解し、柔軟に学習計画を立ててください。
なお、以下の分野では、一般的に交換留学生に対して何らかの履修制限を設けているケースが
多いため、志望校の選択にあたって特に注意してください。
Business, Economics, Law, Computer Science, Architecture, Medicine, Nursing

⑦ �学内選考通過後は、原則として留学の辞退を認めていません。
出願前に、留学計画をよく練ってください。

⑧ �留学中にかかる費用について、保証人とよく相談し、事前に保証人等の経済的負担者の了解を得
たうえで出願してください。
留学先大学への出願手続きやビザ取得の手続きにおいては、留学期間中の費用が準備されてい
ることを証明するために、金融機関の残高証明書の提出が出発前に必要となる場合があります。
留学で必要な費用は留学する国や大学で異なりますが、学費を除いた生活費は、150万円～300万
円以上かかる可能性があります。また、派遣交換留学において、留学中は慶應義塾大学に学費を
納入することで、留学先での授業料の支払いは免除されますが、それ以外のプログラム参加に
かかる諸費用（Semester Fee／Orientation Fee／Technology Feeなど）は、各自で協定
校に支払う必要があります。特に、北米の大学においては、諸費用の合計が数十万円に上ることも
あります。全塾派遣交換留学生として、留学中は学びに専念できるよう事前に留学先での生活を
想定し、経済面を含め準備を整えてください。
※�詳細は、 P.028「 Ⅲ 留学のための費用」、出願する大学のWebサイトや過去の派遣交換留学生の留学報告書

等も参照してください。

⑨ �出願時に登録する連絡先は、keio.jpのメールアドレスを入力してください。

⑩ �留学開始前に休学を検討されている場合、休学・復学の時期に注意が必要です。	  
留学開始直前の学期の休学が認められない場合もありますので、留学開始前の休学を検討されて
いる方は、ご自身が休学が可能なのか、また、休学した場合、いつまでに復学手続きをする必要が
あるかどうかについて、事前に所属学部の学事担当に必ずご確認ください。

⑪ �交換留学先での宿舎は保証されていないため、派遣先大学が提供する宿舎に入居できなかった
場合は、自身で民間の宿舎等を手配する必要があります。また、宿舎の手配にあたっては、本学
国際センターでは物件の斡旋や情報提供等、部屋探しに関するサポートはできかねますので、
あらかじめご承知おきください。

各学部の制約と特記事項

出願上の留意点

5

 英語の語学能力証明書が必要な大学への留学を希望する場合  
TOEFL iBT総合70点以上もしくはIELTS総合5.5以上であることかつ、
学内選考出願時点で、各協定校の定める語学能力要件の最低基準を
満たしていること。 
 英語以外の言語により現地で授業を履修する場合  
その言語の能力を証明する書類が必要です。 
詳細は、 P.084「 Ⅳ 語学能力証明書」をご確認ください。

誓約書の内容を理解し、保証人の承諾を得られること。
誓約書は以下のページからダウンロードが可能です。

6

� �https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/applications.html

※�学内選考出願時点で希望する協定校の定める語学能力要件の最低基準を満たしていない場合、その大学は学内
選考対象外となるので注意してください。

※�協定校側でセクションごとの要件が課されている場合は、セクションごとの要件も満たしている必要があります。
セクションごとの要件を満たしていない場合、その大学は学内選考対象外となるので注意してください。

※TOEFL iBTはTest Date Scoresのみ有効とします（My Best Scoresは評価されません）。
※IELTSはアカデミック・モジュールのみ受け付けます（One Skill Retake Scoresは受け付けません）。
※�協定校が定める語学能力要件を満たしていない場合、学内選考時に志望大学としてあげることはできません。
※�上記の語学能力要件は、学内出願資格として定める必要最低限の基準です。留学先で英語以外の言語にて履修を

希望する場合でも、協定校が定める語学能力要件を学内出願時点で満たしていることが強く望まれます。協定校が
定める語学能力要件を満たしていない場合には、原則として協定校からの受入許可がおりません。

※�英国の協定校への留学を希望する場合には学内出願時にIELTSのスコアを提出することが望ましいですが、TOEFL 
iBTのスコアが各協定校の募集要項に記載されている場合、TOEFLのスコアでも学内選考は出願可能です。ただし、
英国ビザ取得や留学先大学への出願の際にIELTSのスコアが必要になる場合は、速やかにIELTSを受験し、必要点数
を満たすスコアを取得する必要があります。

※�TOEFL iBT Home Edition／IELTS Onlineでの出願は受け付けません。	  
学内選考募集期日までに必ずテストセンター受験型のTOEFL iBT／IELTSのスコアレポートをご用意ください。

※�IELTSでは、Investigation（IELTS本部が受験者にランダムで行っている調査）の対象になると、試験結果が届く
までに通常より大幅に時間を要します。TOEFLにおいても、再採点を依頼しているうちは、テストスコアは無効となる
ため、こうした事態が発生した場合でも期日までにスコアを提出できるよう、必ず余裕をもって受験するようにして
ください。いかなる場合においても、期日後の提出は認めていません。
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大学院生および大学院に進学予定の学部4年生

◦各課程の最終学年に在籍する者は、原則として応募できません。
※�質問がある場合は、各応募期間前に、以下宛てにK-Support（在籍状況等によりK-Supportが利用できない環境

の者はメール）にて相談してください。

1
慶應義塾大学大学院修士課程／前期博士課程、後期博士課程に在籍して
いる者および慶應義塾大学学部4年に在籍する者で、次年度に慶應義塾
大学大学院に進学予定の者。

相談先 　�K-SupportのFAQ・問い合わせ「04 国際交流（派遣交換留学等）」より	  
お問い合わせください。	  

メールアドレス 　  ic-outbound@adst.keio.ac.jp

大学院生が慶應義塾大学派遣交換留学制度で留学しようとする場合、学部生とは異なった準備や
プロセスが必要となることがあります。特に欧米の大学で、研究内容がより専門的であることから、
留学先の事情により学部生より留学がスムーズに認められず、その結果留学受入れ自体が不可となる
こともあります。
希望する留学先大学への留学を実現するために、事前に情報収集を徹底してください。留学希望先の
大学のWebサイトで指導教員候補などを調べ、早めにコンタクトをとり、慶應義塾大学での指導教員
にも相談をするようにしてください。
また、大学や分野によっては、受入の可否について慶應義塾大学から事前の確認が必要な場合があり
ます。大学院生で交換留学を希望する塾生は、各出願期日の４週間前までに、以下の情報を記載の
うえ、必ず学生部国際交流支援グループ宛てにK-Supportにてご相談ください。
◦出願を希望する協定校
◦現地で所属を希望するFaculty／School
◦現地で予定している研究形態（〈例〉研究活動のみ、研究活動＆授業履修）
◦現地での使用言語
※�出願期日の4週間前までにK-Supportにてご連絡いただかなかった場合は、出願の受付ができかねますので、必ず早めに

ご連絡ください。

大学院生の留学について

2 留学期間終了時まで必ず本学に在籍していること。
※�学内出願時から留学開始前の学期までの休学を認めますが、休学期間は学期単位での認定となります。慶應義塾

大学での学期は、春学期が4月1日～9月21日、秋学期が9月22日～3月31日となりますが、協定校のなかには、
秋学期が9月21日以前に開始となる大学も多くあります。この場合、留学開始日が本学の春学期と重複している
ことから、原則春学期の休学は認められません。同様に、春出発の場合で、留学先の学期が3月31日以前に開始と
なる場合は、留学開始日が本学の秋学期と重複していることから、原則秋学期の休学は認められません。派遣交換
留学参加前の休学を検討されている場合、この点について十分ご注意ください（ただし、一部学部・研究科では、
認められる場合もありますので、詳細は、各学部・研究科の学事担当にお問い合わせください）。なお、派遣候補生に
なった場合、休学中であっても、各種オリエンテーションへの参加および協定校への出願を行っていただきます。
また、派遣交換留学の開始から終了までの期間の在籍状況は「留学」となり、学費は慶應義塾大学に全額納入いた
だきます。この期間中は休学することは認められません。 P.048「 2 留学中の学費」をご確認ください。

 海外旅行保険ならびに海外危機管理サポートについて
◦�派遣交換留学制度を利用し留学する塾生は、出発から帰国までの期間を補償する本学指定

の海外旅行保険への加入ならびに海外危機管理サポートへの登録が義務付けられています
（12ヵ月で15万円程度を予定）。
本学指定の海外旅行保険に加入した場合であっても、留学先大学や留学先国のビザを取得す
るために現地保険に加入が求められる場合は、双方の保険に加入する必要があります。

◦�留学先大学から別途加入を求められる場合、留学先国・地域や渡航期間によって保険料額は
さまざまで10万円〜40万円程度になることがあります。特に北米の一部の大学では高額な
保険への加入が必要になる場合があり、保険料額は本学指定の海外旅行保険と併せて合計
55万円程度になることもあります。

◦�留学先大学で加入が求められる保険に関しては、留学先大学の都合等で毎年変わる場合が
あり、留学先大学への留学の手続きを進める中で、各自確認していただきます。

◦�一部の大学では、留学先大学が指定する一定基準の補償内容をカバーした保険に日本で加
入していることを指定期日までに書面で証明することにより、現地での保険加入が免除され
る場合もあります。

◦�保険の加入やビザ申請等は、留学が決まった塾生が各自の責任において行うものですので
あらかじめご了解ください。

◦�これは、たとえご自身の国籍やご実家等のある国へ留学をする場合であっても、派遣交換
留学生全員に対して加入が義務付けられているものとなります。

出願に関する質問については、P.091「 Ⅶ よくある質問」を確認してください。

⑫ �国際センターでは、派遣交換留学生が個人の判断で留学期間を短縮することや、自己都合（イン
ターンシップや就職活動等を含む）により早期帰国することは一切認めていません。また、留学先
にて授業自体が終了している場合であっても、学期末試験の受験や課題（レポート等）の提出を
残した状況での帰国は認めておりませんので、その点に十分留意したうえで、進級・卒業にあたって
のスケジュールを立ててください。

⑬ �学内選考通過者は、海外の協定校からの受入留学生をサポートする、「留学生サポータープロ
グラム」への参加が、原則必須となります。渡航前もしくは帰国後に、最低1回はご参加いただく
必要がありますので、あらかじめご承知おきください。
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留学するにあたり、各研究科の制約や特記事項があります。留学先大学で履修した科目の単位認定は、
研究科ごとに規程（通年科目の取り扱いや単位認定・進級・卒業などに関する事項）が異なります。
出願前に履修案内を熟読し、必ず指導教員および各研究科の学事担当者などに確認・相談してください。
帰国後に在学年数への算入を希望する者は、所属研究科の学事担当窓口にて手続きを取ってください。

各研究科の制約と特記事項

誓約書は以下のページからダウンロードが可能です。

9 誓約書の内容を理解し、保証人の承諾を得られること。

� �https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/applications.html

※�学内選考出願時点で希望する協定校の定める語学能力要件の最低基準を満たしていない場合、その大学は学内
選考対象外となるので注意してください。

※�協定校側でセクションごとの要件が課されている場合は、セクションごとの要件も満たしている必要があります。
セクションごとの要件を満たしていない場合、その大学は学内選考対象外となるので注意してください。

※TOEFL iBTはTest Date Scoresのみ有効とします（My Best Scoresは評価されません）。
※IELTSはアカデミック・モジュールのみ受け付けます（One Skill Retake Scoresは受け付けません）。
※�協定校が定める語学能力要件を満たしていない場合、学内選考時に志望大学としてあげることはできません。
※�上記の語学能力要件は、学内出願資格として定める必要最低限の基準です。留学先で英語以外の言語にて履修を

希望する場合でも、協定校が定める語学能力要件を学内出願時点で満たしていることが強く望まれます。協定校が
定める語学能力要件を満たしていない場合には、原則として協定校からの受入許可がおりません。

※�英国の協定校への留学を希望する場合には学内出願時にIELTSのスコアを提出することが望ましいですが、TOEFL 
iBTのスコアが各協定校の募集要項に記載されている場合、TOEFLのスコアでも学内選考は出願可能です。ただし、
英国ビザ取得や留学先大学への出願の際にIELTSのスコアが必要になる場合は、速やかにIELTSを受験し、必要点数
を満たすスコアを取得する必要があります。

※�TOEFL iBT Home Edition／IELTS Onlineでの出願は受け付けません。	  
学内選考募集期日までに必ずテストセンター受験型のTOEFL iBT／IELTSのスコアレポートをご用意ください。

※�IELTSでは、Investigation（IELTS本部が受験者にランダムで行っている調査）の対象になると、試験結果が届く
までに通常より大幅に時間を要します。TOEFLにおいても、再採点を依頼しているうちは、テストスコアは無効となる
ため、こうした事態が発生した場合でも期日までにスコアを提出できるよう、必ず余裕をもって受験するようにして
ください。いかなる場合においても、期日後の提出は認めていません。

8

 英語の語学能力証明書が必要な大学への留学を希望する場合  
TOEFL iBT総合70点以上もしくはIELTS総合5.5以上であることかつ、
学内選考出願時点で、各協定校の定める語学能力要件の最低基準を
満たしていること。 
 英語以外の言語により現地で授業を履修する場合  
その言語の能力を証明する書類が必要です。 
詳細は、 P.084「 Ⅳ 語学能力証明書」をご確認ください。

◦これまで所属したすべての学部および大学院の成績証明書を提出すること。
◦他大学出身者は、出身大学から成績証明書を取り寄せて提出すること。
◦�自身の成績が各協定校の定める成績要件の最低基準より低い場合は、当該協定校を志望校

としてあげることはできません。

6

3

4

5

科目履修や論文指導、フィールドワーク等について、 
留学時の具体的な研究計画を明記できること。

学業成績が優秀であること。	  
学内選考出願時に学部4年生の場合は、成績証明書に記載されている
大学学部１年次からの成績の累積（GPA）が2.00以上であること。大学
院生の場合は、各課程（修士課程等）の成績の累積（GPA）が3.30以上
であること。	  
また、各協定校の定める成績要件の最低基準を満たしていること。

出願時に慶應義塾大学での指導教員からの留学許可を得ていること。 
また、留学を許可する内容の文書（手紙やメール等形式は問いません）を
提出できること。

出願時に各志望大学の指導教員から受入内諾を得ていること。 
また、受入を内諾する内容の文書（手紙やメール等形式は問いません）を
提出できること。なお、当該大学の事情により内諾を得られない場合は、
理由書を提出すること。

7
各募集時期の書類提出期間内に、 
留学先大学での予定使用言語の証明書を提出できること。

P.080「 3 出願時に登録する内容・必要書類」、P.084「 Ⅳ 語学能力証明書」に示された各言語
の必要書類を参照すること。なお、P.099「協定校出願条件一覧」およびWebサイトに記載
されている語学能力要件は学部生が対象です。大学院生の要件については、国際センター
のWebサイトに掲載されている「協定校別募集要項」を確認してください。
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留学先大学への出願手続きやビザ取得の手続きにおいては、留学期間中の費用が準備されてい
ることを証明するために、金融機関の残高証明書の提出が出発前に必要となる場合があります。
留学で必要な費用は留学する国や大学で異なりますが、学費を除いた生活費は、150万円～300万
円以上かかる可能性があります。また、派遣交換留学において、留学中は慶應義塾大学に学費を
納入することで、留学先での授業料の支払いは免除されますが、それ以外のプログラム参加に
かかる諸費用（Semester Fee／Orientation Fee／Technology Feeなど）は、各自で協定
校に支払う必要があります。特に、北米の大学においては、諸費用の合計が数十万円に上ることも
あります。全塾派遣交換留学生として、留学中は学びに専念できるよう事前に留学先での生活を
想定し、経済面を含め準備を整えてください。
※�詳細は、 P.028「 Ⅲ 留学のための費用」、出願する大学のWebサイトや過去の派遣交換留学生の留学報告書

等も参照してください。

⑪ �留学開始前に休学を検討されている場合、休学・復学の時期に注意が必要です。	  
留学開始直前の学期の休学が認められない場合もありますので、留学開始前の休学を検討されて
いる方は、ご自身が休学が可能なのか、また、休学した場合、いつまでに復学手続きをする必要が
あるかどうかについて、事前に所属学部の学事担当に必ずご確認ください。

⑫ �国際センターでは、派遣交換留学生が個人の判断で留学期間を短縮することや、自己都合（イン
ターンシップや就職活動等を含む）により早期帰国することは一切認めていません。また、留学先
にて授業自体が終了している場合であっても、学期末試験の受験や課題（レポート等）の提出を
残した状況での帰国は認めておりませんので、その点に十分留意したうえで、進級・卒業にあたって
のスケジュールを立ててください。

⑬ �学内選考通過者は、海外の協定校からの受入留学生をサポートする、「留学生サポータープロ
グラム」への参加が、原則必須となります。渡航前もしくは帰国後に、最低1回はご参加いただく
必要がありますので、あらかじめご承知おきください。

 海外旅行保険ならびに海外危機管理サポートについて
◦�派遣交換留学制度を利用し留学する塾生は、出発から帰国までの期間を補償する本学指定

の海外旅行保険への加入ならびに海外危機管理サポートへの登録が義務付けられています
（12ヵ月で15万円程度を予定）。
本学指定の海外旅行保険に加入した場合であっても、留学先大学や留学先国のビザを取得
するために現地保険に加入が求められる場合は、双方の保険に加入する必要があります。

◦�留学先大学から別途加入を求められる場合、留学先国・地域や渡航期間によって保険料額は
さまざまで10万円〜40万円程度になることがあります。特に北米の一部の大学では高額な
保険への加入が必要になる場合があり、保険料額は本学指定の海外旅行保険と併せて合計
55万円程度になることもあります。

◦�留学先大学で加入が求められる保険に関しては、留学先大学の都合等で毎年変わる場合が
あり、留学先大学への留学の手続きを進める中で、各自確認していただきます。

◦�一部の大学では、留学先大学が指定する一定基準の補償内容をカバーした保険に日本で加入
していることを指定期日までに書面で証明することにより、現地での保険加入が免除される
場合もあります。

◦�保険の加入やビザ申請等は、留学が決まった塾生が各自の責任において行うものですので
あらかじめご了解ください。

◦�これは、たとえご自身の国籍やご実家等のある国へ留学をする場合であっても、派遣交換留
学生全員に対して加入が義務付けられているものとなります。

出願に関する質問については、P.091「 Ⅶ よくある質問」を確認してください。

① �大学院生派遣交換留学については、大学や分野によっては慶應義塾大学からの事前の確認が
必要な場合があります。

◦大学院への交換留学を考えている塾生
各応募期間の締切4週間前までに、以下宛てにK-Support（K-Supportが利用できない環境
の者はメール）にて相談してください。その際、以下の4点についてあわせてお知らせください。
◦出願を希望する協定校
◦現地での所属を希望するFaculty／School
◦現地で予定している研究形態（〈例〉研究活動のみ、研究活動＆授業履修）
◦現地での使用言語
※�出願期日の4週間前までにK-Supportにてご連絡いただかなかった場合は、出願の受付ができかねますので、必ず

早めにご連絡ください。

② 大学院生は、原則大学院相当の課程に留学してください。

③ 派遣人数は募集年度ごとに異なる場合があります。

④ �各協定校の応募資格、語学能力等の条件は、募集要項発行時点のものであるため、変更の可能性
があります。最新の情報は、国際センターのWebサイトで随時お知らせします。

⑤ �過去に全塾の派遣交換留学生として派遣されたことがあり、かつ再度交換留学に応募を希望する
場合は、応募前に必ず学生部国際交流支援グループに相談してください。制度上、全塾交換留学
は通算で2回まで参加できますが、2度目の出願の際には交換留学未経験の学生が優先される
場合があります。

⑥ �学内選考通過者は、あくまでも「慶應義塾大学派遣交換留学候補生」であり、協定校からの受入
許可をもって正式に留学が決定します。留学先大学では、学位を取得することはできません。

⑦ �協定校の出願資格を満たさない場合、もしくは協定校による急な条件の変更等により、受入許可
が出ない場合があります。

⑧ �各協定校の履修条件を満たさない場合や登録人数制限がある場合は、希望する学部への所属
や科目の履修ができない場合があります。交換留学生の受入が不可または履修制限がある学部
は、協定校別募集要項および協定校Webサイトを確認ください。また、特に制限がない学部で
あっても、最終的な受入は協定校側の判断となり、ご自身の希望学部に必ずしも所属できるとは
限りません。この点を理解し、柔軟に学習計画を立ててください。

⑨ �学内選考通過後は、原則として留学の辞退を認めていません。
出願前に、留学計画をよく練ってください。

⑩ �留学中にかかる費用について、保証人とよく相談し、事前に保証人等の経済的負担者の了解を
得たうえで出願してください。

出願上の留意点

相談先 　�学生部国際交流支援グループ	 
K-SupportのFAQ・問い合わせ「04 国際交流（派遣交換留学等）」より	  
お問い合わせください。	  

メールアドレス 　  ic-outbound@adst.keio.ac.jp
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出願方法Ⅲ

派遣交換留学への出願は、

を通じ行います。

以下を参考に、出願手続きを行ってください。なお、「KEIO IC-NET 操作マニュアル」を国際セン
ターのWebサイトに掲載していますので、必ず確認してください。

1 出願方法

◦KEIO IC-NET　　 https://studyabroad.gakuji.keio.ac.jp

個人情報の取扱いについて

◦�出願の際に提供された個人情報は、学校法人慶應義塾の「個人情報保護基本方針」および「個人情報保護規程」に基づき、
外部流出等がないよう安全かつ厳密に管理します。

◦�個人情報は、当該年度慶應義塾大学派遣交換留学の選考および事務手続き、応募者や派遣交換留学生への連絡、派遣交換
留学生の留学準備、危機管理に使用します。当該目的以外には使用しません。

◦�個人情報は、上項の場合を除いて、第三者に開示・提供・預託することはありません。

留学計画の作成
「KEIO IC-NET」で必要事項を確認後、志望理由、留学先での学習・研究計画、志望校別志
望理由をWord等に書き起こす。

顔写真の撮影または証明書写真のスキャニング
顔写真を撮影あるいは証明書写真をスキャンし、JPEG（JPG）形式またはPNG形式で保
存する（ファイルのサイズは5MB以下、カラー推奨）。
※自宅等にスキャナがない場合は、各キャンパスにあるパソコン室等でスキャンすること。

必要書類の準備・保存
出願に必要な書類（ 詳細は、P.080、P.082 ）を準備のうえ、スキャンし、PDF形式で
保存する（各ファイルのサイズは5MB以下、モノクロ推奨）。スマートフォンで撮影した
写真データやスマートフォンアプリでPDF化したものは提出できません。
※自宅等にスキャナがない場合は、各キャンパスにあるパソコン室等でスキャンすること。

「KEIO IC-NET」による出願
国際センターのWebサイトから「KEIO IC-NET」にアクセスし、指示に従い出願を行う。

願書の保管
出願が完了したら、願書PDFをプリントアウトし控えとして保管する。

STEP

1

STEP

2

STEP

3

STEP

4

STEP

5

出願手順�

� �https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/applications.html

◦必ず出願者本人が入力・送信してください。

◦�出願期間外のデータ送信は無効です。コンピューターの不具合等によるデータ送信の遅れやア
クセスが集中したために時間内にデータの送信ができなかった場合でも考慮はされません。

　最終日はアクセスが集中することが予想されますので、ご注意ください。

◦�出願締切直前に初めて「KEIO IC-NET」にアクセスし、時間が足りず締切までに出願を完了でき
ない塾生が、毎期一定数います。遅くとも締切の1週間前までに「KEIO IC-NET」の登録を始め、
3日前までには一度出願を完了させることを強く推奨します。
出願締切日時までは、何度でも再提出することができます。

◦�顔写真は、デジタルカメラで撮影したもの、証明書写真機で撮影したデータ、証明書写真をス
キャンしたもの等を、JPEG（JPG）形式またはPNG形式で保存し、アップロードしてください。

　縦4cm（453ピクセル）×横3cm（340ピクセル）のサイズが目安です。

◦�成績証明書や語学能力証明書等は、スキャンのうえ、PDF形式にしてアップロードしてください。
自宅等にスキャナがない場合には、各キャンパスのパソコン室等でスキャンしてください。
スマートフォンで撮影した写真データやスマートフォンアプリでPDF化したものは提出できま
せん。

◦必ず出願内容を確認できるもの（願書PDF）をご自身でも保管してください。

◦�入力内容およびアップロードした書類に不備がある場合、選考の対象にならないことがあります。
各自責任を持って確認してください。

出願時の注意事項
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▪学部生の場合

以下の項目について、入力すること。

❶ 学生情報 各項目について入力すること。
※連絡先については、keio.jpのメールアドレスを入力すること。

❷ 履歴 経歴、海外渡航歴や研究・課外活動について入力すること。

❸ �志望理由（日本語・
留学先大学使用

　言語(＊)）

以下の点、すべてに触れながら、志望理由を入力すること。
◦留学を志すことになったきっかけや動機
◦留学実現に向けて努力していること
◦留学の経験がどのように将来のビジョンやキャリアプランにつながるかと考えているか
日本語および留学先大学使用言語で作成してください。日本語は800字程度、留学先
大学使用言語は500words程度で記載してください。

❹ ��留学先での学習・
　研究計画（日本語・
　留学先大学使用
　言語(＊)）

慶應義塾大学での学習・研究を踏まえ、科目履修、フィールドワーク等について、留学時
の具体的な学習・研究計画について入力すること。
第1志望校に絞って作成するか、すべての志望校に共通するものを作成するか等、決まり
はありません。日本語および留学先大学使用言語で作成してください。日本語は800字
程度、留学先大学使用言語は500words程度で記載してください。

❺ �志望校別志望理由
　（日本語・留学先
　大学使用言語(＊)）

志望大学を志望順に選択し、各大学の志望理由を日本語および留学先大学使用言語で
作成すること。日本語は100字以上200字以内、留学先大学使用言語は60words以上
120words以内で記載してください。
◦�学内選考通過後は、原則として留学の辞退を認めていません。志望大学について丁寧

に調べ、本当に留学を希望する大学のみを選択してください。第6志望まですべて埋め
る必要はありません。ただし、希望者数が当該大学の募集人数を超える場合には、相対
評価が行われるため、志望大学が少ないと留学できなくなる可能性が高まります。

◦�第6志望まで選択した出願者は、志望する6校以外の大学へも留学を希望するか否か
を選択してください。一次選考通過者のうち、志望する6校への派遣が決まらなかった
が、選考において一定基準を満たすと判断された出願者に対して、派遣交換留学候補
生が決まらなかった協定校を対象とした追加選考の案内をする場合があります（追加
選考に出願するか否かは、案内された際に検討してください）。

◦�すべての志望大学において、志望する学部・学科名を所定欄に明記してください（学部名
は、国際センターWebサイト内の協定校別募集要項にあるUndergraduate／ 
Graduate program open to exchange studentの欄を参照すること。特に明記され
ていない場合には、各協定校Webサイトに掲載のFaculty／School／Department名
を引用すること）。なお、以下の分野では、一般的に交換留学生に対して何らかの履修制限
を設けているケースが多いため、志望校の選択にあたっては特に注意してください。
Business, Economics, Law, Computer Science, Architecture, Design, Medicine, Nursing

◦�カリフォルニア大学EAPを志望校に挙げる場合は、必ず第3希望まで、希望するキャン
パスを選択してください。

◦�専攻や課程（学部／修士）別に、派遣枠数が設定されている協定校においては、大学の
選択肢が、それぞれ専攻や課程ごとに設定されています。希望する専攻や課程を選択
してください。なお、選択肢が複数ある協定校は、１つの専攻および課程のみ出願
可能です。併願はできません。万一、ルールに反して併願を行った場合には、より希望
順の高い方を有効とし、希望順の低い方は、自動的に無効となります。

(＊)�【重要】留学先大学使用言語
留学先で履修する予定の授業で使用される言語を指します。P.099「協定校出願条件一覧」およびWebサイトを参照して
ください。英語圏以外の国で、英語で行われる授業のみを履修する場合は、英語で計画書を提出してください。複数の言語
で授業履修を計画している場合は、それぞれの言語で留学計画書を作成します（例えば、留学先で英語とフランス語で行わ
れる授業を履修する場合は、英語とフランス語で作成）。入力する内容は、日本語と同じでもかまいません。

3 出願時に登録する内容・必要書類

For application details written in English, please refer to the website below.

Students who are expecting to earn their degrees in English （e.g. PEARL or GIGA 
program） are allowed to complete the application in English.
For students that English is your first language (mother tongue), the submission 
of one of the following documents will be accepted instead of a TOEFL iBT or 
IELTS scores. However, keep in mind that you are required to submit all necessary 
documents by the internal application deadline even if you submit one of the 
following documents. In addition, if you are required to submit either TOEFL iBT or 
IELTS scores when submitting your application to the overseas university you plan 
to study at upon passing the internal screening, you must submit this document as 
requested.

▶�For students who studied in countries where English is the first language and 
where classes are given in English (including Ireland, the United Kingdom, 
Australia, Canada (excluding Quebec), New Zealand, and the United States of 
America, but not including countries where English is one of multiple official 
languages or where classes are given in English in a country where English is not 
the official language), documents that prove they were enrolled from junior high 
to high school for a total of five years or more in one or more of these countries 
(e.g., official English academic transcripts from the educational institutions that 
shows grades over the five or more years you were enrolled).

▶�International Baccalaureate final examination academic transcripts of Group 1 
(Studies in language and literature) Courses in English (Language A: literature; 
Language A: language and literature; and Literature and performance).

2 英語での出願を希望する塾生
Students who wish to apply in English

https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/en.html
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▪大学院生および大学院進学予定の学部4年生の場合

以下の項目について、入力すること。

❶ 学生情報 各項目について入力すること。
※連絡先については、keio.jpのメールアドレスを入力すること。

❷ 履歴 経歴、海外渡航歴、研究歴、主要論文の要約を含むこと。

❸ �志望理由（日本語・
留学先大学使用

　言語(＊)）

以下の点、すべてに触れながら、志望理由を入力すること。
◦留学を志すことになったきっかけや動機
◦留学実現に向けて努力していること
◦留学の経験がどのように将来のビジョンやキャリアプランにつながるかと考えているか
日本語および留学先大学使用言語で作成してください。日本語は1,000字程度、留学先
大学使用言語は800words程度で記載してください。

❹ 留学先での学習・
　研究計画（日本語・
　留学先大学使用
　言語(＊)）

慶應義塾大学での研究を踏まえ、科目履修、研究指導、フィールドワーク等について、留
学時の具体的な学習・研究計画を書くこと。
第1志望校に絞って作成するか、すべての志望校に共通するものを作成するか等、決まり
はありません。日本語および留学先大学使用言語で作成してください。日本語は1,000
字程度、留学先大学使用言語は800words程度で記載してください。

❺ 志望校別志望理由
　（日本語・留学先
　大学使用言語(＊)）

志望大学を志望順に選択し、各大学の志望理由を日本語および留学先大学使用言語
で作成すること。日本語は100字以上200字以内、留学先使用言語は60words以上
120words以内で記載してください。
◦�学内選考通過後は、原則として留学の辞退を認めていません。志望大学について丁寧

に調べ、本当に留学を希望する大学のみを選択してください。第6志望まですべて埋
める必要はありません。ただし、希望者数が当該大学の募集人数を超える場合には、
相対評価が行われるため、志望大学が少ないと留学できなくなる可能性が高まります。

◦�第6志望まで選択した出願者は、志望する6校以外の大学へも留学を希望するか否か
を選択してください。一次選考通過者のうち、志望する6校への派遣が決まらなかった
が、選考において一定基準を満たすと判断された出願者に対して、派遣交換留学候補
生が決まらなかった大学を対象とした追加選考の案内をする場合があります（追加選
考に出願するか否かは、その際に検討してください）。

◦�すべての志望大学において、志望する研究科名を所定欄に明記してください（研究科
名は、国際センターWebサイト内の協定校別募集要項にあるGraduate program 
open to exchange studentの欄を参照すること。特に明記されていない場合に
は、各協定校Webサイトに掲載のSchool／Department名を引用すること）。なお、
以下の分野では、一般的に交換留学生に対して何らかの履修制限を設けているケース
が多いため、志望校の選択にあたっては特に注意してください。
Business, Economics, Law, Computer Science, Architecture, Design, Medicine, Nursing

◦�カリフォルニア大学EAPを志望校に挙げる場合は、必ず第3希望まで、希望するキャン
パスを選択してください。

◦�専攻や課程（学部／修士）別に、派遣枠数が設定されている協定校においては、大学の
選択肢が、それぞれ専攻や課程ごとに設定されています。希望する専攻や課程を選択
してください。なお、選択肢が複数ある協定校は、１つの専攻および課程のみ出願
可能です。併願はできません。万一、ルールに反して併願を行った場合には、より希望
順の高い方を有効とし、希望順の低い方は、自動的に無効となります。

(＊)�【重要】留学先大学使用言語
留学先で履修する予定の授業で使用される言語を指します。P.099「協定校出願条件一覧」およびWebサイトを参照して
ください。英語圏以外の国で、英語で行われる授業のみを履修する場合は、英語で計画書を提出してください。複数の言語
で授業履修を計画している場合は、それぞれの言語で留学計画書を作成します（例えば、留学先で英語とフランス語で行わ
れる授業を履修する場合は、英語とフランス語で作成）。入力する内容は、日本語と同じでもかまいません。

以下の書類をアップロードすること（各ファイルのサイズは5MB以下推奨）。

❶ 顔写真 脱帽上半身正面、背景なし、直近3ヵ月以内に撮影したもの。サイズは縦4cm（453ピク
セル）×横3cm（340ピクセル）が目安です。スナップ写真を切り抜いたものは受け付け
られません。

❷ 成績証明書 最新の和文成績証明書（各キャンパスの証明書発行機またはコンビニエンスストアにて
発行してください。K-Supportの学業成績表とは異なるので注意）。
◦�学士入学等をした場合は、現在の成績証明書に加えて、以前在籍していたすべての

学部の成績証明書をアップロードしてください。
◦�秋募集に出願する場合は、2025年9月22日以降に発行される2025年度春学期まで

の成績証明書を、春募集については、2025年度秋学期までの成績証明書をアップ
ロードしてください。

◦�成績証明書発行についての詳細は、塾生サイトを確認してください。
　� �https://www.students.keio.ac.jp/com/procedure/certificate/issue.html

❸ 語学能力証明書 留学先大学使用言語の公的機関が発行する能力証明書。以下の該当言語の指定書類、
P.084「 Ⅳ 語学能力証明書」ならびにP.099「協定校出願条件一覧」およびWebサイト
の各大学の語学能力基準を確認すること。出願期間中に指定された語学能力証明書を
アップロードできない場合は、いかなる理由があっても遅延を認めません。
英語で授業を履修する場合
▶英語の公的機関が発行する語学能力証明書。

◦TOEFL iBT、IELTS
英語以外の言語で授業を履修する場合
▶各種語学能力試験もしくは語学担当教員による語学能力証明書。
※�原則、公的な語学能力試験の証明書を提出してください。公的な語学能力試験の証明書が出願

期間内に用意できない場合に限り、例外的に、語学担当教員作成の語学能力証明書の提出を
認めます。

※�主に、日本国内で通用する各種外国語検定試験（中国語検定試験、実用フランス語技能検定試験、
ドイツ語技能検定試験等）は、学内選考出願時には語学能力証明書として提出可能ですが、学内
選考通過後、各協定校への本出願にあたっては、受付が不可である場合があります。その場合、
学内選考通過後～協定校への本出願までの間に、留学先の政府や協定校が公認する検定試験の
スコア取得が必要となります。

❹ 誓約書 保証人とよく相談したうえで出願者および保証人が署名してください。
交換留学終了後まで大切に保管してください。
誓約書は以下のページからダウンロードが可能です。
� �https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/applications.html
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語学能力証明書Ⅳ
派遣交換留学の学内選考の出願には、必ず留学先大学使用言語（留学先で履修予定の授業で使用される
言語）の能力を証明する書類が必要です。原則として、1つの言語につき1種類の証明書を提出してくだ
さい。複数の証明書を提出したい場合には、1種類につき1枚のみ提出できます（例えば、TOEFL iBTの
結果を複数提出することは認めません）。次の表を参照し、早めに語学試験受験等の計画を立ててくだ
さい。
なお、志望理由や留学先での学習・研究計画等を書いていない言語や志望する大学で授業が開講され
ていない言語は、留学先大学使用言語とは認めず、証明書は受け付けませんので注意してください。

英語で授業を履修する場合

TOEFL iBT、IELTSの語学能力証明書
◦�TOEFL iBT・IELTSいずれの場合も受験後2年以内であること。
〈例〉2026年度秋募集に出願する場合

・受験日が2023年9月27日以降の場合は有効
・受験日が2023年9月26日以前の場合は無効

◦�TOEFL iBTはTest Taker Score Report（受験者用控えスコア票）、IELTS
はTest Report Formをアップロードすること。

◦�IELTSは、アカデミックモジュールのみ受け付けます。テストセンター受験型
のアカデミックモジュールであれば、コンピューター版とペーパー版のいずれ
も有効なスコアとして受け付けます。

※�TOEFL iBT Home Edi t ion／IELTS Onl ineでの出願は受け付けません。 
学内選考募集期日までに必ずテストセンター受験型のTOEFL iBT／IELTSのスコア
レポートをご用意ください。

◦�証明書はテスト1種類につき1枚のみ提出を可とする。
◦�語学教員作成の語学能力証明書では出願不可。
◦�英語が母語の塾生に限り、TOEFL iBTあるいはIELTSに代わり、以下の書類

の提出を可とする。ただし、以下の証明書を提出する場合であってもすべて
の出願登録を学内出願締切日までに行うことに留意すること。また学内選考
通過後、留学予定大学に願書を提出する際に、TOEFL iBTあるいはIELTSの
提出を求められた場合は、その指示どおりに提出すること。
▶�英語を第一言語とし、かつ授業が英語で行われた国（アイルランド、英国、

オーストラリア、カナダ（ケベック州以外）、ニュージーランド、もしくは米国
等。英語が複数の公用語のうちの一つである国や、公用語が英語でない国
で授業が英語だった場合は含まれない）で、中学校から高等学校にわたって
の在籍年数が通算5年以上であることを証明する書類（5年間以上の成績
が把握できる在籍した教育機関からの公式な英文成績証明書等）

▶�国際バカロレア（IB）　第一科目群　英語（1言語と文学　言語A：文学、
言語A：言語と文学、文学と演劇）の最終試験の成績証明書

韓国語で授業を履修する場合 韓国語能力試験（TOPIK）、「ハングル」能力検定試験、
韓国語能力評価試験（KLAT）、語学担当教員作成の語学能力証明書（＊）

インドネシア語で
授業を履修する場合 インドネシア語技能検定試験、語学担当教員作成の語学能力証明書（＊）

以下の書類をアップロードすること（各ファイルのサイズは5MB以下推奨）。

❶ 顔写真 脱帽上半身正面、背景なし、直近3ヵ月以内に撮影したもの。サイズは縦4cm（453ピク
セル）×横3cm（340ピクセル）が目安です。スナップ写真を切り抜いたものは受け付け
られません。

❷ 成績証明書 最新の和文成績証明書（各キャンパスの証明書発行機またはコンビニエンスストアにて
発行してください。K-Supportの学業成績表とは異なるので注意）。
◦�これまで所属したすべての学部および大学院の成績証明書をアップロードしてください。

他大学出身者は、出身大学から成績証明書を取り寄せてアップロードしてください。
◦�学士入学等をした場合は、現在の成績証明書に加えて、以前在籍していたすべての

学部の成績証明書をアップロードしてください。
◦�秋募集に出願する場合は、2025年9月22日以降に発行される2025年度春学期まで

の成績証明書を、春募集については、2025年度秋学期までの成績証明書をアップ
ロードしてください。

◦�成績証明書発行についての詳細は、塾生サイトを確認してください。
　� �https://www.students.keio.ac.jp/com/procedure/certificate/issue.html

❸ 語学能力証明書 留学先大学使用言語の公的機関が発行する能力証明書。以下の該当言語の指定書類、
P.084「 Ⅳ 語学能力証明書」ならびにP.099「協定校出願条件一覧」およびWebサイト
の各大学の語学能力基準を確認すること。出願期間中に指定された語学能力証明書を
アップロードできない場合は、いかなる理由があっても遅延を認めません。
英語で授業を履修する場合
▶英語の公的機関が発行する語学能力証明書。

◦TOEFL iBT、IELTS
英語以外の言語で授業を履修する場合
▶各種語学能力試験もしくは語学担当教員による語学能力証明書。
※�原則、公的な語学能力試験の証明書を提出してください。公的な語学能力試験の証明書が出願期間

内に用意できない場合に限り、例外的に、語学担当教員作成の語学能力証明書の提出を認めます。
※�主に、日本国内で通用する各種外国語検定試験（中国語検定試験、実用フランス語技能検定試験、

ドイツ語技能検定試験等）は、学内選考出願時には語学能力証明書として提出可能ですが、学内
選考通過後、各協定校への本出願にあたっては、受付が不可である場合があります。その場合、
学内選考通過後～協定校への本出願までの間に、留学先の政府や協定校が公認する検定試験の
スコア取得が必要となります。

❹ 留学許可書 慶應義塾大学での指導教員から留学を許可する文書。手紙やメール等、形式は問いません。

❺ 受入承諾書 志望大学の指導教員から受入の内諾を示す文書。通常、正式に出願していないため、正
式な受入承諾（Letter of Acceptance）は発行されませんが、交換留学生として正式
に出願した際には、指導教員となってもらえるかを確認すること。メール等文書の形式は
問いません。複数の大学を志望する場合、それぞれの大学ごとに、受入承諾書を提出して
ください。なお、当該大学の事情により提出できない場合は、理由書を提出してください。

❻ �GREテストスコア
（該当者のみ）

GRE(General Test・Subject Test)のスコア。米国の大学院に留学する場合、プログ
ラムによってはGREのスコアが必要になります。各自で希望大学院において必要なGRE
を確認・受験し、出願期間内にスコアを提出してください。

❼ �大学院合格証明書
（該当者のみ）

学部4年に在籍し、なおかつ応募時の次年度に大学院学生として留学を希望する場合、慶應
義塾大学の研究科からの合格証明書をアップロードしてください。派遣交換留学への出願
後に大学院入学試験を受験する場合は、大学院合格後に提出してください。ただし、大学
院入学試験が不合格だった場合は、派遣交換留学候補生の資格が取り消しとなります。

❽ 誓約書 保証人とよく相談したうえで出願者および保証人が署名してください。
交換留学終了後まで大切に保管してください。
誓約書は以下のページからダウンロードが可能です。
� �https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/applications.html

スコアレポートが手元に届いていない場合のみ、オンラインにて閲覧できるスコアのプリントアウトのアップロードを
可とします。なお、スコアのプリントアウトに氏名や受験番号等の記載がない場合は、本人確認ができませんので、
その場合は必ず、受験票等の個人が特定できる書類を併せてアップロードしてください。
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選考Ⅴ

◦ 書類審査

① 留学計画　目的や内容、留学希望大学に関する知識等
② 専門分野に関する知識　専門性や学業成績
③ 自己表現の明確さ	
④ 自立心・精神的成熟度・社会性・積極性・協調性
⑤ 留学先大学使用言語の聴解力・口頭表現力・読解力・作文力
⑥ 異文化に対する適応力や柔軟性

① 留学計画	目 的や内容、留学希望大学に関する知識等
② 専門分野に関する知識　専門性や学業成績
③ 自己表現の明確さ	
④ 自立心・精神的成熟度・社会性・積極性・協調性
⑤ 留学先大学使用言語の聴解力・口頭表現力・読解力・作文力
⑥ 異文化に対する適応力や柔軟性
⑦ 留学先での研究計画の内容

1

2

審査

選考で重視されるポイント

▪学部生

▪大学院生

学業成績や語学能力だけを重視した選考ではありません。

中国語で授業を履修する場合
HSK中国語検定、中国語検定試験、華語文能力測検（台湾の協定校を志望する
場合のみ）、語学担当教員作成の語学能力証明書（＊）

◦�HSK中国語検定の場合、出願時に級および点数も入力すること。

フランス語で 
授業を履修する場合

DELF／DALF、実用フランス語技能検定試験、TCFの語学能力証明書（＊） 

語学担当教員作成の語学能力証明書（＊）

ドイツ語で 
授業を履修する場合

ゲーテ・インスティトゥート検定試験の証明書、ゲーテ・インスティトゥート検定試
験の講座受講証明書、TestDaf、ドイツ語技能検定試験、オーストリア政府公
認ドイツ語能力検定試験、語学担当教員作成の語学能力証明書（＊）

スペイン語で 
授業を履修する場合 DELE、スペイン語技能検定、語学担当教員作成の語学能力証明書（＊）

イタリア語で 
授業を履修する場合 CILS、実用イタリア語検定試験、語学担当教員作成の語学能力証明書（＊）

ロシア語で 
授業を履修する場合

ロシア語検定試験、ロシア語能力検定試験、
語学担当教員作成の語学能力証明書（＊）

その他言語で 
授業を履修する場合 各種公的な語学能力試験、語学担当教員作成の語学能力証明書（＊）

 主として日本国内で通用する各種外国語検定試験
主に、日本国内で通用する各種外国語検定試験（中国語検定試験、実用フランス語技能検定試験、
ドイツ語技能検定試験等）は、学内選考出願時には語学能力証明書として提出可能ですが、学内
選考通過後、各協定校への本出願にあたっては、受付が不可である場合があります。その場合、留学
先の政府や協定校が公認する検定試験のスコアが必要となります。試験によっては年間の実施回数
が限られていたり、スコアが手元に届くまでに数週間～数ヵ月かかるものもありますので、学内選考
の結果が判明する前から、計画的に受験の準備を行ってください。

 語学担当教員作成の語学能力証明書
公的な語学能力試験の証明書が出願期間内に用意できない場合に限り、例外的に、語学担当教員
作成の語学能力証明書での提出を認めます。語学能力証明書は、担当教員から、直接国際センター
宛てにオンラインフォームにて提出となります。提出までの流れは、国際センターWebサイトにて
お知らせします。
※�学内選考出願時には語学担当教員による語学能力証明書のみでも出願を受け付けますが、協定校への出願時には、通常、

公的機関による語学能力証明書の提出が求められます。試験によっては年数回しか実施がないものもあるため、計画的に
受験してください。

（＊）�学内出願時は、原則、公的な語学能力試験の証明書を提出してください。公的な語学能力試験の証明
書が出願期間内に用意できない場合に限り、例外的に、語学担当教員作成の語学能力証明書の提出
を認めます。
語学担当教員作成の語学能力証明書の申請時には、必ず公的な語学能力試験の受験予定日を記入
いただきます。
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派遣交換留学 応募状況Ⅵ

▪秋募集

国・地域 派遣先大学名
2025年度募集 2024年度募集 2023年度募集

募集
人数

第1志望
出願者数

学内選考
通過者数

募集
人数

第1志望
出願者数

学内選考
通過者数

募集
人数

第1志望
出願者数

学内選考
通過者数

China

Beijing Foreign Studies University 2 0 0 3 0 0 2 0 0
Beijing Normal University 3 0 0 4 0 0 4 0 0
City University of Hong Kong 1 0 1 2 0 1 2 0 0
Fudan University 3 1 1 2 1 1 2 0 0
Jilin University 2 0 1 2 0 0 2 0 1
Nanjing University 1 0 0 2 0 0 2 1 2
Nankai University 1 0 0 2 1 1 1 0 0
Peking University 2 0 0 1 4 1 1 4 1
Renmin University of China 2 0 0 2 0 0 2 0 0
Shanghai Jiao Tong University 3 0 0 3 1 2 3 0 1
The Chinese University of Hong Kong 4 1 1 4 0 0 4 1 1
The University of Hong Kong 3 1 3 2 1 2 2 2 2
Tsinghua University 1 5 1 2 3 2 2 5 2
University of Macau 1 0 1 1 1 1 1 0 0
Xi'an Jiaotong University 1 0 0 3 1 0 3 0 0
Zhejiang University 3 5 3 3 0 2 3 2 3

Indonesia Universitas Indonesia 2 1 1 2 0 0 1 1 1

Korea

Ewha Womans University 1 0 0 1 0 0 1 0 0
Korea University 3 1 0 6 2 3 6 0 2
Pusan National University(2024～) 1 1 0 1 0 0 - - -
Seoul National University 3 1 1 3 4 3 3 1 2
Yonsei University 2 2 2 2 1 1 4 5 4

Malaysia Universiti Malaya(2024～) 1 1 0 2 0 0 - - -
Philippines University of the Philippines 1 0 0 1 0 0 1 0 0

Singapore
National University of Singapore 2 15 2 2 17 2 2 18 2
Singapore Management University 2 1 1 3 1 3 4 1 4

Taiwan
National Chengchi University 2 1 2 2 1 1 2 1 1
National Cheng Kung University 1 1 0 1 0 1 1 0 0
National Taiwan University 3 2 2 3 4 3 3 0 1

Thailand Chulalongkorn University 1 0 0 1 1 1 1 1 1
Viet Nam Foreign Trade University 1 1 1 3 0 0 3 0 1

Canada

Concordia University 1 1 1 2 1 2 4 0 1
McGill University 1 0 0 1 0 1 3 2 3
Queen's University 2 0 2 3 5 3 4 5 5
The University of British Columbia 5 2 2 9 10 8 10 7 9
Université de Montréal 2 0 0 4 0 0 5 0 1
University of Calgary 1 2 1 1 1 1 3 1 3
University of Toronto 1 2 1 2 15 2 2 10 2
York University (Canada) 1 0 1 1 1 1 2 5 2

直近3年間の派遣交換留学への応募状況は以下のとおりです。

国・地域 派遣先大学名
2025年度募集 2024年度募集 2023年度募集

募集
人数

第1志望
出願者数

学内選考
通過者数

募集
人数

第1志望
出願者数

学内選考
通過者数

募集
人数

第1志望
出願者数

学内選考
通過者数

United 
States of 
America

Allegheny College 3 1 3 3 1 3 1 3 1
American University 2 1 2 2 3 2 1 0 1
Boston University 4 7 4 4 1 4 5 18 5
Brown University 1 17 1 2 8 2 2 11 2
Bryn Mawr College 2 0 0 2 0 0 2 1 1
Carnegie Mellon University 2 3 2 2 7 2 2 8 2
Dartmouth College 2 2 2 1 5 1 1 2 1
Georgetown University 1 9 1 1 2 1 募集なし - -
Illinois Wesleyan University 募集なし - - 募集なし - - 2 0 2
Manhattanville University 1 1 1 2 0 2 1 0 1
Rice University 1 0 1 1 0 1 1 3 1
The College of William & Mary 3 2 3 1 0 1 5 1 5
The University of North Carolina at Chapel Hill 4 10 4 4 12 4 2 8 2
University of California Education Abroad Program 13 24 13 14 25 12 13 36 13
University of Hawai'i at Mãnoa 5 8 5 5 4 5 5 6 5
University of Illinois at Urbana-Champaign 2 3 2 2 3 2 2 2 2
University of Maryland, College Park 3 0 1 1 1 1 2 0 2
University of Notre Dame 1 1 1 1 0 1 1 0 1
University of Pennsylvania 2 8 1 2 6 2 2 11 2
University of Washington 5 20 5 3 9 3 3 10 3
University of Wisconsin-Madison 1 10 1 4 4 4 4 4 4
Western Michigan University 3 8 3 3 2 3 3 6 3

Mexico Tecnológico de Monterrey 2 0 0 2 0 0 3 0 0

Austria WU (Vienna University of Economics 
and Business) 2 6 2 1 6 1 2 4 2

Belgium Universiteit Antwerpen 2 1 2 2 0 2 2 2 2
Denmark Aarhus University 2 6 2 2 6 2 3 0 3

France

École normale supérieure (ENS) 1 1 1 1 0 0 1 2 1
EDHEC Business School 6 3 3 5 2 3 5 4 3
ESSEC Business School 5 5 3 7 2 5 6 3 5
HEC Paris 3 7 3 3 8 3 3 5 3
INALCO 2 1 1 2 1 2 1 0 0
Jean Moulin-Lyon 3 University 3 3 3 3 1 3 2 0 1
Sciences Po 6 10 6 6 10 6 10 12 10
Toulouse 1 Capitole University 2 1 2 2 0 2 2 0 0
Université Côte d'Azur 2 0 0 1 0 0 3 0 0
Université Paris Cité 2 1 1 2 1 2 2 0 0
Université de Strasbourg 5 3 5 5 7 5 5 5 5
Université Paris 1 Panthéon-Sorbonne 2 0 0 2 0 0 2 0 1
Université Sorbonne Nouvelle 3 0 0 3 0 0 3 1 1

Germany

Freie Universität Berlin 3 0 0 2 5 2 2 1 1
Heinrich Heine University Düsseldorf 2 1 1 1 1 1 2 0 0
Martin Luther University Halle-Wittenberg 3 1 1 3 0 0 3 0 0
RWTH Aachen University 3 0 1 7 2 5 3 0 3
Saarland University 3 1 2 3 1 1 3 0 0
Technische Universität Darmstadt (TU 
Darmstadt) 2 0 0 1 0 1 2 1 2

Technische Universität München (TUM) 3 2 2 5 5 5 1 5 1
TU Dresden 3 0 0 3 0 1 3 0 0
University of Bonn 2 2 1 2 1 1 2 0 2
University of Cologne 2 0 2 3 2 2 2 3 2
University of Siegen 2 1 0 3 0 2 1 1 1
WHU-Otto Beisheim School of Management 1 0 0 3 0 0 5 1 2

Greece National and Kapodistrian University of Athens 1 0 0 1 0 0 1 0 0
Hungary University of Pécs 2 0 2 2 0 2 2 0 2
Ireland University College Dublin 1 1 1 2 3 2 1 2 1
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国・地域 派遣先大学名
2025年度募集 2024年度募集 2023年度募集

募集
人数

第1志望
出願者数

学内選考
通過者数

募集
人数

第1志望
出願者数

学内選考
通過者数

募集
人数

第1志望
出願者数

学内選考
通過者数

Italy

Ca' Foscari University of Venice 3 1 3 7 3 7 1 2 1
"L'Orientale" University of Naples 1 0 0 2 0 0 2 0 0
Sapienza Università di Roma 1 0 1 2 1 2 1 0 1
Università Bocconi 1 15 1 1 8 1 1 3 1
University of Pavia 2 0 2 2 0 2 1 2 1

Netherlands

Erasmus University Rotterdam 6 2 3 7 10 7 10 2 9
Leiden University 2 2 2 2 1 2 2 1 2
University of Amsterdam 3 1 2 2 2 2 2 2 2
VU University Amsterdam 3 4 3 4 4 4 4 5 4

Norway
University of Bergen 1 6 1 1 3 1 2 4 2
University of Oslo 2 9 2 4 14 4 4 9 4

Poland University of Warsaw 2 3 2 2 1 2 2 2 2

Russia
Far Eastern Federal University 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Lomonosov Moscow State University 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Saint Petersburg State University 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Spain

ESADE Business School 2 8 2 2 5 2 2 4 2
Pompeu Fabra University (UPF) 1 1 1 1 0 0 1 3 1
Universidad de Salamanca (USAL) 1 1 1 2 0 0 2 0 0
Universitat Autònoma de Barcelona (UAB) 2 0 0 2 2 2 2 0 0
University of Navarra 3 2 3 3 1 3 3 2 3

Switzerland

University of Bern 2 1 2 2 2 2 2 2 2
University of Geneva (UNIGE) 5 5 5 5 6 5 5 2 5
University of Lausanne (UNIL) 3 3 3 3 0 3 4 1 4
University of St.Gallen 3 4 3 4 3 4 3 1 3
University of Zurich 1 0 0 1 1 0 1 0 0

Sweden

KTH 2 6 2 2 4 2 2 6 2
Lund University 2 6 2 2 3 2 2 5 2
University of Gothenburg 3 9 3 3 8 3 2 6 2
Uppsala University 1 8 1 1 6 1 2 12 2

Turkey Bogazici University 1 0 1 1 1 1 1 0 1

United
Kingdom

Cardiff University 2 1 2 2 2 2 2 5 2
Durham University (2025～) 1 5 1 - - - - - -
King's College London 2 1 2 3 3 3 3 1 3
Royal Holloway, University of London 2 2 2 2 0 1 2 2 2
SOAS, University of London 2 0 0 2 3 2 2 0 1
The University of Edinburgh 2 9 2 2 7 2 2 5 2
The University of Manchester 2 5 2 2 5 2 3 3 3
The University of Sheffield 1 1 1 1 1 1 4 0 2
The University of Warwick 4 2 4 3 1 2 3 8 3
University of Birmingham 2 7 2 3 4 3 2 7 2
University of Glasgow 2 5 2 2 3 2 2 1 2
University of Southampton 2 0 0 2 1 0 4 0 1
University of St Andrews 1 1 1 1 0 0 1 0 0
University of York (UK) 2 1 2 2 1 2 2 1 1

合計 303 377 211 346 355 252 351 367 256

 募集時期別統計 （出願者・学内選考通過者）

学部生4年
3名
0.8%

学部生1年
112名
29%

学部生2年
226名
58%

学部生3年
46名
12%

学部生2年
18名
58%

学部生3年
12名
39%

大学院生
1名
0.2%

学部生4年
1名
0.5%

学部生1年
53名
25%

学部生2年
133名
63%

学部生3年
23名
11%

学部生2年
13名
68%

学部生3年
6名
32%

大学院生
1名
0.5%

学部生4年
1名
3%

2025年度秋募集
出願者

（学内選考出願時学年） 2024年度春募集 （学内選考出願時学年）

出願者

学内選考通過者 学内選考通過者

▪春募集

国・地域 派遣先大学名
2024年度募集 2023年度募集 2022年度募集

募集
人数

第1志望
出願者数

学内選考
通過者数

募集
人数

第1志望
出願者数

学内選考
通過者数

募集
人数

第1志望
出願者数

学内選考
通過者数

Australia

The Australian National University 2 5 2 2 2 2 2 2 2
The University of Melbourne 2 5 2 5 9 5 10 19 10
The University of New South Wales 2 1 2 6 6 6 10 5 5
The University of Queensland 4 9 4 2 9 2 募集なし - -
The University of Sydney 5 7 5 6 8 6 6 4 6

New Zealand
The University of Auckland 2 6 2 2 9 2 4 3 4
University of Otago 1 0 1 1 1 1 1 4 1

Argentina Torcuato di Tella University 3 0 0 2 2 2 6 0 0
合計 21 33 18 26 46 26 39 37 28
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よくある質問Ⅶ

出願準備について

出願について

Q 協定大学についてどのように調べたらよいですか？
P.063「志望大学の選び方」などを参考にさまざまな観点から複数の大学を比較し、調べましょう。派遣交換留学生募集
要項に各大学WebサイトのURLが掲載されていますので必ず確認してください。また、P.021「 Ⅰ 留学に関する情報
収集」も参考にしてください。各国大使館等が行う留学フェアに参加して情報収集するのも良い方法の一つです。

A

Q 学部1年生が出願すると不利なのですか？
学部1年生であるということ自体が、選考上大きく不利に働くことはありません。ただし、学部1年生は学内選考の準備に
当てられる期間が他の学年に比べ短いことから、より積極的な準備が求められます。また留学先で履修できる科目に制
限があったり、専門分野を学ぶための基礎知識が十分でない場合があります。

A

Q 過去に留学をされた方から話を聞くことはできますか？
過去の派遣交換留学生の留学報告書にE-mailアドレス等の連絡先が記載されている場合は、直接連絡をとっていただいて結構です。A

Q 学部生と大学院生はどちらが有利ですか？
選考では、学部生なら学部生の資質が、大学院生なら大学院生の資質が十分にあるかということが審査されますので、ど
ちらが有利ということはありません。

A

Q 留学先で専門分野以外の勉強をすることはできますか？
前提として、交換留学先では、所属大学（本学）で履修している分野・科目と同等の分野・科目を履修することとなります。
協定校側で履修のための要件や人数制限等が定められていない場合に限り、専門分野以外の科目を履修できる可能性
があります。

A

Q 成績・語学力はどの程度選考に関係ありますか？
選考は総合評価ですので、成績のみあるいは語学能力のみで決まるものではありません。選考では、提出されたすべて
の書類が評価の対象になるとお考えください。詳細は、P.086「 2 選考で重視されるポイント」をご覧ください。

A

Q 交換留学中の学費はどうなりますか？
派遣交換留学生は、留学先大学での学費は免除されますが、慶應義塾大学の学費を本学に納めます。詳細は、P.048

「 2 留学中の学費」をご覧ください。
A

Q 志望大学は第6志望まで書く必要がありますか？
記入する志望大学の数は任意です。志望大学について丁寧に調べ、本当に留学を希望する大学のみを選択してくださ
い。学内選考通過後は、原則として留学の辞退を認めていません。記載されている志望大学が少ないあるいは多いこと
が、学内選考上、大きく有利・不利に働くことはありません。ただし、志望大学が少ないと、希望者数が当該大学の募集人
数を超える場合には、相対評価が行われるため、留学できなくなる可能性が高まります。

A

Q 留学費用はいくらぐらい必要ですか？
留学先の国や地域、また過ごし方によっても大きな差があります。P.028「 Ⅲ 留学のための費用」やP.070、P.075「出願
上の留意点」、留学先大学のWebサイト、過去の派遣交換留学生の留学報告書等を参考にしてください。

A

� �https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/report/report_f.html

Q TOEFL／IELTSのスコアが出願に間に合わないのですが、その場合出願できませんか？
スコアは出願時に必要です。出願時に間に合わない場合は、出願を受け付けません。ただし、オンラインで閲覧できる
スコアのプリントアウトでも受理します。なお、スコアのプリントアウトに氏名や受験番号等の記載がない場合は、本人確認
ができませんので、その場合は必ず、受験票等をあわせてアップロードしてください。また、IELTSでは、Investigation

（IELTS本部が受験者にランダムで行っている調査）の対象になると、試験結果が届くまでに通常より大幅に時間を要し
ます。TOEFLにおいても、再採点を依頼しているうちは、テストスコアは無効となるため、こうした事態が発生した場合で
も期日までにスコアを提出できるよう、必ず余裕をもって受験するようにしてください。いかなる場合においても、期日後
の提出は認めていません。

A

Q TOEFLのスコアが、出願期間のあとすぐに切れてしまいますが、大丈夫ですか？
TOEFLのスコアの有効期限は受験日から2年間です。スコアの有効期限が出願締切日の翌日以降であれば、学内の出願には問題
ありません。ただし、学内選考通過後、留学先大学に出願するまでに、再度必要点数を満たすスコアを提出しなければなりません。

A

Q 英国の大学への留学を志望していますが、TOEFL iBTのスコアしか持っていません。出願できますか？
TOEFL iBTのスコアが各協定校の募集要項に記載されている場合であれば、学内出願は可能です。ただし、英国ビザ
取得や留学先大学への出願の際に、IELTSのスコアが必要になる場合があります。その場合は、速やかにIELTSを受験
し、必要点数を満たすスコアを取得する必要があります。

A

Q TOEICで700点位とれましたが、TOEFLと換算ができますか？
TOEFLとTOEICの点数換算はできません。必ず出願に間に合うようにTOEFLやIELTSを受験してください。A

Q TOEFLスコアの“Test Taker Score Record”でも出願できますか？ 
“Test Taker Score Record”と“Official Score Report”はどう違いますか？

慶應義塾大学交換留学プログラムに出願する際には、“Test Taker Score Record”を用いてください。“Test Taker 
Score Record”は受験者用控えスコア票で、受験後に米国ETSより受験者宛てに送付されるもので、原則として再発行
はありません。あくまで受験者の確認用であり、多くの場合、公式なスコア票としては認められません。“Official Score 
Report”は公式なスコア票で、受験者の希望により米国ETSから直接志望団体に送付されるもので、受験者には送付さ
れません。これは、公式な目的でスコア票を提出させる際に改ざんができないよう配慮されているためです。

A

◦TOEFL よくある質問　　 https://www.toefl-ibt.jp/test_takers/toefl_ibt/faq4.html

Q TOEFL iBTのMy Best Scoresは学内選考の出願に使えますか？ 
また、IELTS One Skill Retake Scoresは学内選考の出願に使えますか？

TOEFL iBTはTest Date Scoresのみ有効とします（My Best Scoresは評価されません）。
また、IELTS One Skill Retake Scoresは受け付けません。

A

Q 留学先での学習・研究計画書は志望大学それぞれについて書く必要がありますか？
それぞれの大学ごとに書いてもかまいませんし、第1志望に焦点を当てて書いていただいても結構です。「自分のやりた
いことは××なので、それは○○大学でも△△大学でもできる」といった書き方でもかまいません。特に決まりはありませ
んので、志望大学についてよく調べ、「自分がどの大学で何を学びたいのか」を十分アピールしてください。

A

国際センターWebサイトにて随時更新中ですので、ご不明な点がありましたらまずは、以下のサイトを
ご覧ください。

◦国際センターWebサイト「よくある質問」
	 https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/faq.html



第　  部 慶應義塾大学派遣交換留学生募集要項Ⅱ

第
2
章
　
出
願・選
考

0 9 3 094

慶應義塾大学派遣交換留学生募集要項

Q どんな授業でも履修できますか？
前提として、交換留学先では、本学で履修している分野・科目と同等の分野・科目を履修することとなります。協定校側で
履修のための要件や人数制限が定められていない場合に限り、専門分野以外の科目を履修できる可能性があります。
各協定校の履修可能な分野は、学部生であれば国際センターWebサイト内の協定校別募集要項のUndergraduate 
programs open to exchange studentsの欄を確認してください。一般に協定校にて学ぶことができる学部・学科等
が記載されています。
なお、Business／Management, Economics, Law, Computer Science, Architecture, Design, Medicine, 
Nursing等、専門性の高い分野においては、一般的に、交換留学生に対し、何らかの履修制限を設けているケースが多く
あります。ご自身の慶應での履修状況と、協定校にて交換留学生向けに開講されている分野・科目を照らし合わせ、履修
可能な科目が十分設置されていることをよくご確認ください。また、上記以外の分野においても、科目により履修のため
の要件が定められていたり、人数制限が設けられていたりすることがありますので、希望した科目がすべて履修できる
わけではないことは、あらかじめご承知おきください。

A

Q 留学すると就職活動は不利になりませんか？
自分が自信を持って「これを学んだ、こんな経験をしてきた」ということを就職活動の際にアピールすることができれば、
むしろ有利になる可能性もあります。ただし、希望している職種によっては就職活動の時期が限定される場合があります
ので、各自事前に就職担当窓口で確認しておく必要があります｡なお、留学先大学に留学中は、休暇以外の時期に就職
活動等のため一時帰国することや、自己都合により留学期間を切り上げて早期帰国することは一切認められません。

A

Q 修得してきた単位は卒業単位として認められますか？ 帰国後、進級できますか？
単位の認定は、帰国後に所属学部・研究科の学事担当へ「単位認定願」を提出し、教授会または研究科委員会等で審議の
うえ決定されます。進級については、遡及進級の要件を満たしているかどうかにより決定します。詳しい手続きについて
は､ 各学部・研究科学事担当者に確認してください。

A

Q 就職活動のために帰国を早めることはできますか？
留学中は派遣先大学での学業に専念することが求められます。交換留学の期間は、派遣先大学における1学年間です。
個人の判断で留学期間を短縮することはできませんので注意してください。最終試験終了まで在籍して初めて留学期間
を満了したとみなします。就職活動を理由として学期中に一時帰国することや、自己都合により留学期間を切り上げて
早期帰国することは一切認めていません。

A

Q 4年間で卒業できますか？
卒業、および帰国後の遡及進級については、各学部・研究科により条件が異なりますので、各学部・研究科学事担当者に
確認してください。

A

Q どんな場所に住むのですか？
留学先大学によって若干異なりますが、基本的には留学先大学の寮または留学先大学の紹介するアパートや宿泊施設での
滞在となります。なお、交換留学先での宿舎は保証されていないため、派遣先大学が提供する宿舎に入居できなかった
場合は、自身で民間の宿舎等を手配する必要があります。また、宿舎の手配にあたっては、本学国際センターでは物件の
斡旋や情報提供等、部屋探しに関するサポートはできかねますので、あらかじめご承知おきください。

A

Q 授業は留学生のために設置された授業を履修することになりますか？
基本的には、現地の学生と同じ授業を履修することになります。一部の大学では、留学生用に開講された授業を履修すること
があります。

A

Q 期間を延長（短縮）して留学できますか？
慶應義塾大学派遣交換留学は1学年間が基本ですので、延長（短縮）はできません。交換留学では派遣先大学での学位
取得や派遣期間満了後の編入はできません。

A

留学先大学について

就職活動について

単位認定・進級・卒業について

P.033「 Ⅳ 留学する場合の就職活動」も確認してください。

P.047〜P.051も確認してください。

APPLICATION

国際センターWebサイトにて随時更新中ですので、ご不明な点がありましたらまずは、以下のサイトを
ご覧ください。

◦国際センターWebサイト「よくある質問」
	 https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/faq.html

Q 語学能力試験（英語を除く）の結果が、秋募集締め切りに間に合いませんが、大丈夫ですか？
出願時に必要な証明書について、P.080「 3 出願時に登録する内容・必要書類」およびP.084「 Ⅳ 語学能力証明書」を
確認してください。

A

Q 学内選考では複数校合格は出ますか？
合格となるのは志望している協定校のうち１校のみです。A
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アジア

オセアニア

北アメリカ

中央＆南アメリカヨーロッパ・中東

オーストリア
● ウィーン経済・経営大学

ベルギー
●アントワープ大学

デンマーク
● オーフス大学

フランス
● ENS（高等師範学校）
● EDHEC経営大学院
●エセック経済商科大学院大学
● HEC経営大学院
● INALCO（国立東洋言語文化大学）
●リヨン第３大学
● パリ政治学院
●トゥールーズ第1大学
●コート・ダジュール大学 
● パリ・シテ大学
●ストラスブール大学
● パリ第１大学
●ソルボンヌ・ヌーヴェル大学

ドイツ
● ベルリン自由大学
● デュッセルドルフ大学
● ハレ大学
●アーヘン工科大学
● ザールラント大学
● ダルムシュタット工科大学
●ミュンヘン工科大学
●ドレスデン工科大学
● ボン大学
● ケルン大学
●ジーゲン大学
● WHUオットー・バイスハイム経営大学

ギリシャ
●アテネ大学

ハンガリー
● ペーチ大学

アイルランド
● ユニバーシティ・カレッジ・ダブリン

イタリア
● ヴェネツィア大学
●ナポリ東洋大学
● ローマ大学ラ・サピエンツァ
● ボッコーニ大学
●ミラノ大学（新規）
● パヴィア大学

オランダ
●エラスムス大学ロッテルダム 
● ライデン大学 
●アムステルダム大学
●アムステルダム自由大学

ノルウェー
● ベルゲン大学
● オスロ大学

ポーランド
● ワルシャワ大学

ロシア
● 極東連邦大学
● モスクワ国立大学
● サンクト・ペテルブルク国立大学

スペイン
● ESADEビジネススクール
● ポンペウ・ファブラ大学
● サラマンカ大学
● バルセロナ自治大学
●ナバラ大学

スウェーデン
● 王立工科大学
● ルンド大学
●ヨーテボリ大学 
● ウプサラ大学

スイス
● ベルン大学
●ジュネーブ大学
● ローザンヌ大学
● ザンクトガレン大学
● チューリヒ大学

トルコ
● ボアジチ大学

英国
● カーディフ大学
● ダラム大学
● キングズ・カレッジ・ロンドン
●ロンドン大学ロイヤルホロウェイ
●ロンドン大学東洋アフリカ学院
●エジンバラ大学
●マンチェスタ一大学
●シェフィールド大学
●ウォーリック大学
● バーミンガム大学
● グラスゴー大学
● サウサンプトン大学
●セント・アンドリューズ大学
●ヨーク大学（英国）

韓国
● 梨花女子大学
● 高麗大学
● 釜山大学
●ソウル国立大学
● 延世大学

マレーシア
● マラヤ大学

フィリピン
●フィリピン大学

シンガポール
● シンガポール国立大学
●シンガポールマネジメント大学
●シンガポール工科デザイン大学（新規）

台湾
● 国立政治大学
● 国立成功大学
● 国立台湾大学

オーストラリア
● オーストラリア国立大学
●メルボルン大学
●ニューサウスウェールズ大学
●クイーンズランド大学
●シドニー大学

ニュージーランド
● オークランド大学
● オタゴ大学

カナダ
●コンコルディア大学
●マギル大学
●クイーンズ大学
● ブリティッシュ・コロンビア大学
●モントリオール大学
● カルガリー大学
●トロント大学
●ヨーク大学（カナダ）

米国
●アレゲニー大学
●アメリカン大学
● ボストン大学
● ブラウン大学
● ブリンマ一大学
● カーネギーメロン大学
● ダートマス大学
●ジョージタウン大学
●イリノイ・ウェズリアン大学
●マンハッタンビル大学
●ライス大学

●ウィリアム・アンド・メアリー大学
●ノースカロライナ大学チャペルヒル校
●カリフォルニア大学EAP
● ハワイ大学マノア校
●イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校
●メリーランド大学カレッジパーク校
●ノートルダム大学
● ペンシルバニア大学
● ワシントン大学
●ウィスコンシン大学マディソン校
●ウェスタンミシガン大学

アルゼンチン
●トルクァト・ディ・テラ大学

メキシコ
● モンテレイ工科大学

アジア

オセアニア

北アメリカ

中央＆南アメリカ

ヨーロッパ・中東

中国
● 北京外国語大学
● 北京師範大学
● 香港城市大学
● 復旦大学
● 吉林大学
● 南京大学
● 南開大学
● 北京大学
● 中国人民大学
● 上海交通大学
● 香港中文大学
● 香港大学
● 清華大学
●マカオ大学
● 西安交通大学
● 浙江大学

インドネシア
●インドネシア大学

タイ
● チュラロンコン大学

ベトナム
● 貿易大学（ハノイ）

！
！

！
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派遣交換留学の学内選考に出願する際は、必ず「国際センターＷｅｂサイト」掲載の「協定校別募集要項」
および「各協定校独自Ｗｅｂサイト」を確認しましょう。
交換留学生が学ぶことができる学部・分野、出願の要件など、変更となる可能性もあります。また、新たに
募集が開始される協定校、年度によって募集のない協定校もありますので、常に最新の情報を確認するよう
にしてください。
※本章の情報は、2025年5月時点のものとなります。

◦国際センター派遣交換留学Webサイト　
　 https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/ex_partners.html
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国際センターWeb＞海外への留学＞交換留学＞協定校別募集要項
https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/ex_partners.html

慶應義塾大学派遣交換留学は秋と春の2回に分けて募集をしており、協定校によって募集時期や出発時期が
異なります。選考スケジュールや出発時期など、詳細は第Ⅱ部P.061「2026年度 交換留学スケジュール」や
P.065「 Ⅰ 2026年度 出願・選考スケジュール」を確認してください。

国際センターWebサイトの協定校別募集要項を必ず確認してください。
P.097はWebページの見本ですので各項目と照らし合わせて志望大学の情報を確認しましょう。
募集要項は各協定校からの回答を基に作成していますが、予告なく内容が変更される場合があります。
最新の情報を随時国際センターおよび各協定校のWebサイトで確認をしてください。

 協定校別募集要項各項目について（詳細）

1 まずは大学の写真や動画を見てどんな大学か確認しましょう。講義の動画を公開している大学も
あります。

2 　 募集人数は毎年変更があります。随時最新情報をチェックしましょう。

3 　
出願資格として学年の制限等がある大学もあります。自分が出願資格条件を満たすか確認しま
しょう。なお、記載の学年は渡航時のものです。出願時は学年が満たしていなくても渡航時に満た
していれば、志望可能です。

4 　 留学期間は国、地域、大学によって異なります。各大学のAcademic Calendarも調べてみましょう。

5 　 大学があるのはどんな地域でしょうか？物価や環境を調べてみましょう。

6 　
どのような特徴を持った大学で学びたいでしょうか？各大学のWebページや先輩の留学報告書
をみてみましょう。今まで知らなかった大学の魅力を発見することができるでしょう。

7 　
交換留学生は履修に制限がある場合もあります。
あらかじめ留学先での学習計画を立て、渡航後も柔軟に対応できるようにしておきましょう。

8 　 成績証明書に記載された累積GPAが条件に達しているか確認しましょう。

9 　
現地で授業履修が可能な言語を確認しましょう。多くの大学では、非英語圏であっても英語に
よる授業履修が可能ですが、開講授業数は出願先の協定校や分野により大きく異なるため、必ず
応募前に言語ごとの開講状況を確認しておきましょう。

10 　
語学要件を満たしたスコアを取得する必要があります。

交換留学学内選考時に提出するスコアについては、P.068、P.073を確認してください。

11 　 詳細なスケジュールが掲載されている場合もあるので各大学のWebページを確認しましょう。

12 　 その他、さまざまな重要な情報が載っています。必ず確認しましょう。

13 　 独自の奨学金がある大学もあります。

14 交換留学生となった場合、住まいはどうなるのか？先輩の留学報告書もあわせて確認しましょう。

15 過去に交換留学に参加した塾生や、国際センターからのコメントを掲載しています。

■協定校別募集要項（Webサイト）の見方
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慶應義塾大学派遣交換留学生募集要項

協定校出願条件一覧
出願条件（語学能力要件・GPA等）は、各協定校で定めるものとなり、このページに掲載された条件から変更となる可能性が
あります。最新情報は、必ず国際センター「交換留学最新情報」および「各協定校別募集要項」にて確認ください。学内選考出願
時点で希望する協定校の最新の出願条件を満たさない場合、その大学は学内選考対象外となるので注意してください。
大学院生の応募に関しては、出願にあたり、求められる語学能力要件やGPA要件が異なることがありますので、詳しくは、国際
センター「各協定校別募集要項」を確認ください。

※�国際センターWebサイトの協定校別募集要項は、随時更新しますので、常に最新情報を確認するようにしましょう。
各協定校のWebサイトにより詳しい内容が掲載されていますので、必ず確認してください。大学の規模や環境、授業の詳しい内容等
や、交換留学生が履修できる授業や制限等、詳細が確認できます。

国名 大学名
TOEFL

iBT
（総合）

IELTS
（総合）

学部別
英語要件

履修可能
言語 英語以外の言語 GPA 院生 学年制限 備考

中国

北京外国語大学 79 6.0 英語・中国語 中国語：�HSK level 5（180点以上かつ、各セクション
60点以上） 3.00 ○

・中国籍の学生は不可
・英語で開講されているのはビジネス、英文学の分野のみ
・現地では所属大学での専攻分野と最も近い学部を選択する必要がある

北京師範大学 80 6.0 英語・中国語 中国語：HSK level 5以上（180点以上）　 3.00 ○ 中国籍の学生は不可

香港城市大学 79 6.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 ― ×
学部生のみ School of Law:GPA3.0以上

復旦大学 90 6.5 英語・中国語 中国語：HSK level 5（210点）以上 3.00 ○ ・中国籍の学生可。ただし、その場合、宿舎提供なし
・英語スコアは留学先での学期開始から遡って2年以内に受験したものである必要あり

吉林大学 79 6.0 英語・中国語

中国語： 
-�Chinese Language（Non-degree Program）:条件なし
-�Diplomacy（School of International and 
Public Affairs）：
HSK level 5（score 180）以上 & TOFEL iBT79 
or IELTS 6.0以上

-中国語教授法（Master Degree program）:
HSK level 5（score 180）以上

-その他の学部：HSK level 4（score 180）以上

― ○ ・中国籍の学生は不可
・英語で開講されているのは経済、法学の分野のみ

南京大学 78 6.0 英語・中国語 中国語：HSK level 5以上 ― ○ 中国籍の学生は不可

南開大学 80 6.0 英語・中国語 中国語：HSK level 4以上 3.00 ×
学部生のみ

・中国籍の学生は不可
・英語で開講されているのはビジネス、経済の分野のみ

北京大学 70 5.5 英語・中国語 中国語：HSK level 6以上（各セクション70以上） 3.50 ○
・中国籍の学生（香港、台湾、マカオ含む）は不可
・最終学年に在籍の学生の派遣は推奨されない
・英語で開講されている科目が少ない

中国人民大学 ― ― 中国語 中国語：HSK level 6以上 3.00 ○ 中国籍の学生は不可

上海交通大学 90 6.0 英語・中国語 中国語：HSK level 5以上（スコア有効期限2年） 3.00 ○ 中国籍の学生は不可

香港中文大学 80 6.0 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 3.00 ×
学部生のみ

・中国語のみで授業履修は不可
・以下の国籍の学生は、ビザに制約がある関係で受け入れ停止中（2024年現在）

-Afghanistan, Cuba, Laos, Nepal, North Korea and Vietnam
・Lawは所属大学でLawを専攻している学生のみ選択可

香港大学 93 6.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 2.50 ○
・中国語のみで授業履修は不可
・Faculty of Law：GPA3.2以上
・Faculty of Business & Economics（HKU Business School）:GPA3.0以上

清華大学 70 5.5 英語・中国語 中国語：�HSK level 5以上（各セクション60以上が
望ましい） ― ○ 中国籍の学生は不可

マカオ大学 70 5.5 英語・中国語 中国語：A2以上 ― ×
学部生のみ 中国籍の学生は不可

西安交通大学 80 6.0 英語・中国語 中国語：HSK level 4（180点） ― ○ ・中国籍の学生は不可
・英語で開講されている科目が少ない

浙江大学 70 5.5 英語・中国語 中国語：HSK level 5（180点） ― ○ 中国籍の学生は不可

インドネシア インドネシア大学 80 6.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語・
インドネシア語

インドネシア語：Certificate of TIBA必須
また、出願時にTOEFL・IELTSの提出も必須 3.00 ○

大韓民国

梨花女子大学 70 5.5 英語・韓国語 韓国語：A２ level（CEFR）以上 2.50 ○ 男子学生の応募も可

高麗大学 70 5.5 英語・韓国語 韓国語：授業を理解できる十分な韓国語力 2.50 ○

釜山大学 70 5.5 英語・韓国語 韓国語:授業を理解できる十分な韓国語力 ― ○ 履修不可の分野：Dentistry, Medicine, Korean Medicine, Nursing, Law

ソウル国立大学 88 6.0 英語・韓国語
韓国語：TOPIK level 5以上を強く推奨
Dept. of Korean History／Psychology／
Stat ist ics／Pharmacyは、KLAT leve l  5／
TOPIK level 5以上の証明書が必須

2.50 ○

延世大学 79 6.5 英語・韓国語 韓国語：KLAT level 4／TOPIK level 4 2.50 ○ 2年、3年、4年、院生 語学試験の結果は、延世大学での学期開始から遡って2年以内に受験したものである必要がある



第　  部 慶應義塾大学派遣交換留学生募集要項Ⅱ

第
3
章
　
協
定
校
別
募
集
要
項

1 0 1 102
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協定校出願条件一覧
出願条件（語学能力要件・GPA等）は、各協定校で定めるものとなり、このページに掲載された条件から変更となる可能性が
あります。最新情報は、必ず国際センター「交換留学最新情報」および「各協定校別募集要項」にて確認ください。学内選考出願
時点で希望する協定校の最新の出願条件を満たさない場合、その大学は学内選考対象外となるので注意してください。
大学院生の応募に関しては、出願にあたり、求められる語学能力要件やGPA要件が異なることがありますので、詳しくは、国際
センター「各協定校別募集要項」を確認ください。

※�国際センターWebサイトの協定校別募集要項は、随時更新しますので、常に最新情報を確認するようにしましょう。
各協定校のWebサイトにより詳しい内容が掲載されていますので、必ず確認してください。大学の規模や環境、授業の詳しい内容等
や、交換留学生が履修できる授業や制限等、詳細が確認できます。

国名 大学名
TOEFL

iBT
（総合）

IELTS
（総合）

学部別
英語要件

履修可能
言語 英語以外の言語 GPA 院生 学年制限 備考

マレーシア マラヤ大学 70 5.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 3.00 ○

フィリピン フィリピン大学 70 6.0 英語 3.00 ○

シンガポール

シンガポール国立大学 70 5.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 ― ×
学部生のみ

Faculty of Dentistry, Yong Loo Lin School of Medicine, Saw Swee Hock School of 
Public Health, Alice Lee Centre for Nursing Studies, Institute of Systems Science, 
Businessは履修不可／Economicsは履修できない可能性が高い

シンガポール
マネジメント大学 93 7.0 英語 ― ×

学部生のみ
シンガポール
工科デザイン大学 2026年度からの新規協定校です。出願条件は、国際センターWebサイト掲載の「協定校別募集要項」を確認してください。

台湾

国立政治大学 80 6.0 英語・中国語 中国語：�TOCFL（華語文能力測験）Superiorまた
は、HSK level 4 2.50 ○ 中国籍の学生は不可

国立成功大学 70 5.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語・中国語 中国語：�授業を理解できる十分な中国語力（学部に
より、B1もしくはB2を求められる場合がある） ― ○

・台湾籍の学生は不可
・語学およびGPA要件は学部によって異なる
・学部レベルで英語で開講されている科目は限られている

国立台湾大学 72 5.5 英語・中国語 中国語：HSK level 5, TOCFL Band B level 3 3.00 ○
・中国籍の学生は不可
・台湾パスポートのみの学生は不可
・Department of Anthropologyでは中国語必須
・所属大学での専攻分野と関連した学部を選択する必要あり

タイ チュラロンコン大学 79 6.0 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語・タイ語 タイ語：授業を理解できるタイ語力があること 2.75 ○ Politics and Global Studies Programは所属制限あり

ベトナム 貿易大学（ハノイ） 70 5.5 英語 ― ○

カナダ（＊）

コンコルディア大学 90 7.0 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 2.80 ○

マギル大学 90 6.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 3.00 ○ ・Lawは履修不可
・ManagementおよびEngineeringは所属制限あり

クイーンズ大学 88 6.5 英語 ― ×
学部生のみ

・BusinessはBusiness／Economicsを所属大学にて専攻している学生のみ選択可能
・英語スコアは留学先での学期開始から遡って2年以内に受験したものである必要あり

ブリティッシュ・
コロンビア大学 90 6.5 英語 3.00 ○

・Uni-wide枠:Law, Commerce以外の分野を履修
・Law枠：法学部法律学科生のみ選択可
・Commerce枠：CommerceやBusinessを学んでいる学生のみ選択可

モントリオール大学 ― ― フランス語 フランス語：B2（CEFR） 
※要件異なる学部あり ― ○ 語学およびGPA要件は、履修を希望する分野によっては別途要件が設定されている場合あり

カルガリー大学 86 6.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 2.70 ○

トロント大学 89 6.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 2.25 ○ Architecture, Landscape, and DesignおよびInformationの場合：GPA 2.7以上

ヨーク大学（カナダ） 88 6.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 2.50 ○

（＊）�2024年1月に、カナダ政府より、カナダへの留学に必要な学生ビザの発行数に制限をかける施策が発表されました。これに伴い、
カナダの協定校での交換留学生の受け入れは、現在不安定な状況が続いています。今後の情勢次第では、交換留学プログラムの
募集停止や中止が突然生じることもありますので、あらかじめご承知おきください。
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協定校出願条件一覧
出願条件（語学能力要件・GPA等）は、各協定校で定めるものとなり、このページに掲載された条件から変更となる可能性が
あります。最新情報は、必ず国際センター「交換留学最新情報」および「各協定校別募集要項」にて確認ください。学内選考出願
時点で希望する協定校の最新の出願条件を満たさない場合、その大学は学内選考対象外となるので注意してください。
大学院生の応募に関しては、出願にあたり、求められる語学能力要件やGPA要件が異なることがありますので、詳しくは、国際
センター「各協定校別募集要項」を確認ください。

※�国際センターWebサイトの協定校別募集要項は、随時更新しますので、常に最新情報を確認するようにしましょう。
各協定校のWebサイトにより詳しい内容が掲載されていますので、必ず確認してください。大学の規模や環境、授業の詳しい内容等
や、交換留学生が履修できる授業や制限等、詳細が確認できます。

国名 大学名
TOEFL

iBT
（総合）

IELTS
（総合）

学部別
英語要件

履修可能
言語 英語以外の言語 GPA 院生 学年制限 備考

米国

アレゲニー大学 80 6.0 英語 3.00 ×
学部生のみ

アメリカン大学 85 6.5 英語 3.00 ×
学部生のみ

ボストン大学 90 7.0 英語 3.00 ○

ブラウン大学 105 8.0 英語 ― ×
学部生のみ

ブリンマー大学 100 7.0 英語 3.00 ×
学部生のみ 3年 女子のみ出願可

カーネギーメロン大学 96 7.0 英語 ― ×
学部生のみ School of Computer Science, School of Designは所属不可

ダートマス大学 100 7.0 英語 ― ×
学部生のみ

ジョージタウン大学 88 ― 英語 3.00 ×
学部生のみ Bussiness, Law, Liberal Studiesは履修不可

イリノイ・ウェズリアン
大学 80 6.5 英語 3.00 ×

学部生のみ

マンハッタンビル大学 80 6.5 英語 3.00 ×
学部生のみ

ライス大学 100 7.0 英語 3.00 ×
学部生のみ

ウィリアム・アンド・
メアリー大学 100 7.0 英語 ― ×

学部生のみ
ノースカロライナ大学
チャペルヒル校 85 6.0 英語 2.80 ×

学部生のみ 2年、3年、4年

カリフォルニア大学
EAP 80 6.5 

○
キャンパスによって
要件異なる。Web
を参照すること。

英語 3.00 ○
受入キャンパスはUCEAP本部が決定
原則、UCでは慶應での専攻分野に相当する分野を履修することとなる
全塾交換留学ではNon-Economic枠への出願となる（Economic枠への出願は、経済学部独自枠
交換留学の募集要項を確認すること）

ハワイ大学マノア校 70 6.0 
○

望ましいスコア指定
あり。Webを参照
すること。

英語 2.50 ○

イリノイ大学アーバナ・
シャンペーン校 80 6.0 

○
要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 3.00 ○

メリーランド大学
カレッジパーク校 90 6.5 英語 3.00 ×

学部生のみ Business, Engineeringは履修不可

ノートルダム大学 90 7.0 英語 3.00 ×
学部生のみ Law School, Graduate Studiesは履修不可／Business等は制限あり

ペンシルバニア大学 100 7.0 英語 3.00 ×
学部生のみ Businessは商学部生のみ

ワシントン大学 76 6.0 英語 3.00 ×
学部生のみ

・Business, Professional programs, Fee-based programsは履修不可
・STEM coursesは履修制限あり

ウィスコンシン大学
マディソン校 95 6.5 英語 ― ○ Professional schoolsは履修不可／Businessは履修できない可能性が高い

ウェスタンミシガン
大学 71 6.0 英語 2.50

△
学部生が
望ましい

（院生はより
長い準備時間
が必要だが可）
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協定校出願条件一覧
出願条件（語学能力要件・GPA等）は、各協定校で定めるものとなり、このページに掲載された条件から変更となる可能性が
あります。最新情報は、必ず国際センター「交換留学最新情報」および「各協定校別募集要項」にて確認ください。学内選考出願
時点で希望する協定校の最新の出願条件を満たさない場合、その大学は学内選考対象外となるので注意してください。
大学院生の応募に関しては、出願にあたり、求められる語学能力要件やGPA要件が異なることがありますので、詳しくは、国際
センター「各協定校別募集要項」を確認ください。

※�国際センターWebサイトの協定校別募集要項は、随時更新しますので、常に最新情報を確認するようにしましょう。
各協定校のWebサイトにより詳しい内容が掲載されていますので、必ず確認してください。大学の規模や環境、授業の詳しい内容等
や、交換留学生が履修できる授業や制限等、詳細が確認できます。

国名 大学名
TOEFL

iBT
（総合）

IELTS
（総合）

学部別
英語要件

履修可能
言語 英語以外の言語 GPA 院生 学年制限 備考

メキシコ モンテレイ工科大学 70 5.5 英語・スペイン語
スペイン語：上級レベル
※�渡航前にオンラインレベルチェックテスト（インタ

ビューあり）実施
2.90 ×

学部生のみ

オーストリア ウィーン経済・経営
大学 70 5.5 英語・ドイツ語 ドイツ語：B2 level ― ×

学部生のみ 英語で履修する場合でも日常生活が可能な程度のドイツ語能力があることが望ましい

ベルギー アントワープ大学 79 6.5 英語・オランダ語 オランダ語：授業を理解できる十分なオランダ語能力 ― ○

デンマーク オーフス大学 83 6.5 英語 ― ○ Aarhus BSS（Business／Economics, Law, Political Science, Psychology, Business／
Engineering）は厳しい所属要件あり

フランス

ENS（高等師範学校） ― ― フランス語 フランス語:B2 level ― ○ 3年、4年、院生

EDHEC経営大学院 70 5.5 英語・フランス語 フランス語:C1 level ― ○ 3年、4年、院生

エセック経済商科大学
院大学 80 6.0 英語・フランス語 フランス語：B2 level ― ○ 3年、4年、院生 英語必須

HEC経営大学院 70 5.5 英語・フランス語 フランス語：B2 ― ○ 3年、4年、院生

INALCO（国立東洋
言語文化大学） ― ― フランス語

フランス語：
Language and Civilisation courses:B1 level
French Language courses:A2 level
Professional Track courses:C1 levelに加え、
B2 level以上の英語力

― ○

リヨン第３大学 80 6.5 英語・フランス語

フランス語：
DEUF program: DELF B1 or TCF 300 or 
399 points
*�Law, Political Sciences and Philosophy: 
DELF B2

*Information and Communication：DELF C1
*�B1 level以上の学生はSELF program（英語履
修コース）登録不可

― ○ 3年、4年、院生

パリ政治学院 100 6.5 英語・フランス語 フランス語：TCF 400 or DELF／DALF B2     ― ○ 3年、4年、院生

トゥールーズ第1大学 79 6.0 英語・フランス語 フランス語：DELF B2 or TCF 450 ― ○ 3年、4年、院生

コート・ダジュール大学 ― ― フランス語 フランス語：B1 level ― ○ フランス語必須

ストラスブール大学 70 5.5 英語・フランス語
フランス語：B1 level（B2 level以上強く推奨）
Performing and Visual Arts:C1 level
Letters:学部生 B2 level
Sciences Po Strasbourg:B2 level

― ○

パリ第１大学 ― ― フランス語 フランス語：DELF B2 ― ○ 3年、4年、院生

パリ・シテ大学 90 5.5 フランス語 フランス語：�DELF B2, DALF C1／C2（筆記テスト
必須） ― ○ 英語で開講されている分野は、EILAと英米研究の分野のみ

ソルボンヌ・ヌーヴェル
大学 70 5.5 英語・フランス語 フランス語：B2 level ― ○ 3年、4年、院生 英語で開講されている科目が少ない

ドイツ

ベルリン自由大学 ― ― ドイツ語
ドイツ語：�B2（John F Kennedy Institute for 

N o r t h  A m e r i c a n  S t u d i e sはC 1 , 
Natural sciencesはB1）

― ○

デュッセルドルフ大学 ― ― ドイツ語 ドイツ語:B1 level以上 ― ○

ハレ大学 ― ― ドイツ語 ドイツ語：�授業を理解できる十分なドイツ語能力（B2 
recommended） ― ○

アーヘン工科大学 70 5.5 英語・ドイツ語 ドイツ語：�B1（Earth Sciences and Geography, 
MedicineはB2） ― ○ 3年、4年、院生 ・学部生向けの英語で開講されている授業は少ない

・English, Business Administrationは、この分野を専攻している学生のみ選択可

ザールラント大学 ― ― ドイツ語 ドイツ語：B1 level以上（400時間以上の学習） ― ○ 2年、3年、4年、院生

ダルムシュタット
工科大学 72 5.5 英語・ドイツ語 ドイツ語：�授業を理解できる十分なドイツ語力（B1 

or B2 level以上が望ましい） ― ○ 3年、4年、院生 英語で開講されている授業は少ない
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慶應義塾大学派遣交換留学生募集要項

協定校出願条件一覧
出願条件（語学能力要件・GPA等）は、各協定校で定めるものとなり、このページに掲載された条件から変更となる可能性が
あります。最新情報は、必ず国際センター「交換留学最新情報」および「各協定校別募集要項」にて確認ください。学内選考出願
時点で希望する協定校の最新の出願条件を満たさない場合、その大学は学内選考対象外となるので注意してください。
大学院生の応募に関しては、出願にあたり、求められる語学能力要件やGPA要件が異なることがありますので、詳しくは、国際
センター「各協定校別募集要項」を確認ください。

※�国際センターWebサイトの協定校別募集要項は、随時更新しますので、常に最新情報を確認するようにしましょう。
各協定校のWebサイトにより詳しい内容が掲載されていますので、必ず確認してください。大学の規模や環境、授業の詳しい内容等
や、交換留学生が履修できる授業や制限等、詳細が確認できます。

国名 大学名
TOEFL

iBT
（総合）

IELTS
（総合）

学部別
英語要件

履修可能
言語 英語以外の言語 GPA 院生 学年制限 備考

ドイツ

ミュンヘン工科大学 70 5.5 英語・ドイツ語 ドイツ語：授業を十分理解できるドイツ語能力 ― ○
・英語で履修する場合であっても、一定のドイツ語力を有していることが推奨される
・TUM School of Managementへは所属不可
・学部によっては、ドイツ語・英語ともに高い要件（B2レベル）を課しているケースがある

ドレスデン工科大学 ― ― ドイツ語 ドイツ語：B1 level以上（医科・歯科はB2以上） ― ○

ボン大学 85 6.0 英語・ドイツ語 ドイツ語：B2 3.00 ○ 授業のほとんどはドイツ語で開講されており、英語の開講科目は非常に少ない

ケルン大学 80 5.5 英語・ドイツ語 ドイツ語：B2 ― ○
・�Faculty of Management, Economics and Social Sciences（WiSo Faculty）および

Faculty of Medicineには所属できない可能性が高い
・英語による開講科目がほとんどない学部もある

ジーゲン大学 72 5.5 英語・ドイツ語 ドイツ語：B2 ― ○ 英語で開講されている授業は少ない

WHU オットー・バイス
ハイム経営大学 85 6.5 英語・ドイツ語 ドイツ語：授業を理解できる十分なドイツ語能力 ― ×

学部生のみ 授業の80%～100%が英語で開講されており、ドイツ語による授業はほとんどない

ギリシャ アテネ大学 70 5.5 英語・ギリシャ語 ギリシャ語：�授業を理解できる十分なギリシャ語能
力かつ英語力（B2 level以上） 2.50 ○ 英語で開講されている授業は少ない

ハンガリー ペーチ大学 72 5.5 英語 2.80 ○

アイルランド ユニバーシティ・
カレッジ・ダブリン 90 6.5 英語 ― ○ Engineering, Scienceは履修不可

イタリア

ヴェネツィア大学 72 5.5 英語・イタリア語 イタリア語：B2（CILS, PLIDA, CELI等） ― ○

ナポリ東洋大学 ― ― イタリア語 イタリア語：授業を理解できる十分なイタリア語能力 ― ○

ローマ大学
ラ・サピエンツァ 70 5.5 英語・イタリア語 イタリア語：B2 level ― ○ 英語で開講されている授業はほとんど院生レベル（学部生は履修不可）

ボッコーニ大学 70 5.5 英語・イタリア語 イタリア語：授業を理解できる十分なイタリア語能力 ― ○

ミラノ大学 2026年度からの新規協定校です。出願条件は、国際センターWebサイト掲載の「協定校別募集要項」を確認してください。

パヴィア大学 80 6.0 英語・イタリア語 イタリア語:B1 level ― ○ 英語で開講されている授業はほとんど院生レベル（学部生も履修可）

オランダ

エラスムス大学
ロッテルダム, 
Erasmus School of 
Economics

90 6.5 英語 ― ×
学部生のみ Microeconomics, Macroeconomics, Statistics, Mathematicsを履修している必要あり

エラスムス大学ロッ
テルダム, Erasmus 
School of Social 
and Behavioural 
Science

80 6.0 英語 ― ×
学部生のみ

エラスムス大学ロッ
テルダム, Erasmus 
School of History, 
Culture and 
Communication

90 6.5 英語 ― ×
学部生のみ

エラスムス大学
ロッテルダム, 
Rotterdam School 
of Management

90 6.5 英語 ― ×
学部生のみ 3年、4年

エラスムス大学ロッ
テルダム, Erasmus 
University College 

100 7.0 英語 2.80 ×
学部生のみ 3年、4年

ライデン大学 90 6.5 英語 3.00 ○ 3年、4年、院生

アムステルダム大学 92 6.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 3.00 ○ 3年、4年、院生 原則、先方では慶應での専攻分野に相当する分野を履修することとなる

アムステルダム
自由大学 92 6.5 英語・オランダ語 オランダ語：C1 level ― ○
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慶應義塾大学派遣交換留学生募集要項

協定校出願条件一覧
出願条件（語学能力要件・GPA等）は、各協定校で定めるものとなり、このページに掲載された条件から変更となる可能性が
あります。最新情報は、必ず国際センター「交換留学最新情報」および「各協定校別募集要項」にて確認ください。学内選考出願
時点で希望する協定校の最新の出願条件を満たさない場合、その大学は学内選考対象外となるので注意してください。
大学院生の応募に関しては、出願にあたり、求められる語学能力要件やGPA要件が異なることがありますので、詳しくは、国際
センター「各協定校別募集要項」を確認ください。

※�国際センターWebサイトの協定校別募集要項は、随時更新しますので、常に最新情報を確認するようにしましょう。
各協定校のWebサイトにより詳しい内容が掲載されていますので、必ず確認してください。大学の規模や環境、授業の詳しい内容等
や、交換留学生が履修できる授業や制限等、詳細が確認できます。

国名 大学名
TOEFL

iBT
（総合）

IELTS
（総合）

学部別
英語要件

履修可能
言語 英語以外の言語 GPA 院生 学年制限 備考

ノルウェー
ベルゲン大学 70 5.5 

○
要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 ― ○

オスロ大学 70 5.5 英語 ― ○

ポーランド ワルシャワ大学 79 5.5 英語・
ポーランド語 ポーランド語：B2 level ― ○

ロシア

極東連邦大学 70 5.5 英語・ロシア語 ロシア語：B1 level ― ○

モスクワ国立大学 ― ― ロシア語 ロシア語：B2 level 3.00 ○

サンクト・ペテルブルク
国立大学 70 5.5 英語・ロシア語 ロシア語：B2 level ― ○ 学部によってはロシア語のみ

スペイン

ESADE
ビジネススクール 70 5.5 英語・スペイン語 スペイン語:B1 level（recommended） ― 3年、4年 商学部の学生のみ（経済学部の学生も可の場合もあり）

ポンペウ・ファブラ大学 70 5.5 英語・スペイン語 スペイン語：MCER B1 level 3.00 3年、4年

サラマンカ大学 ― ―
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

スペイン語
スペイン語:B1 level
Bachelor in Global Studiesはスペイン語B1 
level＋英語の要件

― ×
学部生のみ

バルセロナ自治大学 70 5.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語・スペイン語
スペイン語:B2 level
Facu l t y  o f  Economics  and  Bus iness , 
F a c u l t y  o f  P o l i t i c a l  S c i e n c e s  a n d 
Sociology:TOEFL iBT87 or IELTS 5.5

― ○ ・英語で開講されている授業が少ない
・Faculty of Psychologyはスペイン語必須

ナバラ大学 80 6.0 英語・スペイン語 スペイン語:DELE B2 ― ×
学部生のみ 英語で開講されているのはSchool of Economics and Businessが中心

スウェーデン

王立工科大学 70 5.5 英語 ― ○ 3年、4年、院生 理工学部3、4年生または理工学研究科に在籍の大学院生

ルンド大学 90 6.5 英語 ― △
院生は要相談 School of Economics and Management, Journalismなどは履修制限あり

ヨーテボリ大学 70 5.5 英語 ― ○

ウプサラ大学 70 5.5 英語 ― ○

スイス

ベルン大学 80 6.0 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語・ドイツ語 ドイツ語:B2 level ― ○ 英語で開講されている授業は少ない

ジュネーブ大学 70 5.5 英語・フランス語 フランス語:B2 level
French Literature:C1 level 2.80 ○ 英語で開講されている授業は少ない

ローザンヌ大学 70 5.5 英語・フランス語 フランス語:B2 level ― ○ 英語で開講されている授業は少ない

ザンクトガレン大学 70 5.5 英語・ドイツ語 ドイツ語：B2 level ― ○

チューリヒ大学 ― ― ドイツ語 ドイツ語：C1 level ― ○

トルコ ボアジチ大学 79 6.5 英語 2.50 ○ Professional and degree programは履修不可
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協定校出願条件一覧
出願条件（語学能力要件・GPA等）は、各協定校で定めるものとなり、このページに掲載された条件から変更となる可能性が
あります。最新情報は、必ず国際センター「交換留学最新情報」および「各協定校別募集要項」にて確認ください。学内選考出願
時点で希望する協定校の最新の出願条件を満たさない場合、その大学は学内選考対象外となるので注意してください。
大学院生の応募に関しては、出願にあたり、求められる語学能力要件やGPA要件が異なることがありますので、詳しくは、国際
センター「各協定校別募集要項」を確認ください。

※�国際センターWebサイトの協定校別募集要項は、随時更新しますので、常に最新情報を確認するようにしましょう。
各協定校のWebサイトにより詳しい内容が掲載されていますので、必ず確認してください。大学の規模や環境、授業の詳しい内容等
や、交換留学生が履修できる授業や制限等、詳細が確認できます。

国名 大学名
TOEFL

iBT
（総合）

IELTS
（総合）

学部別
英語要件

履修可能
言語 英語以外の言語 GPA 院生 学年制限 備考

英国

カーディフ大学 ― 6.0 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 3.00 ×
学部生のみ

・IELTSのみ可
・Business Schoolを受入先として希望する場合、経済・商・経営分野の授業を専攻する学生が望ましい
・英語スコアは留学先での学期開始から遡って2年以内に受験したものである必要あり

ダラム大学 92 6.5 英語 ― ○ English Studies departmentは所属制限あり

キングズ・カレッジ・
ロンドン 100 7.0 英語 3.30 ○ 英語スコアは留学先での学期開始から遡って2年以内に受験したものである必要あり

ロンドン大学
ロイヤルホロウェイ ― 6.5 英語 3.00 ○ 3年、4年、院生 ・IELTSのみ可

・英語スコアは留学先での学期開始から遡って2年以内に受験したものである必要あり
ロンドン大学
東洋アフリカ学院 95 6.5 英語 3.30 ○ 英語のスコアはSOASの学期開始日（9月1日）から遡って2年以内に取得している必要がある

エジンバラ大学 92 6.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 3.00 ×
学部生のみ

・交換留学生向けの授業としてビジネス／経済系科目が充実しているが、その他の科目も履修可能
・英語スコアは留学先での学期開始から遡って2年以内に受験したものである必要あり

マンチェスター大学 90 6.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 3.00 ×
学部生のみ

・Faculty of Humanitiesのコースのみ履修可
・英語スコアは留学先での学期開始から遡って2年以内に受験したものである必要あり

シェフィールド大学 88 6.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 3.00 ×
学部生のみ 英語スコアは留学先での学期開始から遡って2年以内に受験したものである必要あり

ウォーリック大学 92 6.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 3.00 ×
学部生のみ

・ウォーリック大学での履修分野は、所属大学において学位を取得する分野と関連している必要がある
・英語スコアは留学先での学期開始から遡って2年1ヵ月以内に受験したものである必要あり

バーミンガム大学 88 6.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 2.50 ×
学部生のみ 2年、3年、4年 ・英語スコアは留学先での学期開始から遡って2年以内に受験したものである必要あり

・所属大学において学習歴がある分野のみ選択可

グラスゴー大学 ― 6.0 英語 3.00 ○ ・IELTSのみ可
・英語スコアは留学先での学期開始から遡って2.5年以内に受験したものである必要あり

サウサンプトン大学 ― 6.5 英語 3.00 ○ 3年、4年 ・IELTSのみ可
・英語スコアは留学先での学期開始から遡って2年以内に受験したものである必要あり

セント・アンドリューズ
大学 94 7.0 英語 3.20 ×

学部生のみ
・School of Historyより最低1つコースを履修する必要がある
・英語スコアは留学先での学期開始から遡って2年以内に受験したものである必要あり

ヨーク大学（英国） 87 6.5 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 3.00 ○ 3年、4年、院生 英語スコアは留学先での学期開始から遡って2.5年以内に受験したものである必要あり

オーストラリア

オーストラリア
国立大学 80 6.5 英語 3.00 ○

メルボルン大学 79 6.5 英語 3.00 ○

ニューサウス
ウェールズ大学 90 6.5 

○
要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 3.00 ○

クイーンズランド大学 87 6.5 英語 ― ○

シドニー大学 85 6.5 英語 3.00 ○

ニュージーランド

オークランド大学 80 6.0 英語 2.70 ○

オタゴ大学 80 6.0 
○

要件異なる学部あり。 
Webを参照すること。

英語 3.00 ○

アルゼンチン トルクァト・ディ・テラ
大学 70 5.5 英語・スペイン語 スペイン語：B2 level 3.00 ○ 英語で開講されている授業は少ない


